
『
朱
子
語
類
』
巻
一
八
「
大
学
」
五
（
１
～
33
条
）

　
　

或
問
下

　
　
　
　

傳
五
章

    　
　
　

 

獨
其
所
謂
格
物
致
知
者
一
段

〔
校
勘
〕

○
成
化
本
は
「
段
」
を
「
叚
」
に
作
る
。

１
条

　

先
生
為
道
夫
讀
格
物
説
、
舉
遺
書
或
問
學
何
為
而
可
以
有
覺
一
段
、
曰
。
能
致

其
知
、
則
思
自
然
明
、
至
於
久
而
後
有
覺
、
是
積
累
之
多
、
自
有
箇
覺
悟
時
節
。

勉
強
學
問
、
所
以
致
其
知
也
。
聞
見
博
而
智
益
明
、
則
其
效
著
矣
。
學
而
無
覺
、

則
亦
何
以
學
為
也
哉
、
此
程
子
曉
人
至
切
處
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
「
舉
遺
書
或
問
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
舉
遺
書
云
或
問
」
に
作
る
。

○
「
而
可
以
有
覺
一
段
曰
」　

成
化
本
は
「
段
」
を
「
叚
」
に
作
る
。
朝
鮮
古
写

　

本
は
「
而
可
以
有
覺
也
伊
川
曰
」
に
作
る
。

○
「
自
有
箇
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

○
則
其
效
著
矣　

朝
鮮
古
写
本
は
「
效
」
を
「
効
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

  

先
生
は
、
私
（
楊
道
夫
）
の
た
め
に
（
程
頤
の
）
格
物
説
を
読
ん
で
、『
河
南

程
氏
遺
書
』
の
「
或
る
ひ
と
學
は
何な

ん
す
れ為

ぞ
以
て
覺
有
る
べ
き
か
を
問
ふ
（
あ
る

も
の
が
「
学
問
し
て
ど
う
す
れ
ば
目
覚
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と

尋
ね
た
）」
と
い
う
一
段
を
挙
げ
て
仰
っ
た
。「『
河
南
程
氏
遺
書
』
に
「
能
く
其

の
知
を
致
せ
ば
、
則
ち
思
ひ
自
然
と
明
ら
か
に
し
て
、
久
し
く
し
て
後
に
覺
有
る

に
至
る
（
そ
の
知
を
推
し
致
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
思
慮
は
自
然
と
明
ら
か
と
な

り
、
し
ば
ら
く
す
る
と
目
覚
め
る
こ
と
が
で
き
る
。）」
と
い
う
の
は
、
工
夫
が
蓄

積
し
て
い
っ
て
、
自
然
と
こ
の
目
覚
め
の
段
階
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
。「
勉

強
学
問
」
と
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
「
知
」
を
致
す
方
法
で
あ
り
、「
聞
見
博

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）
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く
し
て
智
は
益
す
ま
す
明
ら
か
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
効
験
が
表
れ
た
も
の
だ
。

学
問
し
て
目
覚
め
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
学
問
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
こ
そ
程
子
が
人
に
教
え
る
際
に
至
っ
て
こ
の
上
な
く
身
に
切
実
な
と
こ

ろ
だ
。  

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
舉
遺
書
或
問
學
何
為
而
可
以
有
覺
一
段
」　
「
遺
書
」
は
『
河
南
程
氏
遺
書
』

を
指
し
、『
語
類
』
の
こ
の
条
の
内
容
全
体
が
朱
子
に
よ
る
程
氏
の
説
の
解
説

で
あ
る
。「
或
問
學
何
為
而
可
以
有
覺
一
段
」
と
は
、
以
下
を
踏
ま
え
る
。『
河

南
程
氏
遺
書
』卷
一
八「
遺
書
伊
川
先
生
語
第
四
」「
問
。
學
何
以
有
至
覺
悟
處
。

曰
。
莫
先
致
知
。
能
致
知
、
則
思
一
日
愈
明
一
日
、
久
而
後
有
覺
也
。
學
而
無

覺
、
則
何
益
矣
、
又
奚
學
爲
。
思
曰
睿
、
睿
作
聖
。
纔
思
便
睿
、
以
至
作
聖
。

亦
是
一
箇
思
。
故
曰
。
勉
強
學
問
、
則
聞
見
博
而
智
益
明
。」
ま
た
、『
大
學
或

問
』
で
は
こ
の
『
河
南
程
氏
遺
書
』
の
説
を
踏
ま
え
つ
つ
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

「
曰
。
或
問
於
程
子
曰
。
學
何
爲
而
可
以
有
覺
也
。
程
子
曰
。
學
莫
先
於
致
知
。

能
致
其
知
、
則
思
日
益
明
、
至
於
久
而
後
有
覺
爾
。
書
所
謂
思
曰
睿
、
睿
作
聖
、

董
子
所
謂
勉
強
學
問
、
則
聞
見
博
而
智
益
明
、
正
謂
此
也
。
學
而
無
覺
、
則
亦

何
以
學
爲
也
哉
。」

（
２
）「
時
節
」　

現
代
語
の
「
時
候
」
に
同
じ
で
「
時
」
が
二
音
節
化
し
た
も
の
。

三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
一
五
五
頁
を
参
照
。

（
３
）「
勉
強
學
問
…
聞
見
博
而
智
益
明
」　

注
（
１
）
で
引
用
の
『
河
南
程
氏
遺
書
』

の
語
を
踏
ま
え
、更
に
『
漢
書
』「
董
仲
舒
傳
」
の
賢
良
対
策
の
語
に
遡
る
。『
漢

書
』
卷
二
六
「
董
仲
舒
傳
」「
彊
勉
學
問
、
則
聞
見
博
而
知
益
明
。
彊
勉
行
道
、

則
徳
日
起
、
而
大
有
功
。
此
皆
可
使
還
至
、
而
立
有
效
者
也
。」

（
４
）「
是
積
累
之
多
、自
有
箇
覺
悟
時
節
」　
「
積
累
」
は
「
積
み
重
ね
」。『
語
類
』

で
は
以
下
の
よ
う
に
、「
工
夫
」
の
語
と
共
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。『
語

類
』
卷
一
五
、一
〇
〇
条
、記
録
者
名
欠
（
Ⅰ301

）「
然
學
者
未
能
便
得
會
恁
地
、

須
且
致
其
知
、
工
夫
積
累
、
方
會
知
至
。」
な
お
、
本
条
で
説
か
れ
る
、
学
問

を
積
み
重
ね
て
「
覺
」
に
至
る
と
い
う
程
子
の
説
は
、
以
下
の
朱
子
の
「
格
物

致
知
」
説
に
発
展
す
る
。『
大
學
章
句
』
傳
五
章
「
至
於
用
力
之
久
、
而
一
旦

豁
然
貫
通
焉
、
則
衆
物
之
表
裏
精
粗
無
不
到
、
而
吾
心
之
全
體
大
用
無
不
明
矣
。

此
謂
物
格
、
此
謂
知
之
至
也
。」

２
条

　

問
。
致
知
下
面
更
有
節
次
。
程
子
説
知
處
、
只
就
知
上
説
、
如
何
。
曰
。
既
知

則
自
然
行
得
、
不
待
勉
強
。
却
是
知
字
上
重
。　

可
學

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
卷
一
八
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

〔
訳
〕

  
質
問
。「「
致
知
」
の
後
に
は
更
に
段
階
が
あ
り
ま
す
。
程
子
が
「
知
」
に
つ
い

て
説
い
た
と
こ
ろ
は
、た
だ
「
知
」
に
即
し
て
説
い
て
い
る
、と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。」
先
生
「
知
っ
て
し
ま
え
ば
自
然
と
実
行
で
き
る
の
で
あ
り
、
意
識
し
て

努
力
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
の
だ
。
つ
ま
り
は
「
知
」
の
字
の
部
分
が
重
点

一
〇
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
号



な
の
だ
。」  

鄭
可
学
録

〔
注
〕

（
１
）「
問
。
致
知
下
面
更
有
節
次
。」　
「
下
面
」
は
「
次
に
」
の
意
。「
節
次
」
は

「
段
階
」
の
意
。
こ
こ
で
は
、格
物
・
致
知
以
下
の
大
学
の
八
条
目
を
指
す
。『
語

類
』
卷
一
五
、一
二
一
条
、潘
履
孫
録
（
Ⅰ305

）「
格
物
、致
知
、誠
意
、正
心
、

雖
是
有
許
多
節
次
、
然
其
進
之
遲
速
、
則
又
隨
人
資
質
敏
鈍
。」

（
２
）「
曰
。
既
知
則
自
然
行
得
、
不
待
勉
強
。
却
是
知
字
上
重
。」　
「
勉
強
」
は

意
識
し
て
努
力
す
る
こ
と
。『
中
庸
章
句
』
二
○
章
「
或
生
而
知
之
、
或
學
而

知
之
、
或
困
而
知
之
、
及
其
知
之
一
也
。
或
安
而
行
之
、
或
利
而
行
之
、
或
勉

強
而
行
之
、
及
其
成
功
一
也
。」
な
お
、
本
条
で
は
朱
子
は
「
格
物
致
知
」
で

き
れ
ば
自
然
と
以
降
の
条
目
も
実
行
で
き
る
と
言
う
が
、別
の
と
こ
ろ
で
は「
格

物
致
知
」
が
出
来
て
い
て
も
、「
誠
意
」
の
段
階
で
慎
重
に
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
も
説
い
て
い
る
こ
と
は
以
下
を
参
照
。『
大
學
章
句
』
傳
六
章
注
「
經

曰
。
欲
誠
其
意
、
先
致
其
知
。
又
曰
。
知
至
而
后
意
誠
。
蓋
心
體
之
明
有
所
未

盡
、
則
其
所
發
必
有
不
能
實
用
其
力
、
而
苟
焉
以
自
欺
者
。
然
或
己
明
而
不
謹

乎
此
、
則
其
所
明
又
非
己
有
、
而
無
以
為
進
德
之
基
。」

３
条

　

伊
川
云
。
知
非
一
概
、其
為
淺
深
有
甚
相
絕
者
云
云
。
曰
。
此
語
説
得
極
分
明
。

至
論
知
之
淺
深
、
則
從
前
未
有
人
説
到
此
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
「
其
為
淺
深
有
甚
相
絕
者
云
云
」  

朝
鮮
古
写
本
、「
云
云
」
は
小
字
に
作
る
。

○
「
曰
此
語
説
得
極
分
明
」  

朝
鮮
古
写
本
は
「
曰
」
の
上
に
「
先
生
」
の
二
字

　

が
あ
る
。

○
「
從
前
未
有
人
説
到
此
」  

朝
鮮
古
写
本
で
は
こ
の
後
に
以
下
の
文
面
が
続
く
。

　
「
而
程
子
發
之
。
且
虎
能
傷
人
、
人
共
知
。
而
懼
之
有
見
於
色
者
、
以
其
知
之

　

深
於
衆
人
也
。
學
者
之
於
道
、
能
如
此
人
之
於
虎
、
眞
有
以
知
之
、
則
自
有
不

　

容
已
者
矣
。」
と
あ
る
（
句
読
点
は
引
用
者
に
よ
る
）。

〔
訳
〕

  

程
伊
川
は
「「
知
」
は
す
べ
て
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
知
る
こ
と
が
浅

い
も
の
と
深
い
も
の
と
で
、
隔
絶
し
て
離
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
」
云
々
と
言
っ

て
い
ま
す
。
先
生
「
こ
の
言
葉
は
非
常
に
明
晰
に
説
い
て
い
る
。
知
の
浅
深
を
論

ず
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
伊
川
以
前
は
誰
も
こ
の
こ
と
を
説
き
及
ん
で
は
い
な

い
。」  

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
伊
川
云
。
知
非
一
概
、其
為
淺
深
有
甚
相
絕
者
云
云
。」　
「
一
概
」は「
同
じ
」

の
意
。
こ
の
ま
ま
の
発
言
は
未
詳
。
朝
鮮
古
写
本
が
本
条
の
後
半
に
繋
げ
て
言

う
よ
う
に
、
虎
に
襲
わ
れ
た
者
を
例
に
程
子
が
「
真
知
」
と
「
常
知
」
の
違
い

を
説
い
た
の
は
本
条
と
同
じ
趣
旨
の
発
言
と
考
え
ら
れ
る
。『
河
南
程
氏
遺
書
』

巻
二
上
「
眞
知
與
常
知
異
。
常
見
一
田
夫
、
曾
被
虎
傷
。
有
人
説
虎
傷
人
、
衆

莫
不
驚
、
獨
田
夫
色
動
異
於
衆
。
若
虎
能
傷
人
、
雖
三
尺
童
子
莫
不
知
之
。
然

一
〇
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）



未
嘗
眞
知
。
眞
知
須
如
田
夫
乃
是
。
故
人
知
不
善
而
猶
爲
不
善
、
是
亦
未
嘗
眞

知
。
若
眞
知
、
決
不
爲
矣
。」『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
「
知
有
多
少
般
數
、

煞
有
深
淺
。
向
親
見
一
人
、曾
為
虎
所
傷
、因
言
及
虎
、神
色
便
變
。
傍
有
數
人
、

見
佗
説
虎
、
非
不
知
虎
之
猛
可
畏
、
然
不
如
佗
説
了
有
畏
懼
之
色
、
蓋
真
知
虎

者
也
。
學
者
深
知
、
亦
如
此
。」
ま
た
、
朱
熹
も
以
下
の
よ
う
に
『
大
学
或
問
』

で
引
用
す
る
。『
大
学
或
問
』「
程
子
曰
…
昔
嘗
見
有
談
虎
傷
人
者
。
衆
莫
不
聞
、

而
其
間
一
人
神
色
獨
變
。
問
其
所
以
、
乃
嘗
傷
於
虎
者
也
。
夫
虎
能
傷
人
、
人

孰
不
知
。
然
聞
之
有
懼
有
不
懼
者
、
知
之
有
眞
有
不
眞
也
。
學
者
之
知
道
、
必

如
此
人
之
知
虎
、
然
後
為
至
耳
。
若
曰
知
不
善
之
不
可
為
而
猶
或
為
之
、
則
亦

未
嘗
眞
知
而
已
矣
。」

４
条

　

知
、
便
要
知
得
極
。
致
知
、
是
推
致
到
極
處
、
窮
究
徹
底
、
真
見
得
決
定
如
此
。

程
子
説
虎
傷
人
之
譬
、
甚
好
。
如
這
一
箇
物
、
四
陲
四
角
皆
知
得
盡
、
前
頭
更
無

去
處
、
外
面
更
無
去
處
、
方
始
是
格
到
那
物
極
處
。　

淳

〔
校
勘
〕

○
「
真
見
得
決
定
如
此
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
定
」
字
を
欠
く
。

○
「
如
這
一
箇
物
」  

朝
鮮
古
写
本
は
「
這
如
一
箇
物
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

  

「
知
」
と
は
、
知
り
尽
く
そ
う
と
す
る
こ
と
だ
。「
致
知
」
と
は
極
限
の
と
こ
ろ

ま
で
推
し
致
し
、
窮
め
尽
く
し
て
徹
底
し
て
、
必
ず
こ
の
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
が
本
当
に
わ
か
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
程
子
が
（「
真
知
」
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
）
虎
が
人
を
傷
付
け
た
こ
と
の
比
喩
を
説
い
た
の
は
、
大
変

よ
い
。
こ
の
一
個
の
物
に
つ
い
て
言
え
ば
、
四
辺
と
四
頂
点
（
隅
々
ま
で
）
全
て

を
知
り
尽
く
し
て
、
前
方
に
は
こ
れ
以
上
進
む
と
こ
ろ
が
無
く
、
外
側
に
も
こ
れ

以
上
進
む
と
こ
ろ
が
無
い
、
と
い
う
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
で
こ
そ
そ
の
物
の
極
限

の
と
こ
ろ
ま
で
知
り
尽
く
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。  

陳
淳
録

〔
注
〕

（
１
）「
致
知
、
是
推
致
到
極
處
」　
『
大
学
章
句
』
の
朱
注
や
『
語
類
』
に
同
様

の
表
現
が
見
え
る
。『
大
学
章
句
』
経
、
朱
注
「
致
、
推
極
也
。
知
、
猶
識
也
。

推
極
吾
之
知
識
、
欲
其
所
知
無
不
盡
也
。」
同
上
「
知
至
者
、
吾
心
之
所
知
無

不
盡
也
。」『
語
類
』
巻
一
五
、九
四
条
、
沈
僩
録
「
所
以
貴
致
知
、
窮
到
極
處

謂
之
致
。」

（
２
）「
窮
究
徹
底
」　
『
語
類
』
に
同
様
の
表
現
が
見
え
る
。『
語
類
』
巻

一
〇
、一
六
条
、
李
杞
録
（
Ⅰ163

）「
讀
書
須
是
窮
究
道
理
徹
底
。
如
人
之
食
、

嚼
得
爛
、
方
可
嚥
下
、
然
後
有
補
。」

（
３
）「
真
見
得
決
定
如
此
」  

「
決
定
」
は
「
必
ず
」
の
意
。『
語
類
』
卷

一
四
、一
四
四
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅰ276

）「
且
如
事
君
、
若
不
見
得
決
定
著
致

其
身
、
則
在
内
親
近
、
必
不
能
推
忠
竭
誠
、
有
犯
無
隱
。」

（
４
）「
程
子
説
虎
傷
人
之
譬
」　

前
条
の
注
（
１
）
を
参
照
。
程
子
が
「
真
知
」

を
説
明
す
る
際
に
、
虎
に
襲
わ
れ
た
体
験
を
持
つ
者
が
、
虎
の
名
を
聞
い
た
だ

け
で
真
に
恐
怖
し
た
、
と
い
う
例
を
用
い
た
こ
と
を
指
す
。 一

〇
二
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（
５
）「
四
陲
四
角
皆
知
得
盡
」  

「
四
陲
四
角
」
は
四
角
形
の
四
辺
と
四
頂
点
、
こ

こ
で
は
「
隅
々
ま
で
」
の
意
。『
語
類
』
卷
六
二
、八
四
条
、
沈
僩
録
（
Ⅳ

1500

）「
戒
懼
無
箇
起
頭
處
、
只
是
普
遍
都
用
。
如
卓
子
有
四
角
頭
、
一
齊
用

著
工
夫
、
更
無
空
缺
處
。
若
説
是
起
頭
、
又
遺
了
尾
頭
。
説
是
尾
頭
、
又
遺
了

起
頭
。
若
説
屬
中
間
、
又
遺
了
兩
頭
。」

（
６
）「
前
頭
更
無
去
處
、外
面
更
無
去
處
」　
「
前
頭
」
は
、前
。「
更
無
去
處
」
は
、

そ
れ
以
上
、
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
。
余
す
と
こ
ろ
無
く
極
め
尽
く
し
て
い
る
こ

と
を
い
う
。『
語
類
』
巻
一
五
、九
七
条
、
記
録
名
欠
（
Ⅰ301

）「
致
其
知
者
、

自
裏
面
看
出
、
推
到
無
窮
盡
處
、
自
外
面
看
入
來
、
推
到
無
去
處
、
方
始
得
了
。」

５
条

　

人
各
有
箇
知
識
、
須
是
推
致
而
極
其
至
。
不
然
、
半
上
落
下
、
終
不
濟
事
。
須

是
真
知
。

　

問
。
固
有
人
明
得
此
理
、
而
涵
養
未
到
、
却
為
私
意
所
奪
。

　

曰
。
只
為
明
得
不
盡
。
若
明
得
盡
、
私
意
自
然
留
不
得
。
若
半
青
半
黃
、
未
能

透
徹
、
便
是
尚
有
渣
滓
、
非
所
謂
真
知
也
。

　

問
。
須
是
涵
養
到
心
體
無
不
盡
處
、方
善
。
不
然
知
之
雖
至
、行
之
終
恐
不
盡
也
。

　

曰
。
只
為
知
不
至
。
今
人
行
到
五
分
、
便
是
它
只
知
得
五
分
、
見
識
只
識
到
那

地
位
。
譬
諸
穿
窬
、
稍
是
箇
人
、
便
不
肯
做
、
蓋
真
知
穿
窬
之
不
善
也
。
虎
傷
事

亦
然
。　

德
明

〔
校
勘
〕

○
「
便
是
尚
有
渣
滓
」  

成
化
本
は
「
渣
」
を
「
査
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

  

「
人
に
は
各
々
こ
の
知
識
が
あ
っ
て
、
推
し
致
し
て
そ
の
究
極
の
と
こ
ろ
ま
で

極
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
く
て
は
、
中
途
半
歩
で
、
結
局
も
の
に
な

ら
な
い
。
是
非
と
も
「
真
に
知
る
」
こ
と
が
大
切
だ
。」

　

質
問
。「
確
か
に
人
が
こ
の
理
を
明
ら
か
に
で
き
て
い
て
も
、
心
を
養
い
育
て

る
こ
と
（「
涵
養
」）
が
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
私
意
に
よ
っ
て
そ
の
「
知
」
が
奪

わ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
「
た
だ
、
明
ら
か
に
し
尽
く
し
て
い
な
い
た
め
だ
。
も
し
、
明
ら
か
に
し

尽
く
し
て
い
れ
ば
、
私
意
は
自
然
と
留
ま
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
も
し
、
半

分
未
熟
で
半
分
熟
し
て
い
る
と
い
う
様
子
で
、
透
徹
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
ま
だ

渣か

滓す

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
所
謂
「
真
知
」
で
は
な
い
の
だ
。」

　

質
問
。「
心
の
本
体
に
ま
で
涵
養
し
て
尽
く
さ
な
い
と
こ
ろ
が
無
い
よ
う
に
し

て
、
そ
れ
で
こ
そ
よ
く
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
知
る
こ
と
が
至
り
尽
く
し

て
い
て
も
、
そ
の
こ
と
を
実
践
す
る
と
結
局
完
全
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ

う
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
「
た
だ
、
知
が
至
っ
て
い
な
い
た
め
だ
。
今
、
人
が
半
分
ま
で
進
ん
だ
と

す
れ
ば
、
彼
は
た
だ
半
分
だ
け
知
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
見

識
は
そ
の
程
度
ま
で
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
を
泥
棒
の
こ
と
に
例
え
る
な
ら
、
い

や
し
く
も
人
で
あ
る
限
り
、
泥
棒
し
よ
う
と
し
な
い
の
は
、
泥
棒
す
る
こ
と
が
不

善
で
あ
る
こ
と
を
「
真
に
知
」
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
虎
が
人
を
傷
つ
け
る
こ

一
〇
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）



と
も
ま
た
同
様
だ
。」  

廖
徳
明
録

〔
注
〕

（
１
）「
半
上
落
下
、終
不
濟
事
」　
「
半
上
落
下
」
は
「
中
途
半
端
」
の
意
、『
語
類
』

卷
一
六
、一
七
九
条
（
Ⅰ353

）、
潘
履
孫
録
に
既
出
。
ま
た
「
不
濟
事
」
は
口

語
で
「
役
に
立
た
な
い
」、「
も
の
に
な
ら
な
い
」
の
意
。
興
膳
宏
等
編
『『
朱

子
語
類
』
訳
注　

巻
十
〜
十
一
』
二
五
頁
を
参
照
。
な
お
、
留
守
友
信
『
語
録

譯
義
』
は
こ
の
箇
所
に
対
し
て
「
半
バ
路
ヲ
ノ
ボ
リ
行
ソ
レ
ヨ
リ
落
下
ル
コ
ト
、

事
ヲ
シ
ト
ゲ
ヌ
コ
ト
」
と
言
う
。

（
２
）「
私
意
自
然
留
不
得
」　
「
留
不
得
」
は
、留
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
。「
不
得
」

は
、
動
詞
の
後
に
つ
い
て
不
可
能
の
意
を
表
す
。

（
３
）「
半
青
半
黃
、
未
能
透
徹
」　
「
半
青
半
黃
」
は
、
作
物
が
熟
し
た
も
の
（
黄
）

と
未
熟
な
も
の
（
青
）
と
が
半
ば
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
こ
こ
で
は
、「
中
途

半
端
」
な
様
を
意
味
す
る
。『
語
類
』
卷
九
、四
二
条
、楊
道
夫
録
（
Ⅰ154

）「
今

既
要
理
會
、
也
須
理
會
取
透
。
莫
要
半
青
半
黃
、
下
梢
都
不
濟
事
。」

（
４
）「
便
是
尚
有
渣
滓
」  

「
渣
滓
」
は
「
か
す
」。『
語
類
』
卷
一
七
、二
三
条
、

曽
祖
道
録
（
Ⅱ375

）「
假
如
大
鑪
鎔
鐵
、其
好
者
在
一
處
、其
渣
滓
又
在
一
處
」

（
５
）「
須
是
涵
養
到
心
體
無
不
盡
處
、
方
善
」  

「
須
是
…
方―

」
は
「
…
し
て
そ

れ
で
こ
そ―

だ
」「
心
體
」
は
「
心
の
本
体
」
の
意
。『
語
類
』
卷
三
五
「
論
語

十
七　

泰
伯
篇　

曾
子
曰
士
不
可
以
不
弘
毅
章
」
八
四
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅲ

926

）「
恭
甫
問
。
弘
是
心
之
體
。
毅
是
心
之
力
。
曰
。
心
體
是
多
少
大
。
大
而

天
地
之
理
、
纔
要
思
量
、
便
都
在
這
裏
。」

（
６
）「
見
識
只
識
到
那
地
位
」　
「
地
位
」
は
「
境
地
」、「
段
階
」。
卷
四
、七
六
条
、

一
二
八
条
な
ど
に
既
出
。

（
７
）「
譬
諸
穿
窬
、
稍
是
箇
人
、
便
不
肯
做
、
蓋
真
知
穿
窬
之
不
善
也
。」　
「
穿

窬
」
は
、盗
む
こ
と
。
言
葉
と
し
て
は
以
下
が
早
い
。『
論
語
』「
陽
貨
」「
子
曰
。

色
厲
而
內
荏
、
譬
諸
小
人
、
其
猶
穿
窬
之
盜
也
與
。」
集
注
「
穿
、
穿
壁
。
窬
、

踰
牆
。
言
其
無
實
盜
名
、
而
常
畏
人
知
也
。」
ま
た
、
内
容
と
し
て
は
以
下
に

基
づ
く
。『
孟
子
』「
盡
心
」
下
「
孟
子
曰
。
人
皆
有
所
不
忍
、達
之
於
其
所
忍
、

仁
也
。
人
皆
有
所
不
為
、
達
之
於
其
所
為
、
義
也
。
人
能
充
無
欲
害
人
之
心
、

而
仁
不
可
勝
用
也
。
人
能
充
無
穿
踰
之
心
、
而
義
不
可
勝
用
也
。」
朱
注
「
充
、

滿
也
。
穿
、
穿
穴
。
踰
、
踰
牆
、
皆
為
盜
之
事
也
。
能
推
所
不
忍
、
以
達
於
所

忍
、
則
能
滿
其
無
欲
害
人
之
心
、
而
無
不
仁
矣
。
能
推
其
所
不
為
、
以
達
於
所

為
、
則
能
滿
其
無
穿
踰
之
心
、
而
無
不
義
矣
。
…
明
必
推
無
穿
踰
之
心
、
以
達

於
此
而
悉
去
之
、
然
後
為
能
充
其
無
穿
踰
之
心
也
。」
ま
た
、「
稍
是
箇
人
」
は
、

い
や
し
く
も
人
で
あ
る
限
り
。「
稍
是
」
は
、「
い
や
し
く
も
」「
仮
に
も
」
の
意
。

（
８
）「
虎
傷
事
亦
然
」　

程
子
の
「
真
知
」
の
比
喩
を
指
す
。
本
巻
三
条
注
（
１
）・

四
条
を
参
照
。

６
条

　

致
知
、
是
推
極
吾
之
知
識
無
不
切
至
、
切
字
亦
未
精
、
只
是
一
箇
盡
字
底
道
理
。

見
得
盡
、
方
是
真
實
。

　

如
言
喫
酒
解
醉
、喫
飯
解
飽
、毒
藥
解
殺
人
。須
是
喫
酒
、方
見
得
解
醉
人
。喫
飯
、

方
見
得
解
飽
人
。
不
曾
喫
底
、
見
人
説
道
是
解
醉
解
飽
、
他
也
道
是
解
醉
解
飽
、

只
是
見
得
不
親
切
。
見
得
親
切
時
、
須
是
如
伊
川
所
謂
曾
經
虎
傷
者
一
般
。  

卓

一
〇
四
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〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
卷
一
八
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
他
也
道
是
解
醉
解
飽
」  

朝
鮮
整
版
本
は
「
他
」
を
「
佗
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
致
知
と
は
自
分
の
知
識
を
推
し
極
め
て
、
極
限
ま
で
切
実
で
な
い
と
こ
ろ
が

な
い
よ
う
に
す
る
」
は
「
切
」
の
字
で
も
ま
だ
精
密
で
な
く
、「
盡
」
字
の
意
味

に
他
な
ら
な
い
。
知
り
尽
く
し
て
、
は
じ
め
て
真
実
な
の
だ
。

　

ち
ょ
う
ど
、
酒
を
飲
め
ば
酔
っ
払
え
る
し
、
飯
を
食
べ
れ
ば
満
腹
に
な
れ
る
し
、

毒
薬
は
人
を
殺
す
こ
と
が
で
き
る
の
と
同
じ
だ
。
実
際
に
酒
を
飲
ん
で
こ
そ
、
酒

が
人
を
酔
わ
せ
る
こ
と
が
わ
か
る
し
、
実
際
に
飯
を
食
っ
て
こ
そ
、
飯
が
人
の
腹

を
満
た
せ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
。
一
度
も
飲
食
し
な
い
で
、
人
が
「
こ
れ
が
酔

う
こ
と
、
満
腹
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
」
と
言
う
の
を
見
て
、
彼
も
「
こ
れ
が
酔

う
こ
と
、
満
腹
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
」
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
切
実
に
理
解
し
た

こ
と
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
切
実
に
理
解
し
た
時
で
あ
れ
ば
、
き
っ
と
程
伊
川
が

言
う
と
こ
ろ
の
、
か
つ
て
虎
に
襲
わ
れ
た
者
と
同
じ
よ
う
に
な
る
は
ず
だ
。　

黄
卓
録

〔
注
〕

（
１
）「
致
知
、是
推
極
吾
之
知
識
無
不
切
至
」　

現
行
の『
大
学
章
句
』の
経
文
の「
致

知
」
に
対
す
る
朱
子
の
注
に
は
「
致
、
推
極
也
。
知
、
猶
識
也
。
推
極
吾
之
知

識
、
欲
其
所
知
無
不
盡
也
。」
と
あ
り
、「
切
」
の
字
を
用
い
ず
に
「
盡
」
の
字

を
用
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
朱
子
が
「
格
物
・
致
知
」
の
解
釈
に
「
切
」
の
字

を
用
い
て
い
た
時
期
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、例
え
ば
、『
語
類
』

巻
一
五
、八
八
条
、
周
謨
録
「
致
知
者
、
須
是
知
得
盡
、
尤
要
親
切
。
尋
常
只

將
知
至
之
至
作
盡
字
説
、
近
來
看
得
合
作
切
至
之
至
。
知
之
者
切
、
然
後
貫
通

得
誠
意
底
意
思
。
如
程
先
生
所
謂
真
知
者
是
也
」、『
語
類
』
卷
一
六
、五
九
条
、

陳
淳
録
（
Ⅱ325

）
に
「
周
問
大
學
補
亡
、
心
之
分
別
取
舍
無
不
切
。」
と
あ

る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。『
大
学
章
句
』
で
の
朱
子
の
解
釈
の
変
遷
に

つ
い
て
は
、
吉
原
文
昭
『
南
宋
学
研
究
』「
大
学
章
句
研
究
」
六
六
三
頁
以
降

を
参
照
。

（
２
）「
只
是
見
得
不
親
切
」  「
親
切
」
は
「
身
に
切
実
」
の
意
。『
語
類
』
卷
九
「
論

知
行
」、
七
六
条
、
沈
僩
録
（
Ⅰ158

）「
今
之
學
者
不
曾
親
切
見
得
、
而
臆
度

揣
摸
為
説
、
皆
助
長
之
病
也
。
道
理
只
平
看
、
意
思
自
見
、
不
須
先
立
説
。」

（
３
）「
如
言
喫
酒
解
醉
」　
「
喫
酒
」
は
酒
を
飲
む
こ
と
。
学
問
が
身
に
つ
く
こ
と

を
説
明
す
る
際
に
朱
子
は
好
ん
で
飲
酒
し
て
酔
い
が
ま
わ
る
こ
と
で
例
え
る
。

『
語
類
』
巻
一
四
、一
七
三
条
、
李
儒
用
録
（
Ⅰ281

）「
問
知
止
至
能
得
。
曰
。

如
人
飲
酒
、
終
日
只
是
喫
酒
。
但
酒
力
到
時
、
一
杯
深
如
一
杯
。」「
解
…
」
は

「
…
で
き
る
」
の
意
。

（
４
）「
毒
藥
解
殺
人
」　

毒
薬
に
人
を
殺
す
ほ
ど
の
効
用
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ

と
を
言
う
。
こ
の
こ
と
が
「
喫
酒
」「
喫
飯
」
の
よ
う
に
、
必
ず
し
も
体
験
を

求
め
て
い
な
い
こ
と
は
以
下
に
よ
っ
て
わ
か
る
。『
語
類
』
巻
四
六
、一
三
条
、

葉
賀
孫
録
（
Ⅲ1173

）「
人
知
烏
喙
之
殺
人
不
可
食
、斷
然
不
食
、是
真
知
之
也
。

知
不
善
之
不
當
為
、
而
猶
或
為
之
、
是
特
未
能
真
知
之
也
。」
本
条
で
朱
熹
は

知
識
の
獲
得
は
身
に
切
実
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
が
、
後
世

こ
の
条
を
何
事
も
体
験
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
と
受
け
取
っ
た

一
〇
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）



の
か
、朱
子
が
毒
を
服
用
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
と
理
解
す
る
も
の
が
出
た
。

清
・
呂
留
良
『
天
蓋
樓
四
書
語
録
』
巻
一
九
「
述
而
首
章
」「
故
今
日
而
實
有

講
明
經
學
之
志
者
、
但
當
篤
信
朱
子
而
已
。
所
謂
篤
信
者
、
即
如
朱
子
謂
砒
礜

可
食
、
亦
當
食
之
。
若
尚
猶
豫
商
量
、
即
不
可
謂
之
篤
信
也
。」

（
５
）「
須
是
如
伊
川
所
謂
曾
經
虎
傷
者
一
般
」　
「
如
…
一
般
」
は
、…
と
同
じ
だ
。

「
伊
川
所
謂
曾
經
虎
傷
者
」
は
、
本
巻
三
条
注
、
及
び
四
条
、
五
条
に
既
出
。

７
条

　

問
。
進
修
之
術
、
何
先
者
云
云
。

　

曰
。
物
理
無
窮
、
故
他
説
得
來
亦
自
多
端
。
如
讀
書
以
講
明
道
義
、
則
是
理
存

於
書
。
如
論
古
今
人
物
以
別
其
是
非
邪
正
、
則
是
理
存
於
古
今
人
物
。
如
應
接
事

物
而
審
處
其
當
否
、
則
是
理
存
於
應
接
事
物
。
所
存
既
非
一
物
能
專
、
則
所
格
亦

非
一
端
而
盡
。

　

如
曰
一
物
格
而
萬
理
通
、
雖
顏
子
亦
未
至
此
、
但
當
今
日
格
一
件
、
明
日
又
格

一
件
、
積
習
既
多
、
然
後
脱
然
有
箇
貫
通
處
。
此
一
項
尤
有
意
味
。
向
非
其
人
善

問
、
則
亦
何
以
得
之
哉
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
「
問
進
修
之
術
何
先
者
云
云
」　

成
化
本
は
「
修
」
を
「
脩
」
に
作
る
。
朝
鮮

　

古
写
本
は
、「
云
云
」
二
字
を
欠
き
、「
何
先
者
」
の
後
に
以
下
の
よ
う
に
続
け

　

る
。「
程
子
曰
莫
先
於
正
心
誠
意
然
欲
誠
意
必
先
致
知
而
致
知
又
在
格
物
」

○
「
曰
物
理
無
窮
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
曰
」
字
の
上
に
「
先
生
」
の
二
字
が
あ
る
。

○
「
故
他
説
得
來
亦
自
多
端
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
他
」
を
「
佗
」
に
作
る
。

○
「
若
半
青
半
黃
未
能
透
徹
」  

朝
鮮
古
写
本
は
「
半
黃
」
は
小
字
双
行
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
。「
道
徳
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
修
養
の
方
法
は
、
何
が
先
で
し
ょ
う

か
。」
云
々
（『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
）
と
い
う
条
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。

先
生
「
物
の
理
は
窮
ま
る
こ
と
が
な
く
、
だ
か
ら
程
伊
川
は
（
窮
理
に
は
）
多
く

の
端
緒
（
い
と
ぐ
ち
）
が
あ
る
、
と
言
っ
た
の
だ
。
読
書
し
て
道
徳
や
義
理
を
究

明
す
る
の
は
、
理
が
書
物
に
あ
る
か
ら
だ
。
古
今
の
人
物
を
議
論
し
て
そ
の
是
非

善
悪
を
分
析
す
る
の
は
、
理
が
古
今
の
人
物
に
あ
る
か
ら
だ
。
事
物
に
応
接
し
て

緻
密
に
そ
の
当
否
に
対
処
す
る
の
は
、
理
が
事
物
に
応
接
す
る
こ
と
に
あ
る
か
ら

だ
。（
理
が
）
存
在
す
る
対
象
は
一
つ
の
事
物
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

格
物
す
る
対
象
も
一
つ
の
端
緒
（
い
と
ぐ
ち
）
だ
け
で
尽
く
せ
る
も
の
で
は
な
い

の
だ
。「
一
つ
の
事
物
に
格
っ
た
だ
け
で
、
万
理
に
通
暁
す
る
と
い
う
の
は
、
顔

子
で
さ
え
そ
こ
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
今
日
一
つ
の
事
物
に
格
り
、
明
日

も
ま
た
一
つ
の
事
物
に
格
り
、
積
み
重
ね
が
多
く
な
っ
て
か
ら
、
や
っ
と
脱
然
と

し
て
こ
の
貫
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
」
と
い
う
こ
の
一
条
は
非
常
に
味
わ
い

深
い
。
そ
の
時
に
こ
の
質
問
者
が
上
手
に
質
問
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
ど
う
や
っ

て
こ
の
答
え
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。」  

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
問
。
進
修
之
術
、
何
先
者
云
云
。」　

直
接
に
は
以
下
の
『
大
学
或
問
』
の

内
容
を
踏
ま
え
る
。『
大
学
或
問
』「
又
有
問
進
修
之
術
何
先
者
。
程
子
曰
。
莫

一
〇
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
号



先
於
正
心
誠
意
。
然
欲
誠
意
、
必
先
致
知
。
而
欲
致
知
、
又
在
格
物
致
盡
也
。

格
、
至
也
。
凡
有
一
物
必
有
一
理
。
窮
而
致
之
、
所
謂
格
物
者
也
。
然
而
格
物

亦
非
一
端
。
如
或
讀
書
、
講
明
道
義
、
或
論
古
今
人
物
、
而
別
其
是
非
、
或
應

接
事
物
、
而
處
其
當
否
、
皆
窮
理
也
。」
こ
の
『
大
学
或
問
』
の
記
述
は
、
以

下
を
踏
ま
え
る
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
卷
一
八
「
或
問
。
進
修
之
術
何
先
。
曰
。

莫
先
於
正
心
誠
意
。
誠
意
在
致
知
。
致
知
在
格
物
。
格
、
至
也
。
如
祖
考
來
格

之
格
。
凡
一
物
上
有
一
理
、
須
是
窮
致
其
理
。
窮
理
亦
多
端
。
或
讀
書
、
講
明

義
理
、
或
論
古
今
人
物
、
別
其
是
非
、
或
應
接
事
物
而
處
其
當
、
皆
窮
理
也
。」

「
進
修
」
に
つ
い
て
は
卷
一
七
、二
八
条
、
注
４
を
参
照
。「
進
修
」
は
『
周
易
』

「
乾
卦
文
言
傳
」「
進
德
脩
業
」
を
踏
ま
え
る
。「
進
德
脩
業
」
と
三
綱
領
八
条

目
の
関
連
に
つ
い
て
は
、以
下
を
参
照
。『
大
學
或
問
』「
蓋
吾
聞
之
。
敬
之
一
字
、

聖
學
之
所
以
成
始
而
成
終
者
也
。
為
小
學
者
、
不
由
乎
此
、
固
無
以
涵
養
本
原

而
謹
夫
洒
掃
應
對
進
退
之
節
與
夫
六
藝
之
敎
。
為
大
學
者
、
不
由
乎
此
、
亦
無

以
開
發
聰
明
進
德
修
業
而
致
夫
明
德
新
民
之
功
也
。」

（
２
）「
如
曰
一
物
格
而
萬
理
通
、
雖
顏
子
亦
未
至
此
、
但
當
今
日
格
一
件
、
明
日

又
格
一
件
、
積
習
既
多
、
然
後
脱
然
有
箇
貫
通
處
」  

直
接
に
は
以
下
の
『
大

學
或
問
』
の
記
述
を
踏
ま
え
る
。『
大
学
或
問
』「
曰
。
格
物
者
、
必
物
物
而
格

之
耶
、
將
止
格
一
物
而
萬
理
皆
通
耶
。
曰
。
一
物
格
而
萬
理
通
、
雖
顔
子
亦
未

至
此
。
惟
今
日
而
格
一
物
焉
、
明
日
又
格
一
物
焉
、
積
習
既
多
、
然
後
脱
然
有

貫
通
處
耳
。」
こ
の
『
大
學
或
問
』
の
記
述
は
以
下
を
踏
ま
え
る
。『
河
南
程
氏

遺
書
』
巻
一
八
「
曰
。
怎
生
便
會
該
通
。
若
只
格
一
物
便
通
衆
理
、
雖
顏
子
亦

不
敢
如
此
道
。
須
是
今
日
格
一
件
、
明
日
又
格
一
件
、
積
習
既
多
、
然
後
脱
然

自
有
貫
通
處
。」
ま
た
『
大
學
章
句
』
の
傳
五
章
、い
わ
ゆ
る
格
物
補
傳
に
「
至

於
用
力
之
久
、
而
一
旦
豁
然
貫
通
焉
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
程
子
の
表
現
を
踏

ま
え
る
。
な
お
程
子
の
説
が
顏
子
の
名
前
を
挙
げ
る
の
は
以
下
を
踏
ま
え
る
。

『
論
語
』「
公
冶
長
」「
回
也
聞
一
以
知
十
、
賜
也
聞
一
以
知
二
。」
朱
注
「
聞
一

知
十
、
上
知
之
資
、
生
知
之
亞
也
。」

（
３
）「
此
一
項
尤
有
意
味
」  

「
有
意
味
」
は
「
味
わ
い
が
あ
る
」。『
語
類
』
卷

一
一
六
、二
一
条
、訓
襲
蓋
卿
（
Ⅶ2793

）「
人
之
為
學
、只
是
爭
箇
肯
不
肯
耳
。

他
若
無
得
、
不
肯
向
這
邊
、
略
亦
不
解
致
思
。
他
若
肯
向
此
一
邊
、
自
然
有
味
、

愈
詳
愈
有
意
味
。」

（
４
）「
向
非
其
人
善
問
、
則
亦
何
以
得
之
哉
。」
程
朱
学
で
は
、
師
の
教
え
を
引

き
出
す
質
問
が
よ
い
質
問
と
し
て
尊
ば
れ
た
。『
論
語
』「
顏
淵
」「
子
貢
問
政
」章
、

集
注
引
程
子
説
「
程
子
曰
。
孔
門
弟
子
善
問
、
直
窮
到
底
、
如
此
章
者
。
非
子

貢
不
能
問
、
非
聖
人
不
能
答
也
。」

８
条

　

問
。
一
理
通
則
萬
理
通
、
其
説
如
何
。

　

曰
。
伊
川
嘗
云
。
雖
顏
子
亦
未
到
此
。
天
下
豈
有
一
理
通
便
解
萬
理
皆
通
。
也

須
積
累
將
去
。
如
顏
子
高
明
、不
過
聞
一
知
十
、亦
是
大
段
聰
明
了
。
學
問
却
有
漸
、

無
急
迫
之
理
。
有
人
嘗
説
、
學
問
只
用
窮
究
一
箇
大
處
、
則
其
他
皆
通
。
如
某
正

不
敢
如
此
説
、
須
是
逐
旋
做
將
去
。
不
成
只
用
窮
究
一
箇
、
其
他
更
不
用
管
、
便

都
理
會
得
、
豈
有
此
理
。
為
此
説
者
、
將
謂
是
天
理
、
不
知
却
是
人
欲
。　

明
作

一
〇
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）



〔
校
勘
〕

○
「
天
下
豈
有
一
理
通
便
解
萬
理
皆
通
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
便
」
字
を
欠
く
。

○
「
如
顏
子
高
明
不
過
聞
一
知
十
」  

朝
鮮
古
写
本
は
「
聞
一
知
十
」
を
「
聞
一

　

以
知
十
」
に
作
る
。

○
「
亦
是
大
段
聰
明
了
」  

成
化
本
は
「
段
」
を
「
叚
」
に
作
る
。

○
「
學
問
只
用
窮
究
一
箇
大
處
則
其
他
皆
通
」  

朝
鮮
整
版
本
は
「
他
」
を
「
佗
」

　

に
作
る
、
以
下
同
じ
。

〔
訳
〕

  

質
問
。「「
一
理
通
ず
れ
ば
、
則
ち
萬
理
通
ず
」
と
い
う
説
に
つ
い
て
は
、
い
か

が
で
し
ょ
う
。」

　

先
生
「
程
伊
川
は
「
顔
子
と
雖
も
ま
た
未
だ
此
こ
に
至
ら
ず
」
と
言
っ
た
。
天

下
に
ど
う
し
て
、
一
つ
の
理
に
通
暁
し
て
す
ぐ
に
万
理
に
つ
い
て
も
全
て
通
暁
し

得
る
、
と
い
う
こ
と
な
ど
あ
ろ
う
か
。
や
は
り
蓄
積
し
て
い
く
べ
き
な
の
だ
。
顔

子
の
高
明
さ
が
一
を
聞
い
て
十
を
知
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
十
分
に

聡
明
な
の
だ
。
学
問
と
は
徐
々
に
進
む
も
の
で
あ
っ
て
、
急
ぐ
道
理
な
ど
無
い
。

あ
る
も
の
が
以
前
、「
学
問
は
ひ
た
す
ら
一
個
の
大
き
な
も
の
を
窮
め
尽
く
せ
ば
、

そ
の
他
に
つ
い
て
も
全
て
通
暁
す
る
」
と
言
っ
て
い
た
。
私
は
決
し
て
そ
の
よ
う

に
は
言
わ
ず
、
逐
一
や
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
。
ま
さ
か
ひ
た
す
ら
一
個
を

窮
め
尽
く
す
だ
け
で
、
そ
の
ほ
か
は
全
く
関
わ
る
必
要
が
な
く
、
す
ぐ
に
全
て
理

解
で
き
て
し
ま
う
、
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
道

理
が
あ
ろ
う
か
。
こ
の
説
を
為
す
者
は
、
こ
れ
が
天
理
だ
、
と
言
お
う
と
し
て
も
、

逆
に
そ
れ
が
人
欲
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
だ
。」　

周
明
作
録

〔
注
〕

（
１
）「
問
。
一
理
通
則
萬
理
通
、
其
説
如
何
。
曰
。
伊
川
嘗
云
。
雖
顏
子
亦
未
到

此
。」  『
河
南
程
氏
遺
書
』
の
語
を
踏
ま
え
る
。
前
条
の
注
（
２
）
を
参
照
。

（
２
）「
如
顏
子
高
明
、不
過
聞
一
知
十
、亦
是
大
段
聰
明
了
」　
『
論
語
』「
公
冶
長
」

「
子
謂
子
貢
曰
。
女
與
回
也
孰
愈
。
對
曰
。
賜
也
何
敢
望
回
。
回
也
聞
一
以
知
十
、

賜
也
聞
一
以
知
二
。」
集
注
「
一
、
數
之
始
。
十
、
數
之
終
。
二
者
、
一
之
對

也
。
顏
子
明
睿
所
照
、
即
始
而
見
終
。
…
胡
氏
曰
。
…
聞
一
知
十
、
上
知
之
資
、

生
知
之
亞
也
。」「
聞
一
知
十
」
の
素
質
を
も
っ
て
し
て
も
万
里
を
尽
く
す
こ
と

は
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。『
語
類
』
卷
三
〇
、
論
語
十
二
、

雍
也
篇
一
「
哀
公
問
弟
子
章
」
黄
義
剛
録
「
好
古
敏
以
求
之
、
聖
人
是
生
知
而

學
者
。
然
其
所
謂
學
、
豈
若
常
人
之
學
也
。
聞
一
知
十
、
不
足
以
盡
之
。」

（
３
）「
亦
是
大
段
聰
明
了
」　
「
大
段
」は「
十
分
に
」の
意
。
蘇
軾『
蘇
文
忠
公
全
集
』

「
東
坡
續
集
」
卷
六
「
答
王
定
國
書
」「
如
國
手
棋
、
不
須
大
段
用
意
、
終
局
便

須
贏
也
。」

（
４
）「
學
問
却
有
漸
、
無
急
迫
之
理
」  

「
急
迫
」
は
急
い
で
焦
る
こ
と
。『
語
類
』

卷
九
五
、一
四
九
条
、
沈
僩
録
（
Ⅵ2452

）「
曰
。
道
理
本
自
廣
大
、
只
是
潛

心
積
慮
、
緩
緩
養
將
去
、
自
然
透
熟
。
若
急
迫
求
之
、
則
是
起
意
去
趕
趁
他
、

只
是
私
意
而
已
、
安
足
以
入
道
。」

（
５
）「
學
問
只
用
窮
究
一
箇
大
處
」　

陸
九
淵
の
思
想
を
念
頭
に
お
く
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
陸
九
淵
は
し
ば
し
ば
、
学
問
に
お
い
て
、「
先
ず
其
の
大
な
る
者

を
立
て
る
（
先
立
乎
其
大
）」
べ
き
こ
と
を
強
調
し
た
。『
陸
九
淵
集
』
卷
一
「
與

邵
叔
誼
」「
此
天
之
所
以
與
我
者
、
非
由
外
鑠
我
也
。
思
則
得
之
、
得
此
者
也
。

先
立
乎
其
大
者
、
立
此
者
也
。
積
善
者
、
積
此
者
也
。
集
義
者
、
集
此
者
也
。

一
〇
八
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知
徳
者
、
知
此
者
也
。
進
徳
者
、
進
此
者
也
。
同
此
之
謂
同
徳
、
異
此
之
謂
異

端
。」『
陸
九
淵
集
』
巻
三
四
「
象
山
語
録
」
上
「
近
有
議
吾
者
云
。
除
了
先
立

乎
其
大
者
一
句
、
全
無
伎
倆
。
吾
聞
之
曰
誠
然
。」
な
お
、「
先
立
乎
其
大
」
の

語
は
『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
此
天
之
所
與
我
者
、
先
立
乎
其
大
者
、
則
其
小

者
弗
能
奪
也
。
此
為
大
人
而
已
矣
。」
に
基
づ
く
。

（
６
）「
須
是
逐
旋
做
將
去
」　
「
逐
旋
」
は
「
順
を
追
っ
て
」、「
逐
一
」『
語
類
』

卷
一
五
、四
条
、
襲
蓋
卿
録
「
如
一
面
鏡
子
、
本
全
體
通
明
、
只
被
昏
翳
了
、

而
今
逐
旋
磨
去
、
使
四
邊
皆
照
見
、
其
明
無
所
不
到
。」
な
ど
に
既
出
。「
…
將

去
」
は
「
…
し
て
い
く
」『
語
類
』
卷
一
五
、七
六
条
、葉
賀
孫
録
（
Ⅰ297

）「
到

知
得
至
了
、
卻
恁
地
平
平
做
將
去
、
然
節
次
自
有
許
多
工
夫
。」
な
ど
に
既
出
。

（
７
）「
不
成
只
用
窮
究
一
箇
」　
「
不
成
…
」は「
ま
さ
か
…
で
は
あ
る
ま
い
」『
語
類
』

卷
一
四
、二
四
条
、黄

録（
Ⅰ252

）「
不
成
小
學
全
不
曾
知
得
。」な
ど
に
既
出
。

（
８
）「
其
他
更
不
用
管
、便
都
理
會
得
」　
「
管
」
は
、構
う
、関
わ
る
、関
知
す
る
。

９
条

　

叔
文
問
。
正
心
誠
意
、
莫
須
操
存
否
。

　

曰
。
也
須
見
得
後
、
方
始
操
得
。
不
然
、
只
恁
空
守
、
亦
不
濟
事
。
蓋
謹
守
則

在
此
、
一
合
眼
則
便
走
了
。
須
是
格
物
。
蓋
物
格
則
理
明
、
理
明
則
誠
一
而
心
自

正
矣
。
不
然
、
則
戢
戢
而
生
、
如
何
守
得
他
住
。

　

曰
。
格
物
最
是
難
事
、
如
何
盡
格
得
。

　

曰
。程
子
謂
。今
日
格
一
件
、明
日
又
格
一
件
、積
習
既
多
、然
後
脫
然
有
貫
通
處
。

某
嘗
謂
、
他
此
語
便
是
真
實
做
工
夫
來
。
他
也
不
說
格
一
件
後
便
會
通
、
也
不
說

盡
格
得
天
下
物
理
後
方
始
通
。
只
云
。
積
習
既
多
、
然
後
脫
然
有
箇
貫
通
處
。

　

又
曰
。
今
却
不
用
慮
其
他
、
只
是
箇
知
至
而
後
意
誠
、
這
一
轉
較
難
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
「
也
須
見
得
後
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
須
」
を
「
湏
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
亦
不
濟
事
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
終
亦
不
濟
事
」
に
作
る
。

○
「
如
何
守
得
他
住
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
他
」
を
「
陀
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
曰
格
物
最
是
難
事
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
問
格
物
最
是
難
事
」
に
作
る
。

○
「
程
子
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
伊
川
」
に
作
る
。

○
「
真
實
做
工
夫
來
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
、
和
刻
本
、

　

朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
真
」
を
「
眞
」
に
作
る
。

○
「
方
始
通
」　

成
化
本
は
「
方
」
を
「
才
」
に
作
る
。

○
「
有
箇
貫
通
處
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
今
却
不
用
慮
其
他
」　

伝
経
堂
本
は
「
却
」
を
「
卻
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
（
李
）
叔
文
が
お
尋
ね
し
た
。「
正
心
と
誠
意
は
心
を
収
斂
す
る
こ
と
（
操
存
）

が
必
要
で
す
よ
ね
。」

　

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
や
は
り（
道
理
を
）見
る
こ
と
が
で
き
て
初
め
て（
心

を
）
つ
な
ぎ
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
た
だ
こ
う
や
っ
て
む

な
し
く
保
持
し
て
い
る
だ
け
で
、
や
は
り
役
に
立
た
な
い
。
思
う
に
、
慎
ん
で
保

持
し
て
い
れ
ば
（
心
は
）
こ
こ
に
あ
っ
て
も
、ひ
と
た
び
目
を
閉
じ
る
と
（
心
は
）

す
ぐ
に
あ
ら
ぬ
方
へ
と
逸
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
。格
物
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〇
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）



な
ぜ
な
ら
物
が
極
め
つ
く
さ
れ
れ
ば
理
が
明
ら
か
に
な
り
、
理
が
明
ら
か
に
な
れ

ば
誠
で
あ
り
一
で
あ
り
、
心
は
自
然
と
正
し
く
な
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
こ
ま

ご
ま
と
生
じ
て
く
る
も
の
を
ど
う
や
っ
て
保
持
し
続
け
ら
れ
る
の
か
。」

　
（
叔
文
が
）
言
っ
た
。「
格
物
は
最
も
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
ど
う
や
っ
て
す
べ

て
を
極
め
つ
く
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
。」

　

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
程
子
は
「
今
日
は
一
件
に
格
り
、
明
日
も
一
件
に

格
り
、蓄
積
が
多
く
な
っ
て
か
ら
、や
っ
と
貫
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
」と
言
っ
た
。

私
は
以
前
か
ら
、
彼
の
言
葉
は
本
当
に
実
践
を
し
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
る
。
彼

は
一
件
を
極
め
つ
く
し
た
ら
全
体
が
一
理
で
貫
か
れ
る
（
会
通
）
と
言
っ
て
い
な

い
し
、
天
下
の
物
の
理
を
す
べ
て
極
め
つ
く
し
た
ら
や
っ
と
貫
か
れ
る
と
も
言
っ

て
い
な
い
。
た
だ
「
蓄
積
が
多
く
な
っ
て
か
ら
、
や
っ
と
貫
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。」
と
言
っ
て
い
る
。」

　

さ
ら
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
今
は
そ
の
他
の
事
は
心
配
し
な
く
て
よ
い
。
た
だ

知
至
し
て
か
ら
意
誠
に
な
る
が
、
こ
の
一
展
開
は
か
な
り
難
し
い
。」　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
叔
文
」　

李
叔
文
と
思
わ
れ
る
。『
語
類
』巻
一
五
、六
六
条
、楊
道
夫
録（
Ⅰ

295

）で
も
質
問
を
行
っ
て
い
る
。中
純
夫
編『『
朱
子
語
類
』訳
注　

巻
十
五
』（
汲

古
書
院
、
二
〇
一
五
）
一
三
一
頁
参
照
。

（
２
）「
莫
須
操
存
否
」　
「
莫
須
…
否
」
は
「
…
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
」。
前

掲
『『
朱
子
語
類
』
訳
注　

巻
十
五
』
一
三
一
頁
参
照
。
な
お
、
李
叔
文
は

同
条
で
も
「
莫
須
…
否
」
を
使
用
し
て
質
問
を
行
っ
て
い
る
。「
操
存
」
は

心
を
収
斂
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
前
掲
『『
朱
子
語
類
』
訳
注　

巻
十
五
』

一
七
〇
頁
参
照
。
出
典
は
『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
孔
子
曰
。
操
則
存
、舍
則
亡
。

出
入
無
時
、莫
知
其
鄉
。
惟
心
之
謂
與
。」
朱
注
「
孔
子
言
、心
、操
之
則
在
此
、

舍
之
則
失
去
、
其
出
入
無
定
時
、
亦
無
定
處
如
此
。
孟
子
引
之
、
以
明
心
之
神

明
不
測
、
得
失
之
易
、
而
保
守
之
難
、
不
可
頃
刻
失
其
養
。
學
者
當
無
時
而
不

用
其
力
、
使
神
清
氣
定
、
常
如
平
旦
之
時
、
則
此
心
常
存
、
無
適
而
非
仁
義
也
。」

操
存
は
大
学
の
八
条
目
で
い
え
ば
正
心
誠
意
に
あ
た
る
が
、
後
文
に
あ
る
よ
う

に
朱
熹
は
「
見
得
」
す
な
わ
ち
格
物
と
い
う
前
提
が
あ
っ
て
初
め
て
操
存
が
可

能
に
な
る
と
考
え
て
い
た
。

（
３
）「
也
須
見
得
後
、
方
始
操
得
」　
「
也
須
…
後
、
方
始
…
」
は
「
や
は
り

…
し
た
後
で
や
っ
と
初
め
て
…
」。
類
似
の
用
例
と
し
て
は
『
語
類
』
巻

五
九
、一
四
三
条
、潘
時
挙
録
（
Ⅳ1408

）「
也
須
是
有
專
靜
之
功
、始
得
。」「
見

得
」
は
認
識
す
る
こ
と
を
指
し
、
こ
こ
で
は
後
文
の
「
格
物
」「
物
格
則
理
明
」

と
内
容
的
に
同
義
。「
操
得
」
の
「
得
」
は
動
詞
の
後
ろ
に
つ
く
助
詞
で
可
能

を
表
す
。朱
熹
は
操
存
よ
り
も
窮
理
致
知
が
先
に
く
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。

『
語
類
』
巻
五
、三
四
条
、
廖
謙
録
（
Ⅰ86

）「
古
人
學
問
便
要
窮
理
知
至
、
直

是
下
工
夫
消
磨
惡
去
、善
自
然
漸
次
可
復
。
操
存
是
後
面
事
、不
是
善
惡
時
事
。」

（
４
）「
只
恁
空
守
、
亦
不
濟
事
」　
「
恁
」
は
「
こ
の
よ
う
に
」。「
空
守
」
の
否
定

に
つ
い
て
は
、『
語
類
』
巻
五
九
、一
五
〇
条
、
鄭
可
学
録
（
Ⅳ1409

）「
須
是

看
此
心
果
如
何
、
須
是
心
中
明
盡
萬
理
、
方
可
。
不
然
、
只
欲
空
守
此
心
、
如

何
用
得
。」「
不
濟
事
」
は
「『
語
類
』
に
頻
出
す
る
俗
語
で
“
だ
め
だ
、
役
に

立
た
な
い
”
の
意
」（
三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
八
）

四
六
頁
）。

（
５
）「
合
眼
」　
「
合
眼
」
は
、
目
を
つ
ぶ
る
こ
と
、
瞑
目
す
る
こ
と
。『
語
類
』

一
一
〇
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の
別
の
箇
所
で
「
合
眼
」
は
仏
教
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。『
語

類
』
巻
三
一
、四
二
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅲ790

）「
顏
子
三
月
不
違
仁
、
豈
直

恁
虛
空
湛
然
、
常
閉
門
合
眼
靜
坐
、
不
應
事
、
不
接
物
、
然
後
為
不
違
仁
也
。

顏
子
有
事
亦
須
應
、
須
飲
食
、
須
接
賓
客
、
但
只
是
無
一
毫
私
欲
耳
。」
巻

六
〇
、五
七
条
、金
去
偽
録（
Ⅳ1432

）「
如
釋
氏
所
謂
盡
心
知
性
、皆
歸
於
空
虛
。

其
所
存
養
、
却
是
閉
眉
合
眼
、
全
不
理
會
道
理
。」

（
６
）「
便
走
了
」　
「
了
」
は
文
末
に
つ
い
て
新
し
い
状
況
の
出
現
を
表
す
。
垣
内

景
子
編
『『
朱
子
語
類
』
訳
注　

巻
七
・
十
二
・
十
三
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一

年
）
三
九
～
四
〇
頁
に
よ
れ
ば
、「
走
了
」
は
「
本
来
の
姿
を
失
っ
て
し
ま
う
、

変
容
し
て
し
ま
う
、
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
う
。「
走
作
」
と
同
じ
。『
語
類
』
で

は
、
本
来
自
分
の
内
側
に
あ
る
べ
き
心
が
、
外
物
に
引
き
ず
ら
れ
て
ど
こ
か
へ

行
っ
て
し
ま
う
こ
と
（「
走
」
＝
行
く
）
を
い
う
例
が
多
い
」
と
い
う
。「
便
走

了
」
の
用
例
と
し
て
は
『
語
類
』
巻
一
二
、一
一
条
、程
端
蒙
録
（
Ⅰ200

）「
只

外
面
有
些
隙
罅
、
便
走
了
。
問
。
莫
是
功
夫
間
斷
、
心
便
外
馳
否
。
曰
。
只
此

心
纔
向
外
、
便
走
了
。」

（
７
）「
物
格
則
理
明
、
理
明
則
誠
一
、
而
心
自
正
矣
」　

格
物
に
よ
っ
て
理
が
明

ら
か
に
な
る
こ
と
は
『
朱
文
公
文
集
』
巻
六
〇
「
答
彭
子
寿
」
第
一
書
「
然
竊

聞
之
、
大
學
於
此
、
雖
若
使
人
戒
夫
自
欺
、
而
推
其
本
、
則
必
其
有
以
用
力
於

格
物
致
知
之
地
、
然
後
理
明
心
一
、
而
所
發
自
然
莫
非
真
實
。」「
誠
一
」
に
つ

い
て
は
『
中
庸
章
句
』
第
二
十
六
章
「
天
地
之
道
、
博
也
、
厚
也
、
高
也
、
明

也
、
悠
也
、
久
也
。」
朱
注
「
言
天
地
之
道
、
誠
一
不
貳
、
故
能
各
極
所
盛
、

而
有
下
文
生
物
之
功
。」「
心
自
正
」
に
つ
い
て
は
『
語
類
』
巻
一
五
、一
三
一
条
、

湯
泳
録（
Ⅰ307

）「
誠
意
正
心
章
、一
說
能
誠
其
意
、而
心
自
正
。
一
說
意
誠
矣
、

而
心
不
可
不
正
。」
ま
た
、前
掲
『『
朱
子
語
類
』
訳
注　

巻
十
五
』
二
四
三
頁
、

注
（
１
）
参
照
。

（
８
）「
戢
戢
而
生
、
如
何
守
得
他
住
」　
「
戢
戢
」
は
密
集
、
こ
ま
ご
ま
と
し
て
い

る
こ
と
を
表
す
。「
得
」
は
動
詞
の
後
に
つ
い
て
補
語
を
導
く
。「
住
」
は
動
作

の
結
果
が
安
定
す
る
こ
と
を
表
す
。

（
９
）「
程
子
謂
。今
日
格
一
件
、明
日
又
格
一
件
、積
習
既
多
、然
後
脫
然
有
貫
通
處
」

出
典
は
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
「
或
問
。
格
物
須
物
物
格
之
、
還
只
格
一

物
、
而
萬
理
皆
知
。
曰
。
怎
生
便
㑹
該
通
。
若
只
格
一
物
、
便
通
衆
理
、
雖
顔

子
亦
不
敢
如
此
道
。
須
是
今
日
格
一
件
、
明
日
又
格
一
件
、
積
習
既
多
、
然
後

脫
然
自
有
貫
通
處
。」「
脫
然
」
は
こ
こ
で
の
意
味
は
「
豁
然
」
で
あ
る
が
、
も

と
も
と
は
病
気
が
よ
く
な
っ
た
時
に
使
う
。『
春
秋
公
羊
伝
』
昭
公
十
九
年
「
復

加
一
飯
、
則
脫
然
愈
。
復
損
一
飯
、
則
脫
然
愈
。
復
加
一
衣
、
則
脫
然
愈
。
復

損
一
衣
、
則
脫
然
愈
。」
何
休
注
「
脫
然
、
疾
除
貌
也
。」

（
10
）「
他
此
語
便
是
真
實
做
工
夫
來
」　
「
來
」
は
過
去
の
出
来
事
の
回
想
を
表
す
。

程
頤
が
実
際
に
「
今
日
格
一
件
、
明
日
格
一
件
」
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
朱
熹

の
認
識
は
『
語
類
』
の
別
の
個
所
に
も
見
ら
れ
る
。『
語
類
』
巻
一
〇
四
、七
条
、

余
大
雅
録
（
Ⅶ2612

）「
舊
見
李
先
生
說
。
理
會
文
字
、
須
令
一
件
融
釋
了
後
、

方
更
理
會
一
件
。
融
釋
二
字
下
得
極
好
、
此
亦
伊
川
所
謂
、
今
日
格
一
件
、
明

日
又
格
一
件
、
格
得
多
後
、
自
脫
然
有
貫
通
處
。
此
亦
是
他
真
曾
經
歷
來
、
便

說
得
如
此
分
明
。」

（
11
）「
他
也
不
說
格
一
件
後
便
會
通
、
也
不
說
盡
格
得
天
下
物
理
後
方
始
通
」　

「
也
…
也
…
」
は
「
…
も
…
も
」。「
會
通
」
は
個
々
の
理
が
有
機
的
結
び
つ
き

を
持
っ
て
全
体
が
一
理
で
貫
か
れ
る
こ
と
。
前
掲
『『
朱
子
語
類
』
訳
注　

巻

一
一
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）



十
五
』
四
三
頁
、
注
（
６
）
参
照
。

（
12
）「
知
至
而
後
意
誠
、
這
一
轉
較
難
」　
「
転
」
は
展
開
や
転
換
を
意
味
す
る
。

朱
熹
は
「
知
至
」
と
「
意
誠
」
が
凡
人
と
聖
人
の
分
か
れ
目
で
あ
る
と
考
え
て

い
た
。『
語
類
』
巻
一
五
、八
七
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅰ299

）「
知
至
意
誠
、
是

凡
聖
界
分
關
隘
。
未
過
此
關
、
雖
有
小
善
、
猶
是
黑
中
之
白
。
已
過
此
關
、
雖

有
小
過
、
亦
是
白
中
之
黑
。
過
得
此
關
、
正
好
著
力
進
步
也
。」
八
八
条
、
周

謨
録
（
Ⅰ299

）「
大
學
所
謂
知
至
意
誠
者
、
必
須
知
至
、
然
後
能
誠
其
意
也
。

今
之
學
者
只
說
操
存
、
而
不
知
講
明
義
理
、
則
此
心
憒
憒
、
何
事
於
操
存
也
。

某
嘗
謂
誠
意
一
節
、
正
是
聖
凡
分
別
關
隘
去
處
。
若
能
誠
意
、
則
是
透
得
此
關
。

透
此
關
後
、
滔
滔
然
自
在
去
為
君
子
。
不
然
、
則
崎
嶇
反
側
、
不
免
為
小
人
之

歸
也
。」

10
条

　

問
。
伊
川
說
。
今
日
格
一
件
、
明
日
格
一
件
。
工
夫
如
何
。

　

曰
。
如
讀
書
、
今
日
看
一
段
、
明
日
看
一
段
、
又
如
今
日
理
會
一
事
、
明
日
理

會
一
事
、
積
習
多
後
、
自
然
通
貫
。」　

德
明　

德
功
云
。
釋
氏
說
斫
樹
木
、
今
日

斫
、
明
日
斫
、
到
樹
倒
時
、
只
一
斫
便
了
。

〔
校
勘
〕

○
「
伊
川
說
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
伊
川
所
說
」
に
作
る
。

○
「
今
日
格
一
件
、
明
日
格
一
件
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
な
い
。

○
「
通
貫
」　

朝
鮮
古
写
本
で
は
「
貫
通
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

お
尋
ね
し
た
。「
程
伊
川
が
「
今
日
は
一
件
に
格
り
、
明
日
も
一
件
に
格
る
」

と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
実
践
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
で
す
か
。」

　

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
読
書
で
あ
れ
ば
、
今
日
は
一
段
読
み
、
明
日
も
一

段
読
む
よ
う
に
し
、
あ
る
い
は
（
何
か
の
事
柄
に
取
り
組
む
な
ら
ば
）
今
日
は
一

つ
の
事
に
取
り
組
み
、
明
日
も
一
つ
の
事
に
取
り
組
む
よ
う
に
す
れ
ば
、（
い
ず

れ
の
場
合
も
）
蓄
積
が
多
く
な
っ
た
後
で
、
自
然
と
貫
通
す
る
。」　

廖
徳
明
録　

徳
功
（
江
黙
）
が
言
っ
た
。「
仏
教
の
話
に
は
木
を
切
る
の
に
、
今
日
切
っ
て
、

明
日
切
っ
て
い
け
ば
、
木
を
切
り
倒
す
と
き
に
は
、
一
撃
す
れ
ば
お
し
ま
い
だ
と

あ
る
。」

〔
注
〕

（
１
）「
伊
川
說
。
今
日
格
一
件
、
明
日
格
一
件
。」　

前
条
に
既
出
。

（
２
）「
如
讀
書
、
今
日
看
一
段
、
明
日
看
一
段
」　

読
書
と
格
物
の
関
係
に
つ
い

て
は
、『
語
類
』
巻
一
〇
、四
八
条
、余
大
雅
録
（
Ⅰ167

）「
讀
書
是
格
物
一
事
。

今
且
須
逐
段
子
細
玩
味
、
反
來
覆
去
、
或
一
日
、
或
兩
日
、
只
看
一
段
、
則
這

一
段
便
是
我
底
。
脚
踏
這
一
段
了
、
又
看
第
二
段
。
如
此
逐
旋
捱
去
、
捱
得
多

後
、
却
見
頭
頭
道
理
都
到
。」

（
３
）「
德
功
」　

江
黙
、字
は
徳
功
。
戴
銑
『
朱
子
実
紀
』
巻
八
「
江
黙
、字
德
功
、

崇
安
人
。
乾
道
五
年
進
士
。
建
寧
縣
令
。
朱
子
嘗
曰
。
吾
鄉
士
大
夫
、
如
徳
功

者
、
一
意
讀
書
、
亦
不
多
得
。
所
著
有
國
朝
綱
集
易
訓
解
・
四
書
訓
詁
。」

（
４
）「
釋
氏
說
斫
樹
木
、
今
日
斫
、
明
日
斫
、
到
樹
倒
時
、
只
一
斫
便
了
」　

唐

代
の
僧
侶
・
圭
峰
宗
密
（
七
八
〇
～
八
四
一
）
の
著
作
の
中
に
以
下
の
よ
う
な

一
一
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
号



一
節
が
あ
る
。『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
下
（
大
正
、
四
八
冊
、
四
〇
七
頁
）「
有

云
。
先
因
漸
修
功
成
、
而
豁
然
頓
悟
。（
猶
如
伐
木
、
片
片
漸
斫
、
一
時
頓
倒
。

亦
如
遠
詣
都
城
、
歩
歩
漸
行
、
一
日
頓
到
也
。）」（
括
弧
内
は
双
行
小
注
）
こ

の
表
現
は
永
明
延
寿
（
九
〇
四
～
九
七
五
）
が
著
し
た
『
宗
鏡
録
』
巻
三
六
に

も
見
え
る
（
大
正
、
四
八
冊
、
六
二
七
頁
）。
ま
た
、
圭
峰
宗
密
の
別
の
著
作

に
は
下
記
の
よ
う
に
あ
る
。『
円
覚
計
略
疏
鈔
』
巻
四
（
続
蔵
、
第
一
編
、
第

一
套
、
第
三
冊
、
一
三
二
葉
）「
四
十
年
前
、
漸
修
三
乘
敎
行
、
故
靈
山
會
中
、

聞
法
華
經
、
疑
網
頓
斷
、
心
安
如
海
、
授
記
成
佛
。
如
人
伐
木
、
千
斧
萬
斧
、

漸
斫
倒
、
卽
一
樹
頓
倒
。
又
如
從
邊
遠
之
境
、
入
於
京
都
、
數
月
歩
歩
、
漸
行

入
大
城
門
之
日
、
一
時
頓
到
。」

11
条

　

問
。
伊
川
云
。
今
日
格
得
一
件
、
明
日
格
得
一
件
。
莫
太
執
著
否
。

　

曰
。
人
日
用
間
、
自
是
不
察
耳
。
若
體
察
當
格
之
物
、
一
日
之
間
、
儘
有
之
。

　

㝢
〔
校
勘
〕

○
「
莫
太
執
著
否
」　

成
化
本
、万
暦
本
、和
刻
本
、朝
鮮
古
写
本
は
「
著
」
を
「
着
」

　

に
作
る
。

〔
訳
〕

　

お
尋
ね
し
た
。「
程
伊
川
は
「
今
日
は
一
件
に
格
り
、
明
日
も
一
件
に
格
る
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
に
厳
密
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
人
は
日
常
生
活
に
お
い
て
、
自
ず
と
考
察
を
怠
っ

て
い
る
も
の
だ
。
も
し
も
格
る
べ
き
物
に
対
し
て
体
察
を
加
え
て
み
た
な
ら
、
一

日
の
間
で
も
た
く
さ
ん
こ
れ
（
格
物
す
べ
き
物
）
が
あ
る
。」　

徐
㝢
録

〔
注
〕

（
１
）「
今
日
格
得
一
件
、
明
日
格
得
一
件
」　

九
条
、
一
〇
条
に
既
出
。
九
条
注

参
照
。
本
来
の
程
頤
の
言
葉
は
「
今
日
格
一
件
、
明
日
格
一
件
」
で
あ
る
は
ず

だ
が
、
本
条
と
次
条
に
お
い
て
は
「
格
」
の
後
ろ
に
「
得
」
が
添
え
ら
れ
て
い

る
。
お
そ
ら
く
音
調
を
整
え
る
た
め
で
あ
っ
て
、「
得
」
に
意
味
は
な
い
。
前

掲
三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
三
四
頁
参
照
。

（
２
）「
執
著
」　
「
執
著
」は
窮
屈
や
厳
密
を
表
し
、悪
い
意
味
で
使
う
こ
と
が
多
い
。

例
え
ば
、ｓ
『
語
類
』
巻
六
三
、四
二
条
、鍾
震
録
（
Ⅳ1530

）「
中
立
而
不
倚
。

凡
或
勇
或
辨
、
或
聲
色
貨
利
、
執
著
一
邊
、
便
是
倚
著
。
立
到
中
間
、
久
久
而

不
偏
倚
、
非
強
者
不
能
。」
た
だ
し
、
朱
熹
は
執
著
を
救
い
よ
う
の
な
い
行
為

だ
と
見
な
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。『
朱
文
公
文
集
』
巻
三
九
「
答
許
順
之
」

第
四
書
「
大
抵
齊
仲
・
順
之
、
失
之
太
幽
深
（
順
之
尤
甚
）、
而
三
公
失
之
太

執
著
（
執
著
者
、
有
時
而
通
。
幽
深
者
、
蕩
而
不
反
矣
）。」（
括
弧
内
は
双
行

小
注
）

（
３
）「
人
日
用
間
、
自
是
不
察
耳
」　

こ
こ
の
「
察
」
は
直
後
の
「
體
察
」
と
同

じ
で
あ
る
。
同
様
の
表
現
と
し
て
は
、『
語
類
』
巻
七
四
、一
二
七
条
、
林
学
蒙

録
（
Ⅴ1898
）「
問
。
仁
者
見
之
至
鮮
矣
。
曰
。
此
言
萬
物
各
具
是
性
、
但
氣

稟
不
同
、
各
以
其
性
之
所
近
者
窺
之
。
故
仁
者
只
見
得
他
發
生
流
動
處
、
便
以

一
一
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）



為
仁
。
知
者
只
見
得
他
貞
靜
處
、
便
以
為
知
。
下
此
一
等
、
百
姓
日
用
之
間
、

習
矣
而
不
察
、
所
以
君
子
之
道
鮮
矣
。」「
不
察
」
の
出
典
は
『
孟
子
』「
尽
心
」

上
「
孟
子
曰
。
行
之
而
不
著
焉
、
習
矣
而
不
察
焉
、
終
身
由
之
、
而
不
知
其
道

者
、
眾
也
。」
朱
注
「
著
者
、
知
之
明
。
察
者
、
識
之
精
。
言
方
行
之
而
不
能

明
其
所
當
然
、
既
習
矣
而
猶
不
識
其
所
以
然
、
所
以
終
身
由
之
而
不
知
其
道
者

多
也
。」

12
条

　

窮
理
者
、
因
其
所
已
知
而
及
其
所
未
知
、
因
其
所
已
達
而
及
其
所
未
達
。
人
之

良
知
、
本
所
固
有
。
然
不
能
窮
理
者
、
只
是
足
於
已
知
已
達
、
而
不
能
窮
其
未
知

未
達
、
故
見
得
一
截
、
不
曾
又
見
得
一
截
、
此
其
所
以
於
理
未
精
也
。

　

然
仍
須
工
夫
日
日
增
加
。
今
日
既
格
得
一
物
、
明
日
又
格
得
一
物
、
工
夫
更
不

住
地
做
。
如
左
脚
進
得
一
步
、
右
脚
又
進
一
步
、
右
脚
進
得
一
步
、
左
脚
又
進
、

接
續
不
已
、
自
然
貫
通
。　

洽

〔
校
勘
〕

○
「
不
曾
又
見
得
一
截
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
曾
」
を
「
曽
」
に
作
る
。

○
「
然
仍
須
工
夫
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
須
」
を
「
湏
」
に
作
る
。

○
「
日
日
增
加
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
增
」
を
「
増
」
に
作
る
。

○
「
如
左
脚
進
得
一
步
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
步
」
を
「
歩
」
に
作
る
。

　

以
下
同
じ
。

○
「
洽
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
治
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
理
を
極
め
る
と
い
う
の
は
、
そ
の
す
で
に
知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
基
づ
い
て

そ
の
ま
だ
知
ら
な
い
と
こ
ろ
に
及
ぼ
し
、
そ
の
す
で
に
達
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
基

づ
い
て
そ
の
ま
だ
達
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
及
ぼ
す
も
の
だ
。
人
の
良
知
は
、
も

と
も
と
備
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
理
を
極
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
た
だ
す

で
に
知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
や
す
で
に
達
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
満
足
し
て
、
そ
の
知

ら
な
い
と
こ
ろ
や
達
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
極
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ゆ
え
に
一

段
を
見
た
ら
、
そ
の
上
さ
ら
に
も
う
一
段
を
見
よ
う
と
は
全
く
し
な
い
、
こ
れ
が

そ
の
理
に
お
い
て
ま
だ
精
確
で
な
い
理
由
だ
。

　

し
か
し
な
お
工
夫
を
日
々
増
加
さ
せ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
今
日
は
一

物
に
格
り
、
明
日
も
さ
ら
に
一
物
に
格
り
、
工
夫
は
休
ま
ず
に
行
う
。
左
足
が
一

歩
進
ん
だ
ら
、
右
足
が
さ
ら
に
一
歩
進
み
、
右
足
が
一
歩
進
ん
だ
ら
、
左
足
が
さ

ら
に
進
む
よ
う
に
、
継
続
し
て
や
む
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
自
然
と
貫
通
す
る
。」　

張
洽
録

〔
注
〕

（
１
）「
窮
理
者
、
因
其
所
已
知
而
及
其
所
未
知
」　
「
已
知
」
に
よ
っ
て
「
未
知
」

を
知
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
大
学
章
句
』
伝
五
章
「
閒
嘗
竊
取
程
子
之
意
、

以
補
之
曰
。
所
謂
致
知
在
格
物
者
、
言
欲
致
吾
之
知
、
在
即
物
而
窮
其
理
也
。

蓋
人
心
之
靈
莫
不
有
知
、
而
天
下
之
物
莫
不
有
理
、
惟
於
理
有
未
窮
、
故
其
知

有
不
盡
也
。
是
以
大
學
始
教
、
必
使
學
者
即
凡
天
下
之
物
、
莫
不
因
其
已
知
之

理
而
益
窮
之
、
以
求
至
乎
其
極
。
至
於
用
力
之
久
、
而
一
旦
豁
然
貫
通
焉
、
則

眾
物
之
表
裏
精
粗
無
不
到
、
而
吾
心
之
全
體
大
用
無
不
明
矣
。
此
謂
物
格
、
此
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謂
知
之
至
也
。」『
朱
文
公
文
集
』
巻
四
七
「
答
呉
梅
叔
」
第
七
書
「
致
知
云
者
、

因
其
所
已
知
者
、
推
而
致
之
、
以
及
其
所
未
知
者
、
而
極
其
至
也
。
是
必
至
於

舉
天
地
萬
物
之
理
、
而
一
以
貫
之
、
然
後
為
知
之
至
、
而
所
謂
誠
意
正
心
修
身

齊
家
治
國
平
天
下
者
、
至
是
而
無
所
不
盡
其
道
焉
。」
巻
五
九
「
答
陳
才
卿
」

第
五
書
「
格
物
致
知
、
亦
是
因
其
所
已
知
者
推
之
、
以
及
其
所
未
知
、
只
是
一

本
、
元
無
兩
様
工
夫
也
。」
巻
六
四
「
答
姚
棶
」「
蓋
嘗
聞
之
、
人
之
一
身
、
應

事
接
物
、
無
非
義
理
之
所
在
、
人
雖
不
能
盡
知
、
然
其
大
端
、
宜
亦
無
不
聞
者
、

要
在
力
行
其
所
已
知
、
而
勉
求
其
所
未
至
、
則
自
近
及
遠
、
由
粗
至
精
、
循
循

有
序
、
而
日
有
可
見
之
功
矣
。」（
続
集
巻
四
「
答
盧
提
翰
」
も
同
じ
）『
語
類
』

巻
一
五
、四
八
条
、
黄
義
剛
録
（
Ⅰ292

）「
劉
圻
父
說
格
物
致
知
。
曰
。
他
所

以
下
格
字
、
致
字
者
、
皆
是
為
自
家
元
有
是
物
、
但
為
他
物
所
蔽
耳
。
而
今
便

要
從
那
知
處
推
開
去
、
是
因
其
所
已
知
、
而
推
之
以
至
於
無
所
不
知
也
。」

（
２
）「
人
之
良
知
、
本
所
固
有
」　
『
孟
子
』「
尽
心
」
上
「
孟
子
曰
。
人
之
所
不

學
而
能
者
、
其
良
能
也
。
所
不
慮
而
知
者
、
其
良
知
也
。
孩
提
之
童
、
無
不
知

愛
其
親
者
、
及
其
長
也
、
無
不
知
敬
其
兄
也
。
親
親
、
仁
也
。
敬
長
、
義
也
。

無
他
、
達
之
天
下
也
。」
朱
注
「
良
者
、
本
然
之
善
也
。
程
子
曰
。
良
知
良
能
、

皆
無
所
由
、
乃
出
於
天
、
不
繫
於
人
。」『
語
類
』
巻
一
四
、九
二
条
、
廖
徳
明

録
（I267

）「
其
良
知
良
能
、
本
自
有
之
、
只
為
私
欲
所
蔽
、
故
暗
而
不
明
。

所
謂
明
明
德
者
、
求
所
以
明
之
也
。」

（
３
）「
見
得
一
截
、不
曾
又
見
得
一
截
」　
「
一
截
」
は
「
一
段
、一
層
」。
前
掲
『『
朱

子
語
類
』
訳
注　

巻
十
五
』
二
八
七
頁
参
照
。「
曾
」
は
否
定
の
強
調
。
前
掲

三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
七
一
頁
参
照
。

（
４
）「
然
仍
須
工
夫
更
不
住
地
做
」　
「
然
仍
」
は
逆
接
で
は
文
脈
に
合
わ
な
い
た

め
、「
仍
然
」
と
同
じ
く
「
や
は
り
」
と
い
う
意
味
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
住
」

は
停
止
す
る
。「
地
」
は
副
詞
句
を
作
る
。「
不
住
地
」
で
「
や
む
こ
と
な
く
」

を
表
す
。「
不
住
地
」の
用
例
と
し
て
は
、『
語
類
』巻
一
〇
、七
七
条
、甘
節
録（
Ⅰ

172

）「
某
自
潭
州
來
、
其
他
盡
不
曾
說
得
、
只
不
住
地
說
得
一
箇
教
人
子
細
讀

書
。」

（
５
）「
如
左
脚
進
得
一
步
、
右
脚
又
進
一
步
、
右
脚
進
得
一
步
、
左
脚
又
進
」　

同
様
の
比
喩
は
『
語
類
』
巻
一
一
八
、七
二
条
、潘
植
録
（
Ⅶ2856

）「
植
因
問
。

顏
子
博
文
約
禮
、是
循
環
工
夫
否
。
曰
。
不
必
說
循
環
。
如
左
脚
行
得
一
步
了
、

右
脚
方
行
得
一
步
、
右
脚
既
行
得
一
步
、
左
脚
又
行
得
一
步
。
此
頭
得
力
、
那

頭
又
長
、
那
頭
既
得
力
、
此
頭
又
長
、
所
以
欲
罷
而
不
能
。」

（
６
）「
接
續
不
已
」　
『
語
類
』
巻
一
六
、二
一
条
、
廖
徳
明
録
（
Ⅱ318

）「
湯
日

日
新
。
書
云
。
終
始
惟
一
、
時
乃
日
新
。
這
箇
道
理
、
須
是
常
接
續
不
已
、
方

是
日
新
、
才
有
間
斷
、
便
不
可
。」

13
条

　

黃
毅
然
問
。
程
子
說
。
今
日
格
一
件
、明
日
格
一
件
。
而
先
生
說
要
隨
事
理
會
。

恐
精
力
短
、
如
何
。

　

曰
。
也
須
用
理
會
。
不
成
精
力
短
後
、
話
便
信
口
開
、
行
便
信
脚
步
、
冥
冥
地

去
、
都
不
管
他
。

　

又
問
。
無
事
時
見
得
是
如
此
、
臨
事
又
做
錯
了
、
如
何
。

　

曰
。
只
是
斷
置
不
分
明
。
所
以
格
物
、
便
要
閒
時
理
會
、
不
是
要
臨
時
理
會
。

閒
時
看
得
道
理
分
曉
、
則
事
來
時
斷
置
自
易
。
格
物
只
是
理
會
未
理
會
得
底
、
不
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是
從
頭
都
要
理
會
。

　

如
水
火
、
人
自
是
知
其
不
可
蹈
、
何
曾
有
錯
去
蹈
水
火
。
格
物
只
是
理
會
當
蹈

水
火
與
不
當
蹈
水
火
、
臨
事
時
斷
置
教
分
曉
。
程
子
所
謂
、
今
日
格
一
件
、
明
日

格
一
件
、
亦
是
如
此
。

　

且
如
看
文
字
、
聖
賢
說
話
粹
無
可
疑
者
、
若
後
世
諸
儒
之
言
、
喚
做
都
不
是
、

也
不
得
。
有
好
底
、
有
不
好
底
、
好
底
裏
面
也
有
不
好
處
、
不
好
底
裏
面
也
有
好

處
、
有
這
一
事
說
得
是
、
那
一
件
說
得
不
是
、
有
這
一
句
說
得
是
、
那
一
句
說
得

不
是
、
都
要
恁
地
分
別
。
如
臨
事
、
亦
要
如
此
理
會
那
箇
是
、
那
箇
不
是
。
若
道

理
明
時
、
自
分
曉
。

　

有
一
般
說
、
漢
唐
來
都
是
、
有
一
般
說
、
漢
唐
來
都
不
是
、
恁
地
也
不
得
。
且

如
董
仲
舒
賈
誼
說
話
、
何
曾
有
都
不
是
底
、
何
曾
有
都
是
底
。
須
是
要
見
得
他
那

箇
議
論
是
、
那
箇
議
論
不
是
。
如
此
、
方
喚
做
格
物
。
如
今
將
一
箇
物
事
來
、
是

與
不
是
見
得
不
定
、
便
是
自
家
這
裏
道
理
不
通
透
。
若
道
理
明
、
則
這
樣
處
自
通

透
。」　

淳　

黃
自
錄
詳
、
別
出
。

〔
校
勘
〕

○
「
也
須
用
理
會
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
須
」
を
「
湏
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
都
不
管
他
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
他
」
を
「
佗
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○「
便
要
閒
時
理
會
」　

成
化
本
、万
暦
本
、和
刻
本
、朝
鮮
古
写
本
は「
閒
」を「
閑
」

　

に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
何
曾
有
錯
去
蹈
水
火
」　

万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
は
「
曾
」
を
「
曽
」
に
作
る
。

　

以
下
同
じ
。

○
「
亦
要
如
此
理
會
那
箇
是
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。
以

　

下
同
じ
。

○
「
那
箇
議
論
是
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
な
い
。

○
「
淳
」　

伝
経
堂
本
は
「
湻
」
に
作
る
。

○
「
黃
自
錄
詳
、
別
出
。」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
な
い
。
朝
鮮
古
写
本
で
は
14
条
が

　

13
条
よ
り
前
に
配
置
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

〔
訳
〕

　

黄
毅
然
（
黄
義
剛
）
が
お
尋
ね
し
た
。「
程
子
は
「
今
日
は
一
件
に
格
り
、
明

日
も
一
件
に
格
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
先
生
も
、
事
物
に
応
じ
て
そ
の
つ
ど
取

り
組
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
気
力
が
弱
か
っ

た
ら
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
や
は
り
取
り
組
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
。
ま
さ
か

気
力
が
弱
い
か
ら
と
い
っ
て
、
口
に
任
せ
て
喋
っ
た
り
、
足
に
任
せ
て
歩
い
た
り
、

わ
け
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
や
っ
て
い
っ
て
、
そ
れ
ら
を
全
て
放
っ
て
お
く
、
な

ど
と
い
う
わ
け
に
も
い
く
ま
い
。」

　

さ
ら
に
お
尋
ね
し
た
。「
何
も
な
い
時
に
は
、
こ
れ
こ
れ
だ
と
わ
か
っ
た
つ
も

り
で
い
た
の
に
、い
ざ
事
に
臨
ん
だ
ら
失
敗
し
て
し
ま
う
の
は
、ど
う
し
て
で
し
ょ

う
。」

　

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
そ
れ
は
判
断
・
措
置
が
明
ら
か
で
な
か
っ
た
か
ら

に
他
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
格
物
は
、
何
事
も
な
い
と
き
に
こ
そ
取
り
組
ん
で
お
か

な
く
て
は
な
ら
ず
、
事
に
臨
ん
で
か
ら
取
り
組
も
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
何

事
も
な
い
と
き
に
道
理
を
は
っ
き
り
と
理
解
す
れ
ば
、事
が
起
こ
っ
た
時
に
判
断
・

措
置
が
簡
単
に
な
る
。
格
物
は
ま
だ
取
り
組
め
て
い
な
い
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
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に
ほ
か
な
ら
ず
、頭
か
ら
す
べ
て
取
り
組
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

た
と
え
ば
水
火
に
つ
い
て
、
人
は
お
の
ず
と
そ
れ
を
踏
ん
で
は
い
け
な
い
と

知
っ
て
い
て
、
ど
う
し
て
間
違
え
て
水
火
を
踏
み
に
行
く
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
格

物
と
は
、
水
火
は
踏
む
べ
き
な
の
か
水
火
は
踏
む
べ
き
で
は
な
い
の
か
を
理
解
す

る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
事
に
臨
む
時
に
判
断
・
措
置
を
は
っ
き
り

さ
せ
る
の
だ
。
程
子
が
言
っ
た
「
今
日
は
一
件
に
格
り
、
明
日
も
一
件
に
格
る
」

と
い
う
の
も
こ
れ
と
同
様
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
文
章
を
読
む
と
、聖
賢
の
言
説
は
純
粋
で
疑
わ
し
い
も
の
が
な
い
が
、

後
世
の
儒
者
た
ち
の
言
葉
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
正
し
く
な
い
と
称
す
る
の
も
よ

く
な
い
。
よ
い
の
も
あ
る
し
、
よ
く
な
い
の
も
あ
る
。
よ
い
も
の
の
中
に
も
よ
く

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
し
、
よ
く
な
い
も
の
の
中
に
も
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の

一
事
は
正
し
く
説
い
て
い
る
が
、
あ
の
一
件
は
間
違
っ
て
説
い
て
い
る
、
と
い
う

の
も
あ
る
。
こ
の
一
句
は
正
し
く
説
い
て
い
る
が
、
あ
の
一
句
は
間
違
っ
て
説
い

て
い
る
、
と
い
う
の
も
あ
る
。
す
べ
て
こ
の
よ
う
に
分
別
し
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
。
事
に
臨
む
場
合
に
も
や
は
り
こ
の
よ
う
に
、
あ
れ
は
正
し
く
、
あ
れ
は
正

し
く
な
い
、
と
理
解
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
も
し
道
理
が
明
ら
か
な
時
で
あ
れ

ば
、
自
然
と
は
っ
き
り
す
る
。

　

漢
唐
以
来
す
べ
て
正
し
い
と
い
う
人
も
い
る
し
、
漢
唐
以
来
す
べ
て
正
し
く
な

い
と
い
う
人
も
い
る
が
、
こ
ん
な
説
き
方
を
す
る
の
も
や
は
り
よ
く
な
い
。
た
と

え
ば
董
仲
舒
や
賈
誼
の
言
説
は
、
ど
う
し
て
す
べ
て
正
し
く
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う

か
、
ど
う
し
て
す
べ
て
正
し
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
の
ど
の
議
論
が
正
し
く

て
、ど
の
議
論
が
正
し
く
な
い
の
か
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。こ
の
よ
う
で
あ
っ

て
こ
そ
、
初
め
て
格
物
と
称
す
る
。
も
し
今
一
つ
の
事
物
が
や
っ
て
来
て
、
正
し

い
か
正
し
く
な
い
か
見
て
定
ま
ら
な
い
な
ら
、
そ
れ
は
自
分
が
道
理
を
す
っ
か
り

了
解
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。
も
し
道
理
が
明
ら
か
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
と
こ

ろ
は
自
然
と
す
っ
か
り
了
解
で
き
る
。」　

陳
淳
録　

黄
義
剛
自
身
の
記
録
が
詳
し

く
、
別
条
と
し
た
。

〔
注
〕

（
１
）「
黃
毅
然
」　

黄
義
剛
の
字
が
毅
然
で
あ
る
。
陳
淳
と
黄
義
剛
の
同
席
に
つ

い
て
、田
中
謙
二
「
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
」（『
田
中
謙
二
著
作
集
』
第
三
巻
（
汲

古
書
院
、二
〇
〇
二
年
）
所
収
）
一
四
六
頁
に
よ
れ
ば
、慶
元
五
年
（
一
一
九
九
）

か
ら
翌
六
年
（
一
二
〇
〇
）
年
頭
の
こ
と
で
あ
る
。

（
２
）「
先
生
說
要
隨
事
理
會
」　
『
語
類
』
巻
一
五
、二
三
条
、
曽
祖
道
録
（
Ⅱ

286

）「
遇
事
接
物
之
間
、
各
須
一
一
去
理
會
始
得
。
不
成
是
精
底
去
理
會
、
粗

底
又
放
過
了
、
大
底
去
理
會
、
小
底
又
不
問
了
。
如
此
、
終
是
有
欠
闕
。
但
隨

事
遇
物
、
皆
一
一
去
窮
極
、
自
然
分
明
。」

（
３
）「
不
成
精
力
短
後
」　
「
不
成
」
は
「
ま
さ
か
…
で
は
あ
る
ま
い
」
を
意
味
す

る
。
中
純
夫
編
『『
朱
子
語
類
』
訳
注　

巻
十
四
』（
汲
古
書
院
、二
〇
一
四
年
）

三
三
頁
に
既
出
。「
精
力
」
は
日
本
語
の
精
力
の
よ
う
な
肉
体
的
な
力
で
は
な

く
、
気
力
や
根
性
を
表
す
。「
短
後
」
は
ど
ち
ら
の
漢
字
も
弱
い
こ
と
を
表
し

て
お
り
、
こ
の
二
文
字
で
「
劣
る
、
弱
い
」
と
い
う
意
味
。
次
条
で
は
「
強
」

と
対
比
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
語
類
』
の
別
の
用
例
と
し
て
、『
語
類
』
巻

一
一
五
、五
八
条
、記
録
者
名
欠
（
Ⅶ2768

）「
問
。
非
是
讀
書
過
當
倦
後
如
此
。

是
纔
收
斂
來
、
稍
久
便
困
。
曰
。
便
是
精
神
短
後
如
此
。」

（
４
）「
話
便
信
口
開
、
行
便
信
脚
步
」　
「
信
」
は
「
…
に
任
せ
る
」。
同
様
の
表

一
一
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）



現
と
し
て
は
『
語
類
』
巻
六
二
、一
二
一
条
、
呂
燾
録
（
Ⅳ1509

）「
問
。
發

而
皆
中
節
、
是
無
時
而
不
戒
慎
恐
懼
而
然
否
。
曰
。
是
他
合
下
把
捉
、
方
能
發

而
中
節
。
若
信
口
說
去
、
信
脚
行
去
、
如
何
會
中
節
。」

（
５
）「
冥
冥
地
去
、
都
不
管
他
」　
「
冥
冥
地
去
」
は
真
っ
暗
な
中
を
進
む
こ
と
を

表
し
て
い
る
。「
管
」
は
「
関
知
す
る
」。

（
６
）「
斷
置
」　

判
断
と
措
置
。『
語
類
』
巻
一
四
〇
、一
二
三
条
（
Ⅷ3342

）「
斷

置
、
言
倒
斷
措
置
也
。」

（
７
）「
所
以
格
物
、
便
要
閒
時
理
會
、
不
是
要
臨
時
理
會
。
閒
時
看
得
道
理
分
曉
、

則
事
來
時
斷
置
自
易
。」　
「
閒
時
」と「
臨
時
」は
対
表
現
で
あ
る
。「
閒
」は「
閑
」

で
あ
り
、
原
文
前
行
の
「
無
事
時
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。
何
も
な
い
ひ
ま
な

時
に
こ
そ
取
り
組
む
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
は
、『
語
類
』
巻
一
五
、一
三
八
条
、

周
明
作
録
（
Ⅰ308

）「
大
抵
閑
時
喫
緊
去
理
會
、
須
要
把
做
一
件
事
看
、
橫

在
胸
中
、
不
要
放
下
。
若
理
會
得
透
徹
、
到
臨
事
時
、
一
一
有
用
處
。
而
今
人

多
是
閑
時
不
喫
緊
理
會
、
及
到
臨
事
時
、
又
不
肯
下
心
推
究
道
理
、
只
說
且
放

過
一
次
亦
不
妨
。
只
是
安
于
淺
陋
、
所
以
不
能
長
進
、
終
於
無
成
。
大
抵
是
不

曾
立
得
志
、
枉
過
日
子
。
且
如
知
止
、
只
是
閑
時
窮
究
得
道
理
分
曉
、
臨
事
時

方
得
其
所
止
。
若
閑
時
不
曾
知
得
、
臨
事
如
何
了
得
。
事
親
固
是
用
孝
、
也
須

閑
時
理
會
如
何
為
孝
、
見
得
分
曉
、
及
到
事
親
時
、
方
合
得
這
道
理
。
事
君
亦

然
。
以
至
凡
事
都
如
此
。」

（
８
）「
理
會
未
理
會
得
底
」　
「
未
理
會
得
底
」
は
、
ま
だ
取
り
組
め
て
い
な
い
こ

と
。「
得
」
は
可
能
を
表
す
。「
底
」
は
現
代
中
国
語
の
「
的
」
に
相
当
し
、
こ

こ
で
は
動
詞
を
名
詞
化
し
て
い
る
。

（
９
）「
如
水
火
、
人
自
是
知
其
不
可
蹈
、
何
曾
有
錯
去
蹈
水
火
」　

水
火
を
踏
む

と
い
う
表
現
に
つ
い
て
は
、『
論
語
』「
衛
霊
公
」「
子
曰
。
民
之
於
仁
也
、
甚

於
水
火
。
水
火
吾
見
蹈
而
死
者
矣
。
未
見
蹈
仁
而
死
者
也
。」

（
10
）「
好
底
裏
面
也
有
不
好
處
」　
「
裏
面
」
は
「
…
の
中
」
を
表
す
。

（
11
）「
有
一
般
說
」　
「
一
般
」
は
「
あ
る
種
の
、
一
種
の
」
を
表
す
。
前
掲

『『
朱
子
語
類
』
訳
注　

巻
十
四
』
三
五
頁
、『『
朱
子
語
類
』
訳
注　

巻
十
五
』

五
〇
、二
八
一
頁
参
照
。

（
12
）「
如
董
仲
舒
賈
誼
說
話
、
何
曾
有
都
不
是
底
、
何
曾
有
都
是
底
」　

朱
熹
の

董
仲
舒
・
賈
誼
の
評
価
に
つ
い
て
、
孟
淑
慧
『
朱
熹
及
其
門
人
的
教
化
理
念
与

実
践
』（
台
湾
大
学
出
版
中
心
、
二
〇
〇
三
年
）
一
二
一
頁
は
「
彼
は
賈
誼
・

董
仲
舒
に
つ
い
て
も
評
論
し
て
い
る
。
彼
は
賈
誼
の
学
問
は
雑
駁
で
、
戦
国
時

代
の
縦
横
家
の
学
問
に
似
て
い
る
と
考
え
た
。
さ
ら
に
董
仲
舒
の
学
問
は
純
粋

で
、
純
儒
で
あ
る
と
言
っ
た
。（
他
對
賈
誼
、
董
仲
舒
也
有
評
論
。
他
認
為
賈

誼
的
學
問
龐
雜
，
近
似
戰
國
縱
橫
之
學
；
又
說
董
仲
舒
學
問
純
粹
，
是
純
儒
。）」

と
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
、『
語
類
』
巻
一
三
五
、四
七
条
、
巻
一
三
七
、一
八

条
、
一
九
条
だ
け
を
見
れ
ば
朱
熹
の
董
仲
舒
観
や
賈
誼
観
を
そ
の
よ
う
に
と
ら

え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
（【
参
考
資
料
①
】）。
し
か
し
、
実
際
に
は
本
条
に

あ
る
よ
う
に
、
朱
熹
は
董
仲
舒
・
賈
誼
に
対
し
て
是
々
非
々
の
態
度
で
あ
っ

た
。
朱
熹
は
董
仲
舒
に
つ
い
て
、
賢
良
対
策
（
董
仲
舒
が
武
帝
に
対
し
て
行
っ

た
建
言
）
に
つ
い
て
は
低
い
評
価
を
下
し
て
い
る
（『
語
類
』
巻
一
三
七
、二
六

条
、
二
七
条
、
三
四
条
【
参
考
資
料
②
】）
が
、
人
格
や
学
識
、
江
都
易
王

に
行
っ
た
建
言
（
正
誼
明
道
）
に
つ
い
て
は
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
（
巻

一
三
七
、二
一
条
、
二
五
条
、
三
〇
条
、
三
一
条
、
三
三
条
、
三
四
条
、
三
五
条
、

巻
一
三
九
、一
一
条
【
参
考
資
料
③
】）。
ま
た
、
賢
良
対
策
に
つ
い
て
も
、
部

一
一
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
号



分
的
に
は
評
価
し
て
い
る（『
語
類
』巻
一
三
七
、二
八
条
、二
九
条
、三
〇
条【
参

考
資
料
④
】）。
一
方
、
朱
熹
は
賈
誼
に
つ
い
て
は
、
才
能
や
文
才
に
つ
い
て
は

高
く
評
価
し
て
い
た
（『
語
類
』
巻
一
三
六
、六
五
条
、巻
一
三
九
、一
一
条
【
参

考
資
料
⑤
】）。

（
13
）「
黃
自
錄
詳
、
別
出
」　

次
条
を
指
す
。

【
参
考
資
料
①
】

　
『
語
類
』
巻
一
三
五
、四
七
条
、
記
録
者
名
欠
（
Ⅷ3227

）「
漢
儒
董
仲
舒
較
穩
。

劉
向
雖
博
洽
而
淺
、
然
皆
不
見
聖
人
大
道
。
賈
誼
・
司
馬
遷
皆
駁
雜
、
大
意
是
說

權
謀
功
利
。
說
得
深
了
、
覺
見
不
是
、
又
說
一
兩
句
仁
義
。
然
權
謀
已
多
了
、
救

不
轉
。」
巻
一
三
七
、一
八
条
、
沈
僩
録
（
Ⅷ3257
）「
賈
誼
之
學
雜
。
他
本
是
戰

國
縱
橫
之
學
、
只
是
較
近
道
理
、
不
至
如
儀
秦
蔡
范
之
甚
爾
。
他
於
這
邊
道
理
見

得
分
數
稍
多
、
所
以
說
得
較
好
。
然
終
是
有
縱
橫
之
習
、
緣
他
根
脚
只
是
從
戰
國

中
來
故
也
。
漢
儒
惟
董
仲
舒
純
粹
、
其
學
甚
正
、
非
諸
人
比
。
只
是
困
苦
無
精
彩
、

極
好
處
也
只
有
正
誼
・
明
道
兩
句
。」
一
九
条
、
鄭
可
学
録
（
Ⅷ3259
）「
又
問
。

賈
誼
與
仲
舒
如
何
。
曰
。
誼
有
戰
國
縱
橫
之
氣
。
仲
舒
、
儒
者
、
但
見
得
不
透
。」

【
参
考
資
料
②
】

　
『
語
類
』巻
一
三
七
、二
六
条
、記
録
者
名
欠（
Ⅷ3262

）「
問
。性
者
、生
之
質
。曰
。

不
然
。
性
者
、
生
之
理
。
氣
者
、
生
之
質
、
已
有
形
狀
。」
二
七
条
、
滕
璘
録
（
Ⅷ

3262

）「
問
。
仲
舒
云
。
性
者
、
生
之
質
。
也
不
是
。
只
當
云
、
性
者
、
生
之
理

也
。
氣
者
、
生
之
質
也
。
璘
謂
。
性
者
、
生
之
質
、
本
莊
子
之
言
。
曰
。
莊
子
有

云
。
形
體
保
神
、各
有
儀
則
、謂
之
性
。
前
輩
謂
此
說
頗
好
、如
有
物
有
則
之
意
。」

三
四
条
、
記
録
者
名
欠
（
Ⅷ3263

）「
漢
初
諸
儒
專
治
訓
詁
、
如
教
人
亦
只
言
某

字
訓
某
字
、
自
尋
義
理
而
已
。
至
西
漢
末
年
、
儒
者
漸
有
求
得
稍
親
者
、
終
是
不

曾
見
全
體
。
…
唯
董
仲
舒
三
篇
說
得
稍
親
切
、
終
是
不
脫
漢
儒
氣
味
。
只
對
江
都

易
王
云
。
仁
人
正
其
義
不
謀
其
利
、明
其
道
不
計
其
功
、方
無
病
。
又
是
儒
者
語
。」

【
参
考
資
料
③
】（『
語
類
』
巻
一
三
七
、三
四
条
は
【
参
考
資
料
②
】
に
既
出
）

　
『
語
類
』
巻
一
三
七
、二
一
条
、
沈
僩
録
（
Ⅷ3260

）「
董
仲
舒
自
是
好
人
。」

二
五
条
、
林
恪
録
（
Ⅷ3262

）「
只
有
董
仲
舒
資
質
純
良
、
摸
索
道
得
數
句
著
、

如
正
誼
不
謀
利
之
類
。
然
亦
非
它
真
見
得
這
道
理
。」
三
〇
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅷ

3263

）「
仲
舒
言
。
命
者
、
天
之
令
、
性
者
、
生
之
質
。
如
此
說
、
固
未
害
。
下

云
。
命
非
聖
人
不
行
、
便
牽
於
對
句
、
說
開
去
了
。
如
正
誼
明
道
之
言
、
却
自
是

好
。」
三
一
条
、記
録
者
名
欠
（
Ⅷ3263

）「
建
寧
出
正
誼
明
道
如
何
論
。
先
生
曰
。

正
其
誼
不
謀
其
利
、
明
其
道
不
計
其
功
。
誼
必
正
、
非
是
有
意
要
正
。
道
必
明
、

非
是
有
意
要
明
。
功
利
自
是
所
不
論
。
仁
人
於
此
有
不
能
自
已
者
。
師
出
無
名
、

事
故
不
成
。
明
其
為
賊
、
敵
乃
可
服
。
此
便
是
有
意
立
名
以
正
其
誼
。」
三
三
条
、

記
録
者
名
欠
（
Ⅷ3263

）「
仲
舒
所
立
甚
高
。
後
世
之
所
以
不
如
古
人
者
、
以
道

義
功
利
關
不
透
耳
。
其
議
匈
奴
一
節
、
婁
敬
賈
誼
智
謀
之
士
為
之
、
亦
不
如
此
。」

三
五
条
、
甘
節
録
（
Ⅷ3263

）「
董
仲
舒
、
才
不
及
陸
宣
公
、
而
學
問
過
之
。」

巻
一
三
九
、一
一
条
、
万
人
傑
録
（
Ⅷ3299

）「
漢
初
賈
誼
之
文
質
實
。
…
董
仲

舒
之
文
緩
弱
、
其
答
賢
良
策
、
不
答
所
問
切
處
、
至
無
緊
要
處
、
有
累
數
百
言
。」

【
参
考
資
料
④
】

　
『
語
類
』巻
一
三
七
、二
八
条
、楊
道
夫
録（
Ⅷ3262

）「
問
。
仲
舒
以
情
為
人
之
欲
、

一
一
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）



如
何
。
曰
。
也
未
害
。
蓋
欲
為
善
、欲
為
惡
、皆
人
之
情
也
。」二
九
条
、陳
淳
録（
Ⅷ

3262
）「
童
問
董
仲
舒
見
道
不
分
明
處
。
曰
。
也
見
得
鶻
突
。
如
命
者
、
天
之
令
、

性
者
、
生
之
質
、
情
者
、
人
之
欲
、
命
非
聖
人
不
行
、
性
非
教
化
不
成
、
情
非
制

度
不
節
等
語
、
似
不
識
性
善
模
樣
。
又
云
。
明
於
天
性
、
知
自
貴
於
物
、
知
自
貴

於
物
、
然
後
知
仁
義
、
知
仁
義
、
然
後
重
禮
節
、
重
禮
節
、
然
後
安
處
善
、
安
處
善
、

然
後
樂
循
理
、又
似
見
得
性
善
模
樣
。
終
是
說
得
騎
墻
、不
分
明
端
的
。」
三
〇
条
、

楊
道
夫
録
（
Ⅷ3263

）「
仲
舒
言
。
命
者
、
天
之
令
、
性
者
、
生
之
質
。
如
此
說
、

固
未
害
。
下
云
。
命
非
聖
人
不
行
、
便
牽
於
對
句
、
說
開
去
了
。
如
正
誼
明
道
之

言
、
却
自
是
好
。」

【
参
考
資
料
⑤
】（『
語
類
』
巻
一
三
九
、一
一
条
は
【
参
考
資
料
③
】
に
既
出
）

　
『
語
類
』
巻
一
三
六
、六
五
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅷ3248
）「
史
以
陸
宣
公
比
賈
誼
。

誼
才
高
似
宣
公
、
宣
公
諳
練
多
、
學
便
純
粹
。
大
抵
漢
去
戰
國
近
、
故
人
才
多
是

不
粹
。」

14
条

  

問
。
陸
先
生
不
取
伊
川
格
物
之
說
。
若
以
爲
隨
事
討
論
、
則
精
神
易
弊
、
不
若

但
求
之
心
、
心
明
則
無
所
不
照
、
其
說
亦
似
省
力
。

  

曰
。
不
去
隨
事
討
論
後
、聽
他
胡
做
、話
便
信
口
說
、脚
便
信
歩
行
、冥
冥
地
去
、

都
不
管
他
。
義
剛
曰
。
平
時
明
知
此
事
不
是
、
臨
時
却
做
錯
了
、
隨
即
又
悔
。
此

畢
竟
是
精
神
短
後
、
照
燭
不
逮
。

  

曰
。
只
是
斷
制
不
下
。
且
如
有
一
人
牽
你
出
去
街
上
行
、
不
成
不
管
後
、
只
聽

他
牽
去
。
須
是
知
道
那
裏
不
可
去
、
我
不
要
隨
他
去
。

  

義
剛
曰
。
事
卒
然
在
面
前
、
卒
然
斷
制
不
下
、
這
須
是
精
神
強
、
始
得
。

  

曰
。
所
以
格
物
、
便
是
要
閒
時
理
會
、
不
是
要
臨
時
理
會
。
如
水
火
、
人
知
其

不
可
蹈
、
自
是
不
去
蹈
、
何
曾
有
人
錯
去
蹈
水
火
來
。
若
是
平
時
看
得
分
明
時
、

卒
然
到
面
前
、
須
解
斷
制
。
若
理
會
不
得
時
、
也
須
臨
事
時
與
盡
心
理
會
。
十
分

斷
制
不
下
、
則
亦
無
奈
何
。
然
亦
豈
可
道
曉
不
得
後
、
但
聽
他
。

  

如
今
有
十
人
、
須
看
他
那
箇
好
、
那
箇
不
好
。
好
人
也
有
做
得
不
是
、
不
好
人

也
有
做
得
是
底
。
如
有
五
件
事
、
看
他
處
得
那
件
是
、
那
件
不
是
。
處
得
是
、
又

有
曲
折
處
。

  

而
今
人
讀
書
、
全
一
例
說
好
底
、
固
不
是
。
但
取
聖
人
書
、
而
以
爲
後
世
底
皆

不
足
信
、
也
不
是
。
如
聖
人
之
言
、
自
是
純
粹
。
但
後
世
人
也
有
說
得
是
底
、
如

漢
仲
舒
之
徒
。
說
得
是
底
還
他
是
。
然
也
有
不
是
處
、
也
自
可
見
。
須
是
如
此
去

窮
、
方
是
。

  

但
所
謂
格
物
、
也
是
格
未
曉
底
、
已
自
曉
底
又
何
用
格
。
如
伊
川
所
謂
今
日
格

一
件
、
明
日
格
一
件
、
也
是
說
那
難
理
會
底
。　

義
剛

〔
参
考
〕

　

本
条
は
本
巻
一
三
条
、
陳
淳
録
の
記
録
者
名
下
に
「
黄
自
録
詳
、
別
出
」
と
い

わ
れ
る
黄
義
剛
の
自
録
で
あ
り
、
同
一
の
問
答
を
記
録
し
て
い
る
。

〔
校
勘
〕

〇
「
義
剛
曰
」　
朝
鮮
古
写
本
は
「
曰
」
を
「
云
」
に
作
る
。
下
の
「
義
剛
曰
」
も

　

同
じ
。

〇
「
聽
他
胡
做
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
他
」
を
「
佗
」
に
作
る
。
下
文
並
び
に
同
じ
。

一
二
〇
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〇
「
臨
時
却
做
錯
了
」　

伝
経
堂
本
は
「
却
」
を
「
卻
」
に
作
る
。

〇
「
只
是
斷
制
不
下
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
斷
」
を
「
断
」
に
作
る
。
下
文
並
び

　

に
同
じ
。

〇
「
且
如
有
一
人
牽
你
出
去
街
上
行
」　
朝
鮮
古
写
本
は
「
一
」
の
下
に
「
个
」
字

　

有
り
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
你
」
を
「
伱
」
に
作
る
。

〇
「
事
卒
然
在
面
前
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
面
」
を
「
靣
」
に
作
る
。

　

下
文
並
び
に
同
じ
。

〇
「
這
須
是
精
神
強
」　

萬
曆
本
、
和
刻
本
は
「
強
」
を
「
强
」
に
作
る
。

〇
「
便
是
要
閒
時
理
會
」　

成
化
本
、
萬
曆
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
閒
」

　

を
「
閑
」
に
作
る
。

〇
「
則
亦
無
奈
何
」　

萬
曆
本
、
呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻

　

本
は
「
奈
」
を
「
柰
」
に
作
る
。

〇
「
然
亦
豈
可
道
曉
不
得
後
」　

萬
曆
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
曉
」
を
「
暁
」

　

に
作
る
。
下
文
並
び
に
同
じ
。

〇
「
須
看
他
那
箇
好
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。
下
文
並
び

　

に
同
じ
。

〇「
而
以
爲
後
世
底
皆
不
足
信
」　

萬
曆
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は「
爲
」を「
為
」

　

に
作
る
。

〇「
已
自
曉
底
又
何
用
格
」　
成
化
本
、萬
曆
本
、和
刻
本
は
「
已
」
を
「
巳
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

  

お
尋
ね
し
た
。「
陸
象
山
先
生
は
程
伊
川
の
格
物
の
説
を
採
用
し
ま
せ
ん
で
し

た
。事
ご
と
に
究
明
し
て
な
ど
い
た
ら
精
神
が
容
易
に
疲
れ
切
っ
て
し
ま
う
か
ら
、

ひ
た
す
ら
心
の
う
ち
に
求
め
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
、
心
が
明
ら
か
で
あ
れ
ば

照
ら
せ
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
、
と
（
陸
先
生
は
）
考
え
て
い
る
よ
う
で
、
そ
の
説

は
効
率
的
な
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
す
が
。」

  

お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
事
ご
と
に
究
明
し
て
い
か
ず
に
で
た
ら
め
に
任
せ
る
と
な

れ
ば
、
話
を
す
る
に
は
口
か
ら
出
任
せ
、
歩
く
に
は
足
の
向
く
ま
ま
、
と
い
う
わ

け
で
、
わ
け
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
や
っ
て
、
し
か
も
そ
れ
を
放
っ
て
お
く
、
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。」

  

私
義
剛
が
言
っ
た
。「
何
も
無
い
時
に
は
は
っ
き
り
と
こ
の
こ
と
は
良
く
な
い
、

と
分
か
っ
て
い
る
の
に
、
い
ざ
事
に
臨
む
と
し
損
じ
て
し
ま
い
、
す
ぐ
に
後
悔
し

ま
す
。
こ
れ
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
精
神
力
が
劣
っ
て
い
て(

物
事
の
理
を)

明
ら

か
に
す
る
力
が
及
ば
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」

  

お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
た
だ
判
断
・
措
置
が
不
十
分
だ
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。
た
と

え
ば
あ
る
人
が
君
を
連
れ
て
大
通
り
に
出
て
行
っ
た
と
し
て
、
ま
さ
か
後
先
考
え

ず
に
ひ
た
す
ら
そ
の
人
に
引
っ
張
ら
れ
て
い
く
と
い
う
の
か
。
必
ず
、
ど
こ
ど
こ

に
は
行
っ
て
は
い
け
な
い
と
分
か
っ
て
お
い
て
、（
も
し
も
行
っ
て
は
い
け
な
い

場
所
に
連
れ
て
行
こ
う
と
し
た
ら
）
私
は
彼
に
は
つ
い
て
行
か
な
い
ぞ
、
と
い
う

風
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

  
私
義
剛
が
言
っ
た
。「
物
事
が
突
然
目
の
前
に
現
れ
た
時
、
即
座
に
判
断
・
措

置
が
で
き
な
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
強
靱
な
精
神
力
を
も
っ
て
い
て
は
じ
め
て
対

処
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。」

  

お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
だ
か
ら
格
物
と
い
う
も
の
は
何
事
も
な
く
余
裕
の
あ
る
時

に
と
り
く
ん
で
お
く
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
場
に
至
っ
て
取
り
組
む
も
の
で
は
な

い
。
た
と
え
ば
水
火
に
つ
い
て
、
人
は
そ
れ
を
踏
ん
で
は
い
け
な
い
と
知
っ
て
い

一
二
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る
の
で
、
自
然
そ
れ
を
踏
み
に
行
っ
た
り
な
ど
し
な
い
。
ど
う
し
て
間
違
え
て
水

火
を
踏
み
に
行
っ
た
者
な
ど
が
い
た
だ
ろ
う
か
。
も
し
日
頃
は
っ
き
り
物
事
の
分

別
が
つ
い
て
い
た
な
ら
、
突
然
目
の
前
に
現
れ
た
と
し
て
も
、
必
ず
や
正
し
く
判

断
・
措
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
ま
だ
取
り
組
め
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

や
は
り
必
ず
物
事
に
直
面
し
た
時
に
全
力
で
と
り
く
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
十

分
に
判
断
・
措
置
が
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
、
そ
れ
は
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
ま
さ
か
頑
張
っ
て
も
わ
か
ら
な
い
対
象
に
直
面
し
た

場
合
、
ひ
た
す
ら
成
り
行
き
任
せ
に
し
て
し
ま
え
、
な
ど
と
言
う
わ
け
に
も
い
く

ま
い
。

  

今
十
人
の
人
が
い
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
ら
の
ど
れ
が
正
し
く
処
置
で
き
て
い
て

ど
れ
が
正
し
く
処
置
で
き
て
い
な
い
の
か
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
良
い
人
で

あ
っ
て
も
正
し
く
な
い
行
い
を
す
る
こ
と
は
あ
る
し
、
良
く
な
い
人
で
あ
っ
て
も

正
し
い
行
い
を
す
る
こ
と
は
あ
る
。
五
つ
の
物
事
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
必
ず
や

そ
れ
ら
の
ど
れ
が
正
し
く
て
ど
れ
が
正
し
く
な
い
の
か
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
正
し
く
処
置
し
て
い
る
に
せ
よ
、
そ
こ
に
は
細
々
と
し
た
問
題
が
あ
る
も
の

だ
。

  

な
の
に
、
今
時
の
人
々
が
書
物
を
読
む
時
、
何
を
読
ん
で
も
一
律
に
こ
れ
は
良

い
、
な
ど
と
言
う
の
は
、
全
く
け
し
か
ら
ん
こ
と
だ
。
た
だ
聖
人
の
書
物
だ
け
を

採
用
し
て
、
後
世
の
書
物
な
ど
ど
れ
も
信
じ
る
に
値
し
な
い
、
な
ど
と
考
え
る
の

も
や
は
り
け
し
か
ら
ん
。
聖
人
の
言
葉
な
ど
は
当
然
全
く
間
違
い
の
混
じ
っ
て
い

な
い
も
の
だ
。
し
か
し
、
後
世
の
人
で
あ
っ
て
も
正
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
こ

と
は
あ
る
、
漢
の
董
仲
舒
た
ち
の
よ
う
に
。
正
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ

は
（
後
世
の
人
物
の
説
で
あ
る
と
は
い
え
）
や
は
り
正
し
い
の
だ
。
同
時
に
そ
こ

に
は
正
し
く
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
も
ど
れ
が
正
し
く
な
い
の
か

は
自
然
と
区
別
が
つ
く
も
の
だ
。
必
ず
こ
の
よ
う
に
し
て
理
を
極
め
て
い
っ
て
、

そ
れ
で
は
じ
め
て
正
解
だ
。

  

所
謂
格
物
と
い
う
も
の
は
、
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
も
の
に
格
る
の
だ
。
も
う

わ
か
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
ど
う
し
て
格
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
程
伊
川
の
言
っ
た

「
今
日
は
一
件
に
格
り
、
明
日
も
一
件
に
格
る
」
と
い
う
の
も
、
そ
の
取
り
組
む

の
が
難
し
い
も
の
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ
。」　

黄
義
剛
録

〔
注
〕

（
１
）「
陸
先
生
」　

陸
九
渊
を
指
す
。
陸
九
渊
の
こ
と
を「
陸
先
生
」と
呼
ぶ
例
は
、

『
朱
子
語
類
』
全
体
を
通
じ
て
本
条
の
他
、
包
揚
、
呉
振
、
陳
文
蔚
の
記
録
に

の
み
見
ら
れ
る
。

（
２
）「
隨
事
討
論
」　
「
討
論
」
は
「
究
明
す
る
」。
本
条
に
見
ら
れ
る
程
頤
の
説

に
対
す
る
陸
九
渊
の
批
判
と
完
全
に
一
致
す
る
言
葉
は
見
ら
れ
な
い
が
、『
象

山
集
』
巻
三
五
「
語
録
」
下
に
「
伯
敏
云
。
如
何
様
格
物
。
先
生
云
。
研
究
物

理
。
伯
敏
云
。
天
下
萬
物
不
勝
其
繁
、
如
何
盡
研
究
得
。
先
生
云
。
萬
物
皆
備

於
我
、
只
要
明
理
。
然
理
不
解
自
明
、
須
是
隆
師
親
友
」
と
あ
り
、
陸
九
渊
の

格
物
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
吉
田
公
平
氏
は
陸
九
渊
の
語
録
の
こ
の

条
に
つ
い
て
、「
こ
の
問
答
で
李
伯
敏
が
疑
義
を
提
示
し
て
い
る
格
物
論
が
、

朱
熹
の
格
物
論
を
も
と
に
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
朱
熹
の
格
物
論

に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
疑
問
を
い
だ
く
者
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
興

味
深
い
。
こ
の
疑
問
に
対
し
て
、
陸
象
山
が
答
え
た
「
格
物
」
論
は
、
朱
熹
の

そ
れ
と
は
異
な
り
、
あ
げ
て
本
来
完
全
で
あ
る
本
心
が
先
天
的
に
固
有
す
る
理
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二
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を
発
明
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。」
と
指
摘
す
る
（『
陸
象
山
と
王
陽
明
』
研
文
出

版
、
一
九
九
〇
、八
九
頁
）。

（
３
）「
心
明
則
無
所
不
照
」　

こ
の
語
は
古
く
は
『
白
虎
通
』
に
於
い
て
、
聖
人

の
境
地
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。『
白
虎
通
』
巻
六
「
聖
人
」「
聖
人
者
何
。
聖
者
、

通
也
、道
也
、聲
也
。
道
無
所
不
通
、明
無
所
不
照
、聞
聲
知
情
、與
天
地
合
德
、

日
月
合
明
、
四
時
合
序
、
鬼
神
合
吉
凶
。」
ま
た
、
朱
熹
に
於
い
て
は
『
大
學
』

の
格
物
と
も
関
連
し
て
用
い
ら
れ
る
。『
朱
文
公
文
集
』
巻
五
〇
「
答
潘
文
叔
」

一
「
大
學
所
謂
格
物
致
知
、
乃
是
即
事
物
上
窮
得
本
來
自
然
當
然
之
理
、
而
本

心
知
覺
之
體
、
光
明
洞
逹
、
無
所
不
照
耳
。
非
是
回
頭
向
壁
隙
間
窺
取
一
霎
時

間
己
心
光
影
、
便
爲
天
命
全
體
也
。」

（
４
）「
省
力
」　

手
間
暇
を
省
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
５
）「
後
」　
「
後
」
は
具
体
的
な
因
果
関
係
を
示
さ
な
い
、
語
気
助
詞
に
近
い
用

法
か（
太
田
辰
夫『
中
国
語
歴
史
文
法
』、朋
友
書
店
、二
〇
〇
三
年
、三
七
三
頁
）。

（
６
）「
信
口
説
」　
「
信
」
は
「
な
る
が
ま
ま
に
任
せ
る
」。

（
７
）「
隨
即
」　
「
す
ぐ
に
」、「
た
だ
ち
に
」。

（
８
）「
精
神
短
後
」　
「
短
後
」
は
二
文
字
で
「
劣
る
」。

（
９
）「
照
燭
不
逮
」　
「
燭
」
は
理
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
て
多
く
用
い

ら
れ
る
。
巻
一
七
、一
五
条
、
劉
砥
録
「
然
心
若
昏
昧
、
燭
理
不
明
」
注
参
照

（『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
八
）（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
・
人

文
』
六
八
号
、
二
〇
一
六
年
））。

（
10
）「
不
成
不
管
後
」　
「
不
成A

」
は
「
ま
さ
かA

だ
と
で
も
い
う
の
か
」。
張

相
『
詩
詞
曲
語
辭
匯
釋
』
巻
四
・
不
成
「
不
成
，
猶
云
難
道
也
。」（
中
華
書
局
、

一
九
五
三
年
、
四
五
一
頁
）

（
11
）「
只
聽
他
」　

こ
の
「
他
」
は
直
前
の
「
有
一
人
」
を
受
け
、
仮
設
さ
れ
た

人
物
を
指
す
。

（
12
）「
斷
制
不
下
」　
「V

不
下
」
は
「V

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
」。

（
13
）「
須
解
斷
制
」　
「
須
解
」
は
「
必
ず
す
る
こ
と
が
で
き
る
」。

（
14
）「
須
看
他
那
箇
好
」　
「
他
」
は
「
彼
ら
」。『
近
代
漢
語
詞
典
』「
他
」
④
「
表

第
三
人
稱
複
數
、
相
當
于
「
他
們
」。」（
二
〇
四
四
頁
）

（
15
）「
全
一
例
」　

全
て
一
律
に
。

（
16
）「
但
取
聖
人
書
、而
以
爲
後
世
底
皆
不
足
信
」　
『
漢
書
』巻
八
七
上「
揚
雄
傳
」

上
「
自
有
大
度
、非
聖
哲
之
書
不
好
也
、非
其
意
、雖
富
貴
不
事
也
。」
揚
雄
以
来
、

後
漢
の
周
燮
（
字
は
彦
祖
）、唐
の
柳
公
綽
（
字
は
起
之
、書
家
の
柳
公
權
の
兄
）

な
ど
歴
代
散
見
す
る
主
張
。『
詩
話
總
龜
』後
集
巻
六「
李
陽
氷
云
。
太
白（
李
白
）

不
讀
非
聖
人
之
書
、
恥
爲
鄭
衛
之
作
。
故
其
言
多
似
天
仙
之
辭
。」
や
、
呂
本

中
『
童
蒙
訓
』
巻
上
「
誠
伯
叔
父
明
之
（
北
宋
の
人
・
田
膄
、
字
は
誠
伯
、
の

叔
父
・
田
述
古
、
字
は
明
之
）、
亦
老
儒
也
。
然
專
讀
經
書
、
不
讀
子
史
、
以

爲
非
聖
人
之
言
、
不
足
治
也
。
誠
伯
以
為
不
然
、
曰
。
博
學
而
詳
説
之
、
將
以

反
説
約
也
。
如
不
遍
覽
、
非
博
學
詳
説
之
謂
。」
な
ど
。

（
17
）「
已
自
」　

二
文
字
で
「
す
で
に
」。

（
18
）「
如
伊
川
所
謂
今
日
格
一
件
、
明
日
格
一
件
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八

「
須
是
今
日
格
一
件
、
明
日
又
格
一
件
、
積
習
既
多
、
然
後
脱
然
自
有
貫
通
處
。」

15
条

  

積
習
既
多
、
自
當
脫
然
有
貫
通
處
、
乃
是
零
零
碎
碎
湊
合
將
來
、
不
知
不
覺
、

一
二
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）



自
然
醒
悟
。
其
始
固
須
用
力
、
及
其
得
之
也
、
又
却
不
假
用
力
。
此
箇
事
不
可
欲

速
、
欲
速
則
不
達
、
須
是
慢
慢
做
去
。　

人
傑

〔
校
勘
〕

〇
「
積
習
既
多
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
積
」
の
上
に
「
又
曰
」
二
字
が
あ
る
。

〇
「
乃
是
零
零
碎
碎
湊
合
將
來
」　

和
刻
本
は
「
湊
」
を
「
凑
」
に
、「
來
」
を
「
来
」

　

に
作
る
。

〇
「
又
却
不
假
用
力
」　

伝
経
堂
本
は
「
却
」
を
「
卻
」
に
作
る
。

〇
「
此
箇
事
不
可
欲
速
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

  

「
蓄
積
が
多
く
な
っ
て
か
ら
、
お
の
ず
か
ら
必
ず
か
ら
っ
と
貫
通
す
る
境
地
が

あ
る
」
と
（
い
う
程
子
の
言
葉
）
は
つ
ま
り
、
ば
ら
ば
ら
の
細
々
と
し
た
も
の
を

寄
せ
集
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
お
の
ず
と
会
得
す
る
こ

と
な
の
だ
。そ
の
始
め
の
段
階
で
は
や
は
り
努
力
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
が
、

貫
通
の
段
階
に
至
る
と
努
力
を
す
る
必
要
も
な
く
な
る
。
こ
の
貫
通
と
い
う
段
階

に
は
、
早
く
到
達
し
て
や
ろ
う
な
ど
と
意
識
し
て
は
い
け
な
い
。「
早
く
し
よ
う

と
意
識
す
れ
ば
達
成
で
き
な
い
」（
と
孔
子
も
お
っ
し
ゃ
っ
た
で
は
な
い
か
）、ゆ
っ

く
り
と
進
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。　

萬
人
傑
録

〔
注
〕

（
１
）「
積
習
既
多
、
自
當
脫
然
有
貫
通
處
」　

元
は
二
程
の
語
録
に
見
え
る
言
葉

で
あ
り
、『
大
學
或
問
』
に
於
い
て
朱
熹
は
こ
れ
を
引
い
て
議
論
を
展
開
し
た
。

本
巻
七
条
、
楊
道
夫
録(

Ⅱ391)

等
に
既
出
。
巻
一
四
、一
二
五
条
、
葉
賀

孫
録
、『『
朱
子
語
類
』
訳
注　

巻
十
四
』
一
九
八
～
二
〇
〇
頁
（
汲
古
書
院
、

二
〇
一
三
年
）
参
照
。
ま
た
、
吾
妻
重
二
氏
は
、
朱
熹
の
窮
理
説
に
於
け
る
こ

の
よ
う
な
考
え
方
に
つ
い
て
、「「
豁
然
と
し
て
貫
通
す
る
」
あ
る
い
は
「
脱
然

と
し
て
悟
る
」
と
い
う
の
は
、
論
理
学
で
い
う
「
帰
納
の
飛
躍
」(inductive 

leap)

に
相
当
す
る
と
見
て
よ
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
帰
納
法
に
お
い
て
は
、

関
連
事
項
を
完
全
枚
挙
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
し
た
が
っ

て
個
々
の
前
提
か
ら
一
般
的
結
論
に
達
す
る
さ
い
、
あ
る
種
の
飛
躍
が
必
要
に

な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
帰
納
の
は
て
に
、
全
体
を
貫
く
道
理
に
あ
る
と
き

は
っ
と
気
づ
く
、
そ
の
状
態
が
「
一
旦
豁
然
と
し
て
貫
通
す
る
」
こ
と
だ
と
考

え
ら
れ
る
。」
と
し
、
ま
た
、
本
条
を
引
い
て
「
そ
の
よ
う
な
個
別
か
ら
一
般

に
至
る
認
識
の
過
程
と
、
そ
の
間
に
介
在
す
る
論
理
上
の
飛
躍
と
い
う
特
色

を
、よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
す
る
（『
朱
子
学
の
新
研
究
』

創
文
社
、
二
〇
〇
四
年
、
三
二
二-

三
二
三
頁
）。

（
２
）「
零
零
碎
碎
」　

ば
ら
ば
ら
で
あ
り
、
細
々
と
し
て
い
る
さ
ま
を
表
す
形
容

詞
「
零
碎
」
の
重
ね
形
。

（
３
）「
湊
合
將
來
」　
「
湊
合
」
は
「
寄
せ
集
め
る
」、「
綜
合
す
る
」。「
將
來
」
は

動
詞
に
つ
い
て
、「
…
し
て
く
る
」、「
…
し
て
い
く
」。

（
４
）「
欲
速
則
不
達
」　
『
論
語
』「
子
路
」「
子
夏
爲
莒
父
宰
問
政
。
子
曰
毋
欲
速
、

毋
見
小
利
。
欲
速
則
不
達
、見
小
利
則
大
事
不
成
。」
朱
熹
集
注
「
欲
事
之
速
成
、

則
急
遽
無
序
而
反
不
達
。」

（
５
）「
慢
慢
」　

速
度
が
遅
い
さ
ま
を
表
す
形
容
詞
「
慢
」
の
重
ね
形
。
巻

一
四
、八
一
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅰ262

）
に
既
出
。

一
二
四

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
号



16
条

　

問
。
自
一
身
之
中
以
至
萬
物
之
理
、
理
會
得
多
、
自
當
豁
然
有
箇
覺
處
。

　

曰
。
此
一
段
、
尤
其
切
要
、
學
者
所
當
深
究
。

　

道
夫
曰
。
自
一
身
以
至
萬
物
之
理
、
則
所
謂
由
中
而
外
、
自
近
而
遠
、
秩
然
有

序
而
不
迫
切
者
。

　

曰
。
然
。
到
得
豁
然
處
、
是
非
人
力
勉
強
而
至
者
也
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

〇
朝
鮮
古
写
本
巻
一
八
に
は
こ
の
条
が
見
え
な
い
。

〇「
尤
其
切
要
」　
萬
曆
本
、朝
鮮
整
版
本
、和
刻
本
は「
切
要
」を「
要
切
」に
作
る
。

〇
「
學
者
所
當
深
究
」　
呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
深
」
を
「

」

　

に
作
る
。

〇
「
是
非
人
力
勉
強
而
至
者
也
」　

成
化
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
勉
強
」
を
「
強
勉
」

　

に
作
る
。

〔
訳
〕

  

「
自
分
自
身
の
こ
と
か
ら
万
物
の
理
に
至
る
ま
で
、
と
り
く
ん
だ
対
象
が
多
く

な
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
必
ず
ど
こ
か
か
ら
っ
と
会
得
す
る
境
地
が
存
在
す
る
も
の

だ
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。

  

お
答
え
。「
こ
の
一
節
は
と
り
わ
け
重
要
で
、
学
ぶ
者
は
深
く
研
究
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。」

  

私
道
夫
が
言
っ
た
。「
自
分
自
身
の
こ
と
か
ら
万
物
の
理
に
至
る
ま
で
、
と
い

う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
、
内
か
ら
外
ま
で
、
近
く
か
ら
遠
く
ま
で
、
整
然
と
し
て
（
貫

通
に
至
る
ま
で
の
）
順
序
が
存
在
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、（
貫
通
を
）
意
識
し

す
ぎ
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」

  

お
答
え
。「
そ
う
だ
。
か
ら
っ
と
会
得
す
る
境
地
と
い
う
の
は
、
人
の
力
で
な

ん
と
か
頑
張
る
こ
と
に
よ
っ
て
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で

は
な
い
。」　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
自
一
身
之
中
以
至
萬
物
之
理
、
理
會
得
多
、
自
當
豁
然
有
箇
覺
處
」　

元

は
二
程
の
語
録
に
見
え
る
言
葉
で
あ
り
、『
大
學
或
問
』
に
於
い
て
朱
熹
は
こ

れ
を
引
い
て
議
論
を
展
開
し
た
。『
大
學
或
問
』「
又
曰
。
自
一
身
之
中
以
至
萬

物
之
理
、
理
會
得
多
、
自
當
豁
然
有
箇
覺
處
。」
ま
た
、『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻

一
七
「
今
人
欲
致
知
、
須
要
格
物
。
物
不
必
謂
事
物
然
後
謂
之
物
也
。
自
一
身

之
中
、
至
萬
物
之
理
、
但
理
會
得
多
幾
次
、
自
然
豁
然
有
覺
處
。」

（
２
）「
所
謂
由
中
而
外
、
自
近
而
遠
、
秩
然
有
序
而
不
迫
切
者
」　

朱
熹
も
し
く

は
そ
の
先
人
に
こ
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
発
言
と
思
わ

れ
る
が
、
未
詳
。
本
巻
七
九
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅱ409

）
は
「
問
由
中
而
外
、

自
近
而
遠
。」
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、『
大
學
或
問
』
中
の
語
で
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
が
、
現
行
本
及
び
元
刊
本
『
大
學
章
句
』（
中
華
再
造
善
本
影
印
本
）

に
附
刻
さ
れ
る
『
大
學
或
問
』
に
は
こ
の
語
は
見
え
な
い
。
な
お
『
大
學
或
問
』

中
の
類
似
の
内
容
と
し
て
、
以
下
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。「
今
且
以
其
至

切
而
近
者
言
之
、
則
心
之
爲
物
、
實
主
於
身
、
其
體
則
有
仁
義
禮
智
之
性
、
其

用
則
有
惻
隱
羞
惡
恭
敬
是
非
之
情
、
渾
然
在
中
、
隨
感
而
應
、
各
有
攸
主
、
而

一
二
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）



不
可
亂
也
。
次
而
及
於
身
之
所
具
、
則
有
口
鼻
耳
目
四
肢
之
用
。
又
次
而
及
於

身
之
所
接
、
則
有
君
臣
父
子
夫
婦
長
幼
朋
友
之
常
。
是
皆
必
有
當
然
之
則
、
而

自
不
容
已
、
所
謂
理
也
。
外
而
至
於
人
、
則
人
之
理
不
異
於
己
也
。
遠
而
至
於

物
、則
物
之
理
不
異
於
人
也
。
極
其
大
、則
天
地
之
運
、古
今
之
變
、不
能
外
也
。

盡
於
小
、
則
一
塵
之
微
、
一
息
之
頃
、
不
能
遺
也
。」
本
件
に
ま
つ
わ
る
二
条

が
共
に
楊
道
夫
の
記
録
に
出
る
こ
と
か
ら
考
え
る
に
、
或
い
は
楊
道
夫
が
こ
の

『
大
學
或
問
』
の
趣
旨
を
節
略
要
約
し
た
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
（
待
考
）。

（
３
）「
是
非
人
力
勉
強
而
至
者
也
」　

こ
こ
で
は
「
貫
通
」
は
人
力
に
よ
っ
て
至

る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
は
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
秩
然
有
序

而
不
迫
切
者
。」
と
い
う
楊
道
夫
の
言
葉
に
対
し
て
「
然
。」
と
肯
定
し
た
文
脈

に
立
ち
、「
貫
通
」
を
直
接
的
な
目
標
と
し
て
見
据
え
る
こ
と
を
否
定
し
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
朱
熹
は
「
貫
通
」
に
至
る
こ
と
が
人
力
の
結
果
で
あ
る
こ
と

を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。『
朱
文
公
文
集
』
巻
五
七
「
答
陳
安
卿
」
に
、

陳
淳
の
言
葉
で
は
あ
る
が
、「
然
欲
更
進
一
歩
、
實
與
夫
子
相
從
於
卓
爾
之
地
、

則
無
所
由
、蓋
前
此
猶
可
以
用
力
、此
則
自
大
而
趨
於
化
、自
思
勉
而
之
不
思
勉
、

介
乎
二
者
之
境
、
所
未
達
者
一
間
、
非
人
力
之
所
能
爲
矣
。
但
當
據
其
所
已
然
、

從
容
涵
養
、
勿
忘
勿
助
、
至
於
日
深
月
熟
、
則
亦
將
忽
不
期
而
自
到
、
而
非
今

日
之
所
預
知
也
。
不
審
是
否
。」
と
あ
る
の
が
朱
熹
の
立
場
に
近
い
も
の
と
い

え
よ
う
。

17
条

  

行
夫
問
。
明
道
言
致
知
云
、
夫
人
一
身
之
中
以
至
萬
物
之
理
、
理
會
得
多
、
自

然
有
箇
覺
悟
處
。

  

曰
。
一
身
之
中
是
仁
義
禮
智
、
惻
隱
羞
惡
、
辭
遜
是
非
、
與
夫
耳
目
手
足
視
聽

言
動
、
皆
所
當
理
會
。
至
若
萬
物
之
榮
悴
與
夫
動
植
小
大
、
這
底
是
可
以
如
何
使
、

那
底
是
可
以
如
何
用
、
車
之
可
以
行
陸
、
舟
之
可
以
行
水
、
皆
所
當
理
會
。

  

又
問
。
天
地
之
所
以
高
深
、
鬼
神
之
所
以
幽
顯
。

  

曰
。
公
且
說
、
天
是
如
何
獨
高
。
蓋
天
只
是
氣
、
非
獨
是
高
。
只
今
人
在
地
上
、

便
只
見
如
此
高
。
要
之
、
他
連
那
地
下
亦
是
天
。
天
只
管
轉
來
旋
去
、
天
大
了
、

故
旋
得
許
多
渣
滓
在
中
間
。
世
間
無
一
箇
物
事
恁
地
大
。
故
地
恁
地
大
、
地
只
是

氣
之
渣
滓
、
故
厚
而
深
。

  

鬼
神
之
幽
顯
、
自
今
觀
之
、
他
是
以
鬼
爲
幽
、
以
神
爲
顯
。
鬼
者
、
陰
也
。
神

者
、
陽
也
。
氣
之
屈
者
謂
之
鬼
、
氣
之
只
管
恁
地
來
者
謂
之
神
。
洋
洋
然
如
在
其

上
、
焄
蒿
悽
愴
、
此
百
物
之
精
也
、
神
之
著
也
、
這
便
是
那
發
生
之
精
神
。
神
者

是
生
底
、
以
至
長
大
、
故
見
其
顯
、
便
是
氣
之
伸
者
。
今
人
謂
人
之
死
爲
鬼
、
是

死
後
收
斂
、
無
形
無
跡
、
不
可
理
會
、
便
是
那
氣
之
屈
底
。

  

道
夫
問
。
橫
渠
所
謂
二
氣
之
良
能
、
良
能
便
是
那
會
屈
伸
底
否
。
曰
。
然
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

〇
「
行
夫
問
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
夫
」
を
「
甫
」
に
作
る
。

〇
「
自
然
有
箇
覺
悟
處
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。
下
文
並

　

び
に
同
じ
。

〇
「
辭
遜
是
非
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
辭
」
を
「
辤
」
に
作
る
。

〇
「
天
地
之
所
以
高
深
」　

成
化
本
、
萬
曆
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
高
」
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を
「
髙
」
に
作
り
、
呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
深
」
を
「

」

　

に
作
る
。
下
文
並
び
に
同
じ
。

〇
「
天
是
如
何
獨
高
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
獨
」
を
「
後
」
に
作
る
。

〇
「
蓋
天
只
是
氣
」　

和
刻
本
は
「
蓋
」
を
「
盖
」
に
作
る
。

〇
「
他
連
那
地
下
亦
是
天
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
他
」
を
「
佗
」
に
作
る
。

〇
「
天
只
管
轉
來
旋
去
」　

和
刻
本
は
「
來
」
を
「
来
」
に
作
る
。
下
文
同
じ
。

〇
「
故
旋
得
許
多
渣
滓
在
中
間
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
旋
」
を
「
包
」
に
作
り
、　

　

成
化
本
、
萬
曆
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
渣
」
を
「
査
」
に
作
る
。
下
文
同
じ
。

〇
「
鬼
神
之
幽
顯
」　

和
刻
本
は
「
顯
」
を
「
顕
」
に
作
る
。

〇
「
自
今
觀
之
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
觀
」
を
「
観
」
に
作
る
。

〇
「
陰
也
」　

萬
曆
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
陰
」
を
「
隂
」
に
作
る
。

〇
「
此
百
物
之
精
也
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
物
」
を
「
萬
」
に
作
る
。

〇
「
今
人
謂
人
之
死
爲
鬼
」　

萬
曆
本
、
和
刻
本
は
「
爲
」
を
「
為
」
に
作
る
。

〇
「
是
死
後
收
斂
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
收
斂
」
を
「
収
歛
」

　

に
作
り
、
萬
曆
本
は
「
收
歛
」
に
作
る
。

〇
「
無
形
無
跡
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
跡
」
を
「
迹
」
に
作
る
。

〇
「
良
能
便
是
那
會
屈
伸
底
否
」　

萬
曆
本
は
「
能
」
を
「

」
に
作
る
。

〔
訳
〕

  

蔡
行
夫
が
お
尋
ね
し
た
。「
程
明
道
は
致
知
に
つ
い
て
、「
自
分
自
身
の
こ
と
か

ら
万
物
の
理
に
至
る
ま
で
、
取
り
組
ん
だ
対
象
が
多
く
な
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
ど

こ
か
か
ら
っ
と
会
得
す
る
境
地
が
存
在
す
る
も
の
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が

（
そ
れ
に
つ
い
て
お
教
え
く
だ
さ
い
）。」

  

お
答
え
。「
自
分
自
身
の
こ
と
と
し
て
は
仁
義
礼
知
、
惻
隠
や
羞
悪
、
辞
譲
や

是
非
の
心
、
そ
し
て
耳
目
や
四
肢
の
視
聴
に
言
葉
、
行
動
、
全
て
必
ず
取
り
組
ま

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
万
物
の
栄
え
て
は
衰
え
て
ゆ
く
営
み
や
動
植
物
の
大
小
、

こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
あ
れ
は
ど
の
よ
う
に
使
う
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
車
に
乗
れ
ば
陸
地
を
ゆ
く
こ
と
が
で
き
、
舟
に
乗
れ
ば
河
川
を

渡
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
っ
た
こ
と
ま
で
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
全
て
必
ず
取

り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。」

  

ま
た
（
程
子
の
言
う
）「
天
地
が
高
く
ま
た
深
い
理
由
、
鬼
神
が
か
す
か
で
あ

り
ま
た
明
ら
か
な
理
由
」
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。

  

お
答
え
。「
君
、
ち
ょ
っ
と
言
っ
て
み
た
ま
え
。
天
は
ど
う
し
て
高
い
だ
け
だ

ろ
う
か
。
私
が
思
う
に
、
天
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
気
で
あ
り
、
独
り
高
い
、
と

い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
人
は
今
こ
う
し
て
地
の
上
に
い
る
か
ら
、

そ
れ
で
こ
の
よ
う
に
高
い
部
分
だ
け
が
見
え
る
わ
け
だ
。
つ
ま
り
、
あ
の
地
の
下

の
も
の
も
や
は
り
天
な
の
だ
。天
は
ひ
た
す
ら
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
い
る
も
の
だ
が
、

天
は
大
き
い
も
の
だ
か
ら
回
っ
て
い
る
う
ち
に
た
く
さ
ん
の
か
す
が
そ
の
真
ん
中

に
集
ま
っ
て
く
る
。
世
の
中
こ
ん
な
に
大
き
な
も
の
な
ん
て
天
の
他
に
な
い
だ
ろ

う
。
だ
か
ら
地
と
い
う
の
は
こ
ん
な
に
大
き
い
わ
け
だ
。
地
は
ま
さ
し
く
気
の
か

す
だ
か
ら
、
そ
れ
で
分
厚
く
て
底
深
い
の
だ
ね
。

  
「
鬼
神
が
か
す
か
で
あ
り
明
ら
か
」、
と
い
う
こ
と
だ
が
、
今
に
な
っ
て
見
て
み

た
ら
、
程
子
は
鬼
神
の
う
ち
鬼
を
か
す
か
な
も
の
、
神
を
明
ら
か
な
も
の
だ
と
さ

れ
た
の
だ
。
鬼
は
陰
に
属
し
、
神
は
陽
に
属
す
る
。
気
が
縮
ん
だ
も
の
を
鬼
と
呼

び
、気
が
ず
っ
と
こ
ん
な
感
じ
で
こ
ち
ら
に
や
っ
て
来
た
も
の
を
神
と
呼
ぶ
。「
の

び
の
び
と
し
て
い
て
（
祭
る
人
の
）
上
に
い
る
か
の
よ
う
だ
」、「
香
気
が
立
ち
上
っ
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七
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）



て
嗅
ぐ
者
の
心
を
打
つ
、
こ
れ
は
人
の
精
気
だ
、
神
の
現
れ
た
も
の
だ
」
と
い
う

が
、
こ
れ
は
神
が
興
っ
て
く
る
こ
と
の
生
き
生
き
と
し
て
い
る
さ
ま
だ
。
神
と
い

う
の
は
生
き
て
い
る
も
の
だ
か
ら
、
成
長
す
る
。
そ
れ
で
そ
の
明
ら
か
な
様
子
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
つ
ま
り
気
が
伸
張
す
る
も
の
な
の
だ

（
神
・
伸
が
音
通
す
る
た
め
）。
人
々
は
人
が
死
ん
だ
も
の
を
鬼
と
呼
ぶ
が
、
こ
れ

は
死
ん
だ
後
に
は
肉
体
が
な
く
な
っ
て
い
き
、
痕
跡
が
消
え
去
っ
て
認
識
で
き
な

く
な
る
、
こ
れ
が
つ
ま
り
気
が
屈
し
て
縮
み
ゆ
く
も
の
な
の
だ
。」

  

私
道
夫
が
お
尋
ね
し
た
。「
張
横
渠
の
い
う
「
二
気
の
良
能
」
で
す
が
、そ
の
「
良

能
」
と
い
う
の
が
つ
ま
り
、
縮
ん
だ
り
広
が
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の

こ
と
だ
、
と
い
う
わ
け
で
し
ょ
う
か
？
」
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
そ
う
だ
。」　

楊
道

夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
行
夫
」　
「
語
録
姓
氏
」
に
「
蔡
㦛
録
、
字
行
夫
、
平
陽
人
。」
と
見
え
る
。

（
２
）「
夫
人
一
身
之
中
以
至
萬
物
之
理
、
理
會
得
多
、
自
然
有
箇
覺
悟
處
」　

本

巻
一
六
条
の
注
に
既
出
。

（
３
）「
辭
遜
是
非
」　
「
辭
遜
」
は
「
辭
讓
」
の
こ
と
。
北
宋
英
宗
の
実
父
・
濮
安

懿
王
の
諱
・
允
譲
を
避
け
て
「
讓
」
を
「
遜
」
に
改
め
て
い
る
。『
孟
子
』「
公

孫
丑
」
上
「
無
惻
隱
之
心
、
非
人
也
。
無
羞
惡
之
心
、
非
人
也
。
無
辭
讓
之
心
、

非
人
也
。
無
是
非
之
心
、
非
人
也
。」

（
４
）「
與
夫
耳
目
手
足
視
聽
言
動
」　

身
体
の
動
作
に
ま
つ
わ
る
規
範
に
つ
い
て

は
『
禮
記
』「
玉
藻
」
に
「
足
容
重
、
手
容
恭
、
目
容
端
、
口
容
止
、
聲
容
靜
、

頭
容
直
、
氣
容
肅
、
立
容
德
、
色
容
莊
。」
と
あ
り
、
九
容
と
し
て
重
視
さ
れ

た
。
ま
た
、『
論
語
』「
顏
淵
」
に
「
子
曰
。
非
禮
勿
視
、
非
禮
勿
聽
、
非
禮
勿

言
、
非
禮
勿
動
。」
と
あ
る
。

（
５
）「
這
底
是
」　

こ
の
「
底
」
は
「
箇
」
に
同
じ
。
こ
れ
は
。
下
の
「
那
底
是
」

の
「
底
」
も
同
じ
。

（
６
）「
車
之
可
以
行
陸
、舟
之
可
以
行
水
」　
『
語
類
』巻
四
、二
九
条
、曽
祖
道
録（
Ⅰ

61

）「
問
。理
是
人
物
同
得
於
天
者
。如
物
之
無
情
者
亦
有
理
否
。曰
。固
是
有
理
。

如
舟
只
可
行
之
於
水
、
車
只
行
之
於
陸
。」　
『
語
類
』
巻
一
五
、三
一
条
、
廖
德

明
録
「
且
如
作
舟
以
行
水
、作
車
以
行
陸
。
今
試
以
衆
人
之
力
共
推
一
舟
於
陸
、

必
不
能
行
、
方
見
得
舟
果
不
能
以
行
陸
也
。
此
之
謂
實
體
。」

（
７
）「
天
地
之
所
以
高
深
、
鬼
神
之
所
以
幽
顯
」　

元
は
二
程
の
語
録
に
見
え
る

言
葉
で
あ
り
、『
大
學
或
問
』
に
於
い
て
朱
熹
は
こ
れ
を
引
い
て
議
論
を
展
開

し
た
。『
大
學
或
問
』「
又
曰
。
物
必
有
理
、皆
所
當
窮
。
若
天
地
之
所
以
高
深
、

鬼
神
之
所
以
幽
顯
、
是
也
。
若
曰
天
吾
知
其
高
而
已
矣
、
地
吾
知
其
深
而
已
矣
、

鬼
神
吾
知
其
幽
且
顯
而
已
矣
、則
是
已
然
之
詞
、又
何
理
之
可
窮
哉
。」ま
た
、『
河

南
程
氏
遺
書
』
巻
一
五
「
物
理
須
是
要
窮
。
若
天
地
之
所
以
高
深
、
鬼
神
之
所

以
幽
顯
。
若
只
言
天
只
是
高
、
地
只
是
深
、
只
是
已
辭
、
更
有
甚
。」

（
８
）「
蓋
天
只
是
氣
、
非
獨
是
高
。
只
今
人
在
地
上
、
便
只
見
如
此
高
」　
「
天
只

是
氣
」
と
い
う
認
識
は
『
語
類
』
巻
二
、一
五
条
、徐
㝢
録
（
Ⅰ16

）「
天
道
左
旋
、

日
月
星
並
左
旋
。
星
不
是
貼
天
。
天
是
陰
陽
之
氣
在
上
面
、
下
人
看
見
、
星
隨

天
去
耳
。」
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
朱
熹
の
天
地
観
念
は
二
程
の
説

を
承
け
た
も
の
か
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
二
下
「
地
之
下
、
豈
無
天
。
今
所

謂
地
者
、
特
於
天
中
一
物
爾
。」
こ
の
天
地
観
念
に
つ
い
て
、
山
田
慶
児
氏
は

関
連
部
分
の
抄
訳
を
示
し
た
上
で
、「
一
気
が
回
転
し
て
渣
滓
を
生
じ
、
渣
滓
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が
凝
集
し
て
地
に
成
る
。
こ
れ
が
、
ほ
ぼ
一
一
九
〇
年
ご
ろ
確
立
さ
れ
た
立
場

で
あ
っ
た
。」
と
指
摘
す
る
（『
朱
子
の
自
然
学
』
Ⅱ
宇
宙
論
・（
６
）
地
の
生

成
と
構
造（
岩
波
書
店
、一
九
七
八
年
、一
六
一
頁
））。ま
た
、『
語
類
』巻
一
、二
七

条
、
呉
振
録
（
Ⅰ6
）
に
「
天
包
乎
地
、
天
之
氣
又
行
乎
地
之
中
」
と
あ
る
。

な
お
、
朱
熹
の
天
地
観
念
は
蓋
天
論
で
は
な
く
渾
天
論
を
基
本
と
し
た
上
で
張

載
の
独
自
の
宇
宙
論
に
強
い
影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
た
。
蓋
天
論
・
渾
天
論

に
つ
い
て
は
山
田
氏
前
掲
書
Ⅰ
宇
宙
論
前
史
・（
１
）
伝
統
的
観
念
の
歴
史
に

図
説
さ
れ
、
張
載
ら
に
よ
る
宋
代
宇
宙
論
の
展
開
に
つ
い
て
は
（
２
）
宋
学
の

革
命
に
詳
し
い
。

（
９
）「
他
連
那
地
下
亦
是
天
」  「
他
連
那
」は「
他
那
」（
あ
の
）の
中
間
に「
連
」（
も
）

が
挿
入
さ
れ
た
形
で
、「
連
他
那
A
」（
あ
の
A
も
）
と
同
じ
か
と
思
わ
れ
る
が
、

他
の
用
例
は
見
出
し
が
た
い
。「
連
他
那
A
」
に
於
い
て
、「
他
」
は
具
体
的
な

指
示
対
象
を
も
た
ず
、
付
帯
的
に
用
い
ら
れ
る
。『
西
遊
記
』
第
四
八
回
「
大

王
穩
坐
河
心
、
待
他
脚
踪
響
處
、
迸
裂
寒
冰
、
連
他
那
徒
弟
們
一
齊
墜
落
水
中
、

一
鼓
可
得
也
。」

（
10
）「
轉
來
旋
去
」　
「
V
來
V
去
」
は
継
続
的
に
動
作
を
繰
り
返
す
こ
と
を
表
す

口
語
表
現
。

（
11
）「
鬼
者
、陰
也
。
神
者
、陽
也
」　
『
中
庸
章
句
』一
六
章「
子
曰
。
鬼
神
之
爲
德
、

其
盛
矣
乎
。」
朱
注
「
張
子
曰
。
鬼
神
者
、
二
氣
之
良
能
也
。
愚
謂
。
以
二
氣

言
、
則
鬼
者
、
陰
之
靈
也
。
神
者
、
陽
之
靈
也
。
以
一
氣
言
、
則
至
而
伸
者
爲

神
、
反
而
歸
者
爲
鬼
、
其
實
一
物
而
已
。」

（
12
）「
氣
之
只
管
恁
地
來
者
謂
之
神
」　

こ
こ
で
は
「
神
」
が
「
來
」
に
対
応
す

る
概
念
で
あ
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
本
条
注
（
11
）
参
照
。

（
13
）「
洋
洋
然
如
在
其
上
」　
『
中
庸
章
句
』
一
六
章
「
使
天
下
之
人
齊
明
盛
服
、

以
承
祭
祀
、
洋
洋
乎
如
在
其
上
、
如
在
其
左
右
。」
ま
た
、
朱
注
に
「
孔
子
曰
。

其
氣
發
揚
于
上
爲
昭
明
、
焄
蒿
悽
愴
、
此
百
物
之
精
也
。
神
之
著
也
。
正
謂
此

爾
。」
と
あ
り
、本
条
と
同
様
に
「
祭
義
」
の
文
と
の
関
連
性
に
注
目
し
て
い
る
。

（
14
）「
焄
蒿
悽
愴
、
此
百
物
之
精
也
、
神
之
著
也
」　
『
禮
記
』「
祭
義
」「
衆
生
必

死
、死
必
歸
土
、此
之
謂
鬼
。
骨
肉
斃
于
下
陰
爲
野
土
。
其
氣
發
揚
于
上
爲
昭
明
。

焄
蒿
悽
愴
、
此
百
物
之
精
也
。
神
之
著
也
。」
鄭
玄
注
「
焄
謂
香
臭
也
。
蒿
謂

氣
烝
出
貌
也
。
上
言
衆
生
、
此
言
百
物
、
明
其
與
人
同
也
。
不
如
人
貴
爾
。」

（
15
）「
這
便
是
那
發
生
之
精
神
」　
「
精
神
」
は
生
き
生
き
と
し
て
い
る
さ
ま
、
力

強
い
さ
ま
。
許
少
峰
『
近
代
漢
語
大
詞
典
』「
精
神
」
①
形
容
氣
盛
、
勁
頭
足
。

『
水
滸
全
傳
』
第
六
七
回
：「
關
勝
遙
見
神
火
將
軍
越
闘
越
精
神
、
聖
水
將
無
半

點
惧
色
。」『
封
神
演
義
』
第
七
二
回
：「
你
把
吾
教
門
人
打
死
、
還
到
此
處
來

賣
精
神
。」（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
、
九
七
三
頁
）

（
16
）「
橫
渠
所
謂
二
氣
之
良
能
」　

本
条
注（
11
）参
照
。
張
載
の
発
言
の
根
拠
は
、

『
正
蒙
』「
太
和
」「
鬼
神
者
二
氣
之
良
能
也
。」
に
求
め
ら
れ
る
。

18
条

  
明
道
云
。
窮
理
者
、
非
謂
必
盡
窮
天
下
之
理
、
又
非
謂
止
窮
得
一
理
便
到
。
但

積
累
多
後
、
自
當
脫
然
有
悟
處
。
又
曰
。
自
一
身
之
中
以
至
萬
物
之
理
、
理
會
得

多
、
自
當
豁
然
有
箇
覺
處
。

  

今
人
務
博
者
却
要
盡
窮
天
下
之
理
、
務
約
者
又
謂
反
身
而
誠
、
則
天
下
之
物
無

不
在
我
者
、
皆
不
是
。
如
一
百
件
事
、
理
會
得
五
六
十
件
了
、
這
三
四
十
件
雖
未

一
二
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）



理
會
、
也
大
概
是
如
此
。

  
向
來
某
在
某
處
、有
訟
田
者
、契
數
十
本
、中
間
一
段
作
僞
。
自
崇
寧
、政
和
間
、

至
今
不
決
。
將
正
契
及
公
案
藏
匿
、
皆
不
可
考
。
某
只
索
四
畔
衆
契
、
比
驗
前
後

所
斷
、
情
僞
更
不
能
逃
者
。
窮
理
亦
只
是
如
此
。　

淳

  〔
参
考
〕

　

本
条
は
す
べ
て
巻
一
一
七
、
訓
門
人
五
、四
四
条
、
訓
陳
淳
中
に
内
包
さ
れ
る
。

　
『
語
類
』
巻
一
一
七
、
訓
門
人
五
、四
四
条
、
訓
陳
淳
（
Ⅶ2822-2823

）

　

程
先
生
曰
。
窮
理
者
、
非
謂
必
盡
窮
天
下
之
理
、
又
非
謂
止
窮
得
一
理
便
到
。

但
積
累
多
後
、
自
當
脫
然
有
悟
處
。
又
曰
。
自
一
身
之
中
以
至
萬
物
之
理
、
理
會

得
多
、
自
當
豁
然
有
箇
覺
處
。
今
人
務
博
者
却
要
盡
窮
天
下
之
理
、
務
約
者
又
謂

反
身
而
誠
、
則
天
下
之
物
無
不
在
我
、
此
皆
不
是
。
且
如
一
百
件
事
、
理
會
得

五
六
十
件
了
、
這
三
四
十
件
雖
未
理
會
、
也
大
概
可
曉
了
。
某
在
漳
州
、
有
訟
田

者
、
契
數
十
本
、
自
崇
寧
起
來
、
事
甚
難
考
。
其
人
將
正
契
藏
了
、
更
不
可
理
會
。

某
但
索
四
畔
衆
契
比
驗
、
四
至
昭
然
。
及
驗
前
後
所
斷
、
情
偽
更
不
能
逃
。
又
說
。

嘗
有
一
官
人
斷
爭
田
事
、
被
某
掇
了
案
、
其
官
人
却
來
那
穿
款
處
考
出
。
窮
理
亦

只
是
如
此
。

〔
校
勘
〕

〇
「
非
謂
必
盡
窮
天
下
之
理
」　

萬
曆
本
、
和
刻
本
は
「
盡
」
を
「

」
に
作
る
。

〇
「
自
當
豁
然
有
箇
覺
處
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。
下
文

　

並
び
に
同
じ
。

〇
「
今
人
務
博
者
却
要
盡
窮
天
下
之
理
」　

萬
曆
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は

「
博
」
を
「
愽
」
に
作
り
、伝
経
堂
本
は
「
却
」
を
「
卻
」
に
作
り
、和
刻
本
は
「
盡
」

　

を
「

」
に
作
る
。

〇
「
也
大
概
是
如
此
」　

成
化
本
、萬
曆
本
、呂
留
良
本
、伝
経
堂
本
、朝
鮮
古
写
本
、

　

朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
は
「
概
」
を
「

」
に
作
る
。

〇
「
至
今
不
決
」　

成
化
本
、萬
曆
本
、呂
留
良
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
決
」

　

を
「
决
」
に
作
る
。

〇
「
將
正
契
及
公
案
藏
匿
」　

萬
曆
本
、
和
刻
本
は
「
藏
」
を
「
蔵
」
に
作
る
。

〇
「
某
只
索
四
畔
衆
契
比
驗
」　

伝
経
堂
本
は
「
衆
」
を
「
眾
」
に
作
る
。

〇
「
前
後
所
斷
情
僞
更
不
能
逃
者
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
斷
」
を
「
断
」
に
作
り
、

　

萬
曆
本
は
「
能
」
を
「

」
に
作
る
。

〇
「
淳
」　

伝
経
堂
本
は
「
淳
」
を
「

」
に
作
る
。

〔
訳
〕

  

程
明
道
は
、「
理
を
窮
め
る
と
い
う
の
は
、
必
ず
天
下
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
理

を
窮
め
尽
く
す
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
一
つ
の
も
の
の
理
を
窮
め
る

だ
け
で
た
だ
ち
に
（
知
至
に
）
到
達
す
る
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。
た
だ
、
積
み

重
ね
が
多
く
な
っ
て
い
け
ば
、
お
の
ず
か
ら
ど
こ
か
か
ら
っ
と
会
得
す
る
境
地
が

存
在
す
る
も
の
だ
」
と
言
っ
た
。
ま
た
、「
自
分
自
身
の
こ
と
か
ら
万
物
の
理
に

至
る
ま
で
、
取
り
組
ん
だ
対
象
が
多
く
な
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
ど
こ
か
か
ら
っ
と

会
得
す
る
境
地
が
存
在
す
る
も
の
だ
」
と
も
言
っ
た
。

  

今
の
世
の
人
々
は
、
博
学
を
志
す
人
は
天
下
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
理
を
窮
め
尽

く
そ
う
な
ど
と
し
、簡
要
を
志
す
人
は
自
分
の
身
に
振
り
返
っ
て
誠
実
で
あ
れ
ば
、

天
下
の
も
の
の
う
ち
自
身
の
中
に
な
い
も
の
な
ど
な
い
、
と
い
う
が
、
ど
ち
ら
も

一
三
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
号



正
し
く
な
い
。
た
と
え
ば
百
個
の
物
事
が
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
五
、六
十
個
に
取

り
組
ん
だ
な
ら
、
残
っ
た
こ
の
三
、四
十
個
は
ま
だ
取
り
組
ん
で
い
な
く
と
も
、

お
お
む
ね
こ
れ
こ
れ
こ
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
、
と
わ
か
る
。

  

以
前
、
私
が
と
あ
る
場
所
に
い
た
時
、
田
地
の
境
界
を
め
ぐ
っ
て
訴
訟
を
起

こ
す
者
が
あ
っ
た
が
、
証
文
数
十
通
の
う
ち
の
一
通
が
偽
物
だ
っ
た
。
崇
寧

（
一
一
〇
二-

一
一
〇
六
）、
政
和
（
一
一
一
一-

一
一
一
七
）
年
間
か
ら
そ
の
時

に
至
る
ま
で
ず
っ
と
決
着
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。
本
物
の
証
文
と
裁
判
書
類
が

隠
さ
れ
て
し
ま
い
、ど
れ
も
調
べ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
の
だ
。
だ
が
、

私
が
当
該
の
田
地
と
境
界
を
接
す
る
四
方
の
土
地
の
証
文
を
探
し
出
し
、
ま
た
、

関
係
す
る
判
決
を
比
較
し
た
だ
け
で
、
事
の
真
偽
は
ま
っ
た
く
ご
ま
か
し
よ
う
が

な
く
な
っ
た
。理
を
窮
め
る
と
い
う
の
も
同
様
に
や
は
り
こ
う
い
う
こ
と
な
の
だ
。

　

陳
淳
録

〔
注
〕

（
１
）「
明
道
云
。
窮
理
者
、
非
謂
必
盡
窮
天
下
之
理
、
又
非
謂
止
窮
得
一
理
便
到
。

但
積
累
多
後
、
自
當
脫
然
有
悟
處
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
二
上
「
所
務
於
窮

理
者
、
非
道
須
盡
窮
了
天
下
萬
物
之
理
、
又
不
道
是
窮
得
一
理
便
到
。
只
是
要

積
累
多
後
、
自
然
見
去
。」
な
お
、
こ
こ
で
は
程
顥
の
発
言
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、内
容
か
ら
見
る
に
程
頤
の
発
言
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
語
類
』

本
文
に
於
け
る
「
明
道
」・「
伊
川
」
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
信
憑
性

が
高
く
な
く
、「
明
道
」
と
書
い
て
い
て
実
際
に
は
程
頤
の
発
言
で
あ
る
場
合

及
び
そ
の
逆
の
現
象
が
散
見
す
る
。

（
２
）「
又
曰
。
自
一
身
之
中
以
至
萬
物
之
理
、
理
會
得
多
、
自
當
豁
然
有
箇
覺
處
」

　

本
巻
一
六
条
の
注
に
既
出
。

（
３
）「
務
博
者
」　

こ
れ
と
下
の
「
務
約
者
」
と
の
対
比
は
、『
論
語
』「
雍
也
」「
子

曰
。
君
子
博
學
於
文
、
約
之
以
禮
、
亦
可
以
弗
畔
矣
夫
。」
を
踏
ま
え
る
。

（
４
）「
務
約
者
又
謂
反
身
而
誠
、
則
天
下
之
物
無
不
在
我
者
」　
『
孟
子
』「
盡
心
」

上
「
孟
子
曰
。
萬
物
皆
備
於
我
矣
。
反
身
而
誠
、
樂
莫
大
焉
。
強
恕
而
行
、
求

仁
莫
近
焉
。」
ま
た
、
訓
門
人
篇
訳
注
は
こ
の
「
務
約
者
」
に
つ
い
て
楊
時
と

の
関
係
性
を
指
摘
す
る
。「
巻
一
八
、一
〇
七
条
（
Ⅱ418

）
に
「
龜
山
說
、
只

反
身
而
誠
、
便
天
地
萬
物
之
理
在
我
。
胡
文
定
却
言
、
物
物
致
察
、
宛
轉
歸
己
。

見
雲
雷
、
知
經
綸
。
見
山
下
出
泉
、
知
果
行
之
類
。
惟
伊
川
言
不
可
只
窮
一
理
、

亦
不
能
徧
窮
天
下
萬
物
之
理
。
某
謂
、
須
有
先
後
緩
急
、
久
之
亦
要
窮
盡
。
如

正
蒙
是
盡
窮
萬
物
之
理
」
と
あ
り
、
同
じ
く
巻
六
二
、四
二
条
（
Ⅳ1489

）
に

「
近
世
如
龜
山
之
論
便
是
如
此
、
以
爲
反
身
而
誠
、
則
天
下
萬
物
之
理
皆
備
於

我
。
萬
物
之
理
、
須
你
逐
一
去
看
、
理
會
過
方
可
。
如
何
會
反
身
而
誠
了
、
天

下
萬
物
之
理
、
便
自
然
備
於
我
。
成
箇
甚
麼
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
も
楊

時
の
格
物
説
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
か
。
楊
時
の
格
物
説
に
つ
い
て
は
以
下

を
参
照
。『
龜
山
集
』
巻
一
八
、
書
三
（「
答
李
杭
」）「
明
善
在
致
知
、
致
知
在

格
物
。
號
物
之
多
、
至
於
萬
則
物
將
有
不
可
勝
窮
者
。
反
身
而
誠
、
則
舉
天
下

之
物
在
我
矣
。
詩
曰
、
天
生
烝
民
、
有
物
有
則
。
凡
形
色
具
於
吾
身
者
、
無
非

物
也
。
而
各
有
則
焉
。
反
而
求
之
、則
天
下
之
理
得
矣
。
由
是
而
通
天
下
之
志
、

類
萬
物
之
情
、
參
天
地
之
化
、
其
則
不
遠
矣
」。」（『「
朱
子
語
類
」
訳
注　

巻

百
十
七
～
百
十
八
』
九
五
頁
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
四
年
）

（
５
）「
向
來
某
在
某
處
」　

巻
一
一
七
、四
四
条
、訓
陳
淳
（
本
条
〔
参
考
〕
参
照
）

は
こ
の
部
分
を
「
某
在
漳
州
」
に
作
っ
て
お
り
、こ
れ
が
紹
煕
元
（
一
一
九
〇
）

一
三
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）



年
四
月
か
ら
翌
年
四
月
に
か
け
て
朱
子
が
知
漳
州
の
職
に
あ
っ
た
時
の
こ
と
と

わ
か
る
。知
漳
州
時
代
の
朱
子
が
断
訟
に
心
を
配
り
、活
躍
し
た
こ
と
は『
語
類
』

の
他
の
部
分
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
巻
一
〇
六
、外
任
、二
七
条
、葉
賀
孫
録（
Ⅶ

2647-2650
）「
某
在
漳
州
、
豊
憲
送
下
狀
如
雨
、
初
亦
為
隨
手
斷
幾
件
。
後
覺

多
了
、
恐
被
他
壓
倒
了
、
於
是
措
置
幾
隻
厨
子
在
廳
上
、
分
了
頭
項
。
送
下
訟

來
、
即
與
上
簿
。
合
索
案
底
、
自
入
一
厨
、
人
案
已
足
底
、
自
入
一
厨
。
一
日

集
諸
同
官
、
各
分
幾
件
去
定
奪
。
只
於
廳
兩
邊
設
幙
位
、
令
逐
項
敘
來
歷
、
未

後
擬
判
。
俟
食
時
、
即
就
郡
廚
辦
數
味
、
飲
食
同
坐
。
食
訖
、
即
逐
人
以
所
定

事
較
量
。
初
間
定
得
幾
箇
來
、
自
去
做
文
章
、
都
不
說
著
事
情
。
某
不
免
先
爲

畫
樣
子
云
、
某
官
今
承
受
提
刑
司
判
下
狀
係
某
事
。
一
、
甲
家
於
某
年
某
月
某

日
有
甚
干
照
、
計
幾
項
。
乙
家
於
某
年
某
月
某
日
有
甚
干
照
、
計
幾
項
、
逐
項

次
第
寫
令
分
明
。一
、甲
家
如
何
因
甚
麼
事
爭
起
到
官
、乙
家
如
何
來
解
釋
互
論
、

甲
家
又
如
何
供
對
已
前
事
分
明
了
。
一
、
某
年
某
月
某
日
如
何
斷
。
一
、
某
年

某
月
某
日
某
家
於
某
官
番
訴
、某
官
又
如
何
斷
。以
後
幾
經
番
訴
、並
畫
一
寫
出
、

後
面
却
點
對
以
前
所
斷
當
否
、
或
有
未
盡
情
節
、
擬
斷
在
後
。」
田
中
謙
二
『
朱

子
語
類
外
任
篇
訳
註
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
年
）
九
五-

一
一
七
頁
参
照
。

（
６
）「
契
數
十
本
」　
「
契
」
は
「
証
文
」。

（
７
）「
正
契
及
公
案
藏
匿
」　
「
正
契
」
は
「
本
物
の
証
文
」、「
公
案
」
は
「
裁
判

書
類
」。

19
条

　

問
。
窮
理
者
、
非
謂
必
盡
窮
天
下
之
理
、
又
非
謂
止
窮
得
一
理
便
到
、
但
積
累

多
後
、
自
當
脱
然
有
悟
處
。

　

曰
。
程
先
生
言
語
氣
象
自
活
、
與
衆
人
不
同
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
「
問
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
又
問
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
理
を
窮
め
る
と
は
、
ぜ
が
ひ
で
も
天
下
の
理
を
窮
め
尽
く
す
の
だ
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
ま
た
、
た
だ
一
つ
の
理
だ
け
を
窮
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
そ
れ
で

よ
い
、
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。
た
だ
理
を
窮
め
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
積
み
重
な

る
と
、
自
然
と
脱
然
と
会
得
す
る
境
地
が
存
在
す
る
の
だ
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

　

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
程
先
生
の
語
気
に
は
、
そ
の
場
そ
の
場
の
先
生
の

考
え
が
現
れ
た
独
特
な
表
現
が
取
ら
れ
て
お
り
、
常
人
と
は
違
う
の
だ
。」　

楊
道

夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
窮
理
者
云
々
」　

本
巻
一
八
条
注
（
１
）
参
照
。

（
２
）「
言
語
気
象
」　

語
気
。

（
３
）「
活
」　

生
き
生
き
し
て
い
る
こ
と
。「
活
溌
溌
」は
語
類
に
頻
出
。
こ
こ
で
は
、

固
定
し
た
表
現
を
取
ら
ず
、そ
の
場
の
条
件
に
応
じ
た
表
現
が
取
ら
れ
る
こ
と
。

『
中
庸
章
句
』
十
二
章
朱
注
「
程
子
曰
。
此
一
節
子
思
喫
緊
為
人
處
、活
潑
潑
地
、

讀
者
其
致
思
焉
。」

一
三
二

京
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20
条

　

器
遠
問
。
格
物
當
窮
究
萬
物
之
理
令
歸
一
、
如
何
。

　

曰
。
事
事
物
物
各
自
有
理
、
如
何
硬
要
捏
合
得
。
只
是
才
遇
一
事
、
即
就
一
事

究
竟
其
理
、
少
間
多
了
、
自
然
會
貫
通
。

　

如
一
案
有
許
多
器
用
、
逐
一
理
會
得
、
少
間
便
自
見
得
都
是
案
上
合
有
底
物
事
。

若
是
要
看
一
件
曉
未
得
、
又
去
看
一
樣
、
看
那
箇
未
了
、
又
看
一
樣
、
到
後
一
齊

都
曉
不
得
。

　

如
人
讀
書
、
初
未
理
會
得
、
却
不
去
究
心
理
會
、
問
他
易
如
何
、
便
説
中
間
説

話
與
書
甚
處
相
類
。
問
他
書
如
何
、
便
云
與
詩
甚
處
相
類
。
一
齊
都
沒
理
會
。

　

所
以
程
子
説
、
所
謂
窮
理
者
、
非
欲
盡
窮
天
下
之
理
、
又
非
是
止
窮
得
一
理
便

到
。
但
積
累
多
後
、
自
當
脱
然
有
悟
處
。
此
語
最
親
切
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
捏
合
」　

朝
鮮
整
版
本
巻
末
「
考
異
」「
捏
一
作
担
、而
註
曰
、音
擔
、排
也
。」

○
「
那
箇
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

◯
「
却
」　

伝
経
堂
本
は
「
卻
」
に
作
る
。

○
「
問
他
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
他
」
を
「
佗
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

〔
訳
〕

　

器
遠
が
質
問
し
た
。「
格
物
は
、
万
物
の
理
を
究
め
、
一
つ
の
理
に
統
一
さ
せ

る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
。」

　

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
事
事
物
物
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
理
が
あ
る
。
そ
れ
を

ど
う
し
て
む
り
や
り
ひ
と
つ
の
も
の
に
ま
と
め
あ
げ
よ
う
と
す
る
の
だ
。
た
だ
、

な
に
か
ち
ょ
っ
と
ひ
と
つ
の
も
の
ご
と
に
遭
遇
し
た
ら
も
う
、
す
ぐ
に
そ
の
も
の

ご
と
の
理
を
窮
め
つ
く
し
、
や
が
て
そ
れ
が
積
み
重
な
れ
ば
、
自
然
と
貫
通
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

た
と
え
ば
机
の
上
に
た
く
さ
ん
の
器
物
が
あ
る
場
合
、
一
つ
ず
つ
か
た
づ
け
て

い
け
ば
、
し
ば
ら
く
す
れ
ば
お
の
ず
と
す
べ
て
机
の
上
に
あ
る
も
の
は
そ
こ
に
あ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
あ
る
こ
と
を

考
え
て
、
そ
れ
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
、
そ
れ
と
は
別
の
似
た
よ
う
な
こ
と

を
考
え
よ
う
と
し
て
、
そ
れ
も
考
え
き
れ
ぬ
ま
ま
に
、
さ
ら
に
同
じ
よ
う
な
こ
と

を
考
え
て
い
く
と
、
結
局
す
べ
て
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

た
と
え
ば
人
が
本
を
読
む
場
合
、
全
く
理
解
で
き
て
い
な
い
の
に
、
そ
の
本
に

持
続
的
に
集
中
し
て
理
解
し
よ
う
と
し
な
い
人
は
、
彼
に
「『
易
』
は
ど
う
か
」

と
た
ず
ね
る
と
、「『
易
』
の
中
の
議
論
は
『
書
経
』
の
ど
こ
そ
こ
と
似
て
い
る
」

と
言
う
の
で
、そ
こ
で
彼
に
「『
書
経
』
は
ど
う
か
」
と
た
ず
ね
る
と
、今
度
は
「『
詩

経
』
の
ど
こ
そ
こ
と
似
て
い
る
」
と
答
え
る
の
み
で
、
一
切
が
み
な
理
解
で
き
ぬ

ま
ま
な
の
と
同
じ
だ
。

　

だ
か
ら
程
子
は
「
い
わ
ゆ
る
窮
理
と
は
、
天
下
の
理
を
窮
め
尽
く
す
こ
と
で
は

な
い
し
、
ま
た
た
だ
一
理
を
窮
め
る
こ
と
が
で
き
た
ら
そ
れ
で
よ
い
と
い
う
も
の

で
も
な
い
。
た
だ
そ
れ
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
多
く
な
れ
ば
、
自
然
と
脱
然

と
し
て
悟
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。」
と
言
う
の
だ
。
こ
の
こ
と
ば
が
最
も
ぴ
っ
た
り

く
る
。」　

葉
賀
孫
録

一
三
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）



〔
注
〕

（
１
）「
器
遠
」　

曹
叔
遠
、字
器
遠
、瑞
安
の
人
。『
宋
史
』
巻
四
一
六
、『
宋
元
學
案
』

巻
五
三
、『
朱
子
門
人
』
一
九
四
頁
。

（
２
）「
歸
一
」　

統
一
、一
致
さ
せ
る
。『
文
心
雕
龍
』宗
經「
致
化
歸
一
、分
教
斯
五
。」

（
３
）「
事
事
物
物
、
各
自
有
理
」　
『
大
学
或
問
』
経
一
章
「
能
知
所
止
、
則
方
寸

之
間
、
事
事
物
物
皆
有
定
理
矣
。」

（
４
）「
各
自
」　
「
自
」
は
副
詞
に
添
え
て
二
音
節
に
す
る
た
め
の
文
字
。

（
５
）「
硬
」　

む
り
や
り
。

（
６
）「
捏
合
得
」　

こ
ね
あ
げ
る
。
も
と
は
粘
土
で
形
を
つ
く
る
こ
と
。『
朱
子
語

類
考
文
解
義
』「
謂
不
可
強
令
歸
一
。」「
得
」
は
語
調
を
整
え
る
た
め
に
添
え

ら
れ
た
文
字
。

（
７
）「
究
竟
」  

き
わ
め
つ
く
す
。
通
常
は
副
詞
だ
が
こ
こ
で
は
動
詞
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。

（
８
）「
少
間
」　

し
ば
ら
く
す
る
と
、
や
が
て
。

（
９
）「
理
会
得
」　
「
理
会
」
は
も
と
は
「
と
り
く
む
」。
こ
こ
で
は
。
整
理
す
る
、

か
た
づ
け
る
の
意
。「
得
」
は
注
（
６
）
と
同
様
に
語
調
を
整
え
る
文
字
。

（
10
）「
器
用
」　

道
具
、
用
具
。
各
種
の
儀
礼
に
使
う
も
の
を
特
に
指
す
こ
と
も

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
日
常
の
器
物
。
具
体
的
に
朱
子
の
机
の
上
に
ど
ん
な
も
の

が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、『
語
類
』巻
一
一
、四
〇
条
、徐
㝢
録（
Ⅰ181

）「
因

提
案
上
藥
嚢
起
曰
。
如
合
藥
、
便
要
治
病
、
終
不
成
合
在
此
看
。
如
此
、
於
病

何
補
。」
同
巻
九
七
、二
二
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅶ2484

）「
因
指
案
上
花
瓶
云
、

花
瓶
便
有
花
瓶
底
道
理
。」

（
11
）「
去
看
一
様
」　
「
去
」
は
動
詞
の
前
に
つ
い
て
意
思
を
表
す
意
。
…
し
よ
う

と
す
る
。「
一
様
」
は
「
一
件
、
あ
る
い
は
一
種
の
意
」。
以
下
に
引
く
『
滄
浪

詩
話
』
の
荒
井
健
氏
の
解
説
（
中
国
文
明
選
『
文
学
論
集
』、
三
一
九
頁
、
朝

日
新
聞
社
、
一
九
七
二
年
）
参
照
。『
滄
浪
詩
話
』
詩
評
「
五
言
絶
句
、
衆
唐

人
是
一
様
、
少
陵
是
一
様
、
韓
退
之
是
一
様
、
王
荊
公
是
一
様
、
本
朝
諸
公
是

一
様
。」『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』
は
「
此
乃
牽
比
他
文
之
失
。」
と
し
て
、
以

下
の
条
を
参
照
す
る
。『
語
類
』
巻
一
一
八
、七
六
条
、甘
節
録
（
Ⅶ2857

）「
理

會
這
箇
、
且
理
會
這
箇
、
莫
引
證
見
、
相
將
都
理
會
不
得
。
理
會
「
剛
而
塞
」、

且
理
會
這
一
箇
剛
字
、
莫
要
理
會
「
沉
潜
剛
克
」。
各
自
不
同
。」（「
剛
而
塞
」

は
『
書
經
』「
大
禹
謨
」「
沉
潜
剛
克
」
は
同
洪
範
の
文
。）

（
12
）「
一
斉
」　

一
度
に
、
全
部
。

（
13
）「
究
心
」　

意
識
を
そ
こ
に
集
中
し
て
考
え
る
こ
と
。

（
14
）「
中
間
」　

な
か
、
内
部
。

（
15
）「
甚
處
」　

ど
こ
そ
こ
。不
特
定
の
場
所
を
指
す
。『
語
類
』巻
一
四
、一
六
一
条
、

楊
道
夫
録
（
Ⅰ279

）「
静
而
安
、
便
如
人
既
知
某
物
在
甚
處
、
某
物
在
甚
處
、

心
下
恬
然
無
復
不
安
。」

（
16
）「
親
切
」　

ぴ
っ
た
り
く
る
。『『
朱
子
語
類
』
訳
注　

巻
十
～
十
一
』

二
五
八
頁
の
注
を
参
照
。

21
条

　

問
。
知
至
若
論
極
盡
處
、
則
聖
賢
亦
未
可
謂
之
知
至
。
如
孔
子
不
能
證
夏
商
之

禮
、
孟
子
未
學
諸
侯
喪
禮
、
與
未
詳
周
室
班
爵
之
制
之
類
否
。

　

曰
。
然
。
如
何
要
一
切
知
得
。
然
知
至
只
是
到
脱
然
貫
通
處
、
雖
未
能
事
事
知

一
三
四

京
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府
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得
、
然
理
會
得
已
極
多
。
萬
一
有
插
生
一
件
差
異
底
事
來
、
也
都
識
得
他
破
。
只

是
貫
通
、
便
不
知
底
亦
通
將
去
。

　

某
舊
來
亦
如
此
疑
、
後
來
看
程
子
説
、
格
物
非
謂
欲
盡
窮
天
下
之
物
、
又
非
謂

只
窮
得
一
理
便
到
、
但
積
累
多
後
、
自
脱
然
有
悟
處
、
方
理
會
得
。　

僴

〔
校
勘
〕

○
「
挿
生
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
生
」
字
無
し
。

○
「
他
破
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
他
」
を
「
佗
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「「
知
至
る
」
に
つ
い
て
、
究
極
の
段
階
を
論
ず
る
な
ら
、
聖
人
と

い
え
ど
も
や
は
り
「
知
至
る
」
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
と

え
ば
孔
子
が
夏
や
殷
の
礼
を
証
拠
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
孟
子
が

諸
侯
の
喪
礼
を
学
ん
で
お
ら
ず
、
周
王
朝
の
爵
の
等
級
の
制
度
に
詳
し
く
な
か
っ

た
な
ど
の
類
い
が
そ
れ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」　

　

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
そ
う
だ
。
ど
う
し
て
す
べ
て
を
知
り
得
る
こ
と
な

ど
望
も
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、「
知
至
る
」
と
は
、
脱
然
貫
通
す
る
と
こ
ろ
ま

で
到
達
し
て
さ
え
い
れ
ば
、
す
べ
て
の
事
柄
を
知
り
得
て
い
な
く
て
も
、
理
解
で

き
た
も
の
は
既
に
き
わ
め
て
た
く
さ
ん
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
た
と
え
な
に
か

別
の
特
殊
な
出
来
事
に
遭
遇
し
て
も
、
や
は
り
み
な
そ
れ
を
看
破
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
。
貫
通
し
さ
え
す
れ
ば
、
知
ら
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
も
ま
た
そ
の

理
が
通
じ
て
い
く
の
だ
。

　

わ
た
し
も
か
つ
て
は
君
の
こ
の
話
の
よ
う
な
疑
問
を
持
っ
て
い
た
が
、
後
に
程

子
が
「
格
物
は
天
下
の
理
を
窮
め
尽
く
す
こ
と
で
は
な
い
し
、
ま
た
た
だ
一
理
を

窮
め
る
こ
と
が
で
き
た
ら
そ
れ
で
よ
い
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。
た
だ
そ
れ
を
積

み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
多
く
な
れ
ば
、自
然
と
脱
然
と
し
て
悟
る
と
こ
ろ
が
あ
る
」

と
言
っ
て
い
る
の
を
読
ん
で
、
初
め
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。」　

沈
僴

録〔
注
〕

（
１
）「
證
夏
商
之
礼
」　
『
論
語
』「
八
佾
」「
子
曰
夏
禮
吾
能
言
之
、杞
不
足
徴
也
。

殷
禮
吾
能
言
之
、
宋
不
足
徴
也
。
文
獻
不
足
故
也
。
足
則
吾
能
徴
之
矣
。」
朱

注
「
徴
、
證
也
。」

（
２
）「
未
學
諸
侯
喪
禮
」　
『
孟
子
』「
滕
文
公
」
上
「
諸
侯
之
禮
、
吾
未
之
學
也
。

雖
然
吾
嘗
聞
之
矣
。」

（
３
）「
周
室
班
爵
之
制
」　
『
孟
子
』「
万
章
」
下
「
北
宮
錡
問
曰
。
周
室
班
爵
禄

也
如
之
何
。
孟
子
曰
。
其
詳
不
可
得
聞
也
。」
朱
注
「
班
、
列
也
。」

（
４
）「
萬
一
」　

現
代
日
本
語
の
万
一
に
同
じ
。『
箋
注
陶
淵
明
集
』
巻
四
「
擬
古
」

其
六
「
萬
一
不
合
意
、
永
爲
世
笑
之
。」

（
５
）「
挿
生
一
件
差
異
底
事
來
」　
「
生
一
件
事
」
は
、
な
に
か
こ
と
が
ら
が
現
れ

る
こ
と
。『
語
類
』
巻
七
二
、一
七
条
、
陳
淳
録
（
Ⅴ1815

）「
問
。
程
子
説
感

應
在
學
者
日
用
言
之
則
何
如
。
曰
。
只
因
這
一
件
事
、
又
生
出
一
件
事
、
便
是

感
與
應
。
因
第
二
件
事
、
又
生
出
第
三
件
事
。」「
挿
」
は
、
こ
と
が
ら
が
ま
ぎ

れ
こ
ん
で
く
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
。
元
無
名
氏『
包
待
制
陳
州
糶
米
座
劇
』楔
子「
米

裏
面
再
挿
上
些
泥
土
糠
秕
、
則
還
他
箇
數
兒
罷
。」「
差
異
底
」
は
、
ち
が
っ
た

も
の
、特
殊
な
も
の
。『
語
類
』
巻
一
三
九
、五
三
条
、李
儒
用
録
（
Ⅷ3309

）「
歐

一
三
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）



公
文
章
及
三
蘇
文
好
、
説
只
是
平
易
説
道
理
、
初
不
曾
使
差
異
底
字
換
却
那
尋

常
底
字
。」

（
６
）「
只
是
貫
通
、
便
不
知
底
亦
通
将
去
」　
「
只
是
…
便
…
」
は
、
…
し
さ
え
す

れ
ば
…
と
な
る
。

（
７
）「
識
得
他
破
」　
「
識
破
」
は
「
看
破
す
る
」
の
意
。

（
８
）「
程
子
説
格
物
」　

説
の
趣
旨
は
第
一
八
条
の
注
（
１
）
所
引
の
程
説
に
同

じ
だ
が
、主
語
を
「
格
物
」
と
す
る
こ
と
、ま
た
「
天
下
之
理
」
で
は
な
く
「
天

下
之
物
」と
す
る
こ
と
は
、『
大
学
或
問
』所
引
に
一
致
す
る
。『
大
学
或
問
』「
又

曰
格
物
非
欲
盡
窮
天
下
之
物
、
但
於
一
事
上
窮
盡
、
其
他
可
以
類
推
。」

22
条

　

問
。
程
子
格
物
之
説
。

　

曰
。
須
合
而
觀
之
、
所
謂
不
必
盡
窮
天
下
之
物
者
、
如
十
事
已
窮
得
八
九
、
則

其
一
二
雖
未
窮
得
、
將
來
湊
會
、
都
自
見
得
。
又
如
四
旁
已
窮
得
、
中
央
雖
未
窮

得
、
畢
竟
是
在
中
間
了
、
將
來
貫
通
、
自
能
見
得
。
程
子
謂
但
積
累
多
後
、
自
當

脱
然
有
悟
處
、
此
語
最
好
。

　

若
以
爲
一
草
一
木
亦
皆
有
理
、
今
日
又
一
一
窮
這
草
木
是
如
何
、
明
日
又
一
一

窮
這
草
木
是
如
何
、
則
不
勝
其
繁
矣
。
蓋
當
時
也
只
是
逐
人
告
之
如
此
。　

䕫
孫

〔
校
勘
〕

○
「
今
日
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
今
日
來
」
に
作
る
。

○
「
明
日
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
明
日
來
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

程
子
の
格
物
の
説
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
こ
れ
は
ま
と
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。「
必
ず
し

も
天
下
の
物
を
極
め
尽
く
す
必
要
は
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、
た
と
え
ば

十
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
既
に
八
九
を
窮
め
尽
く
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
残
り
の

一
二
は
ま
だ
窮
め
ら
れ
て
い
な
く
て
も
、
将
来
そ
れ
ら
が
集
ま
っ
て
、
す
べ
て
自

然
と
わ
か
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
た
た
と
え
ば
、
四
周
が
既
に
窮

め
ら
れ
て
い
れ
ば
、
中
央
は
ま
だ
窮
め
ら
れ
て
い
な
く
て
も
、
結
局
は
そ
の
間
に

あ
る
の
だ
か
ら
、
い
つ
か
貫
通
し
て
、
自
然
と
わ
か
る
よ
う
に
な
る
。
程
子
は
、

た
だ
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
多
く
な
れ
ば
、
自
然
と
脱
然
と
し
て
わ
か
る
と
こ

ろ
が
あ
る
、
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
の
言
葉
が
も
っ
と
も
よ
い
。

　

も
し
、
一
草
一
木
そ
れ
ぞ
れ
に
も
み
な
理
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
今
日
も
ひ
と
つ

ひ
と
つ
こ
の
草
木
が
ど
う
な
の
か
を
窮
め
、
明
日
も
ひ
と
つ
ひ
と
つ
こ
の
草
木
が

ど
う
な
の
か
を
窮
め
て
い
く
の
だ
、
と
考
え
た
な
ら
、
こ
れ
は
煩
雑
さ
に
た
え
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
。
思
う
に
程
子
の
そ
の
時
々
の
発
言
は
、
た
だ
や
は
り
そ
の
場
の

相
手
の
状
態
に
応
じ
て
そ
の
よ
う
に
告
げ
た
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。」

〔
注
〕

（
１
）「
問
程
子
格
物
之
説
」　

は
っ
き
り
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
続
く
二
三

条
と
同
様
に
、
程
子
の
格
物
に
つ
い
て
の
複
数
の
発
言
の
間
に
異
同
が
あ
る
こ

と
を
質
問
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』
に
「
謂
程
子
説

有
両
説
不
同
、
如
此
段
初
云
天
下
之
物
不
必
盡
窮
、
又
云
一
草
一
物
皆
當
窮
之
、

其
説
不
同
。
而
各
意
義
今
當
幷
聚
而
観
之
、
各
極
其
趨
偏
於
一
也
。」

一
三
六
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（
２
）「
合
而
観
之
」　

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
ま
と
め
て
考
え
る
。『
語
類
』
巻

九
五
、一
六
一
条
、
陳
淳
録
（
Ⅵ2455

）「
李
問
。
仁
欲
以
公
愛
恕
三
者
、
合

而
觀
之
、
如
何
。
曰
。
公
在
仁
之
先
、
愛
恕
在
仁
之
後
。」

（
３
）「
不
必
盡
窮
天
下
之
物
者
」　

本
巻
一
八
条
注
（
１
）
を
参
照
。

（
４
）「
如
十
事
已
窮
得
八
九
」　

巻
一
五
、一
二
〇
条
、記
録
者
名
欠
（
Ⅰ305

）「
致

知
格
物
、
十
事
格
得
九
事
通
透
、
一
事
未
通
透
、
不
妨
。
一
事
只
格
得
九
分
、

一
分
不
透
、
最
不
可
。」
な
ら
び
に
同
条
注
（
３
）
を
参
照
。

（
５
）「
将
来
湊
會
」　
「
湊
會
」
は
、
集
ま
る
、
集
め
る
。
本
巻
一
五
条
注
（
３
）

「
湊
合
」
参
照
。
な
お
、「
持
ち
寄
っ
て
全
て
を
総
合
す
れ
ば
」
と
解
釈
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
総
合
し
て
帰
納
す
る
イ
メ
ー
ジ
。
本
巻
一
五
条
に「
積
習
既
多
、

自
當
脱
然
有
貫
通
處
、
乃
是
零
零
碎
碎
湊
合
將
來
、
不
知
不
覺
、
自
然
醒
悟
。」

と
あ
る
の
を
参
照
。

（
６
）「
四
旁
」　

四
周
。『
荀
子
』「
大
略
」「
欲
近
四
旁
、
莫
如
中
央
。」『
論
語
精

義
』
巻
三
下
「
謝
曰
。
知
博
而
不
知
約
、
則
失
於
無
統
。
知
約
而
不
知
博
、
則

失
於
無
徴
。
由
博
而
知
約
、
猶
知
四
旁
而
識
中
央
也
。」

（
７
）「
畢
竟
是
在
中
間
了
」　
「
畢
竟
…
了
」
は
、
結
局
は
…
な
の
だ
。「
了
」
は

肯
定
や
確
定
の
語
気
を
表
す
。『
語
類
』
巻
六
七
、一
五
八
条
、
暖
淵
録
（
Ⅴ

1677

）「
雖
是
未
形
、
然
畢
竟
是
有
箇
物
了
。」

（
８
）「
一
草
一
木
云
々
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
五
「
求
之
性
情
、
固
是
切
於

身
。
然
一
草
一
木
皆
有
理
、
須
是
察
。」

（
９
）「
逐
人
告
之
」　
「
逐
人
」
は
人
ご
と
に
、
相
手
に
応
じ
て
。
本
巻
二
五
条
参

照
。『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』「
謂
各
就
其
人
所
偏
而
告
之
。
故
其
言
亦
不
同
。」

〔
参
考
〕

　

本
巻
七
一
条
、
万
人
傑
録

　

或
問
程
子
致
知
格
物
之
説
不
同
。
曰
。
當
時
答
問
各
就
其
人
而
言
之
。
今
須
是

合
就
許
多
不
同
處
、
來
看
作
一
意
為
佳
。
且
如
既
言
不
必
盡
窮
天
下
之
物
、
又
云

一
草
一
木
亦
皆
有
理
。
今
若
於
一
草
一
木
上
理
會
、
有
甚
了
期
。
但
其
間
有
積
習

多
後
、
自
當
脱
然
有
貫
通
處
者
、
為
切
當
耳
。
今
以
十
事
言
之
、
若
理
會
得
七
八

件
、
則
那
兩
三
件
、
觸
類
可
通
。
若
四
旁
都
理
會
得
、
則
中
間
所
未
通
者
、
其
道

理
亦
是
如
此
。

23
条

　

問
。
程
子
言
今
日
格
一
件
、
明
日
格
一
件
、
積
習
既
久
、
自
當
脱
然
有
貫
通
處
。

又
言
格
物
非
謂
盡
窮
天
下
之
理
、但
於
一
事
上
窮
盡
、其
他
可
以
類
推
。二
説
如
何
。

　

曰
。
既
是
教
類
推
、
不
是
窮
盡
一
事
便
了
。
且
如
孝
、
盡
得
箇
孝
底
道
理
、
故

忠
可
移
於
君
、
又
須
去
盡
得
忠
、
以
至
於
兄
弟
、
夫
婦
、
朋
友
、
從
此
推
之
無
不

盡
窮
、
始
得
。

　

且
如
炭
、
又
有
白
底
、
又
有
黑
底
。
只
窮
得
黑
、
不
窮
得
白
、
亦
不
得
。
且
如

水
雖
是
冷
而
濕
者
、
然
亦
有
許
多
樣
、
只
認
冷
濕
一
件
、
也
不
是
格
。

　

但
如
今
下
手
、
且
須
從
近
處
做
去
。
若
幽
奧
紛
拏
、
却
留
向
後
面
做
。
所
以
先

要
讀
書
、
理
會
道
理
。
蓋
先
學
得
在
這
裏
、
到
臨
時
應
事
接
物
、
撞
著
便
有
用
處
。

　

且
如
火
爐
、
理
會
得
一
角
了
、
又
須
都
理
會
得
三
角
、
又
須
都
理
會
得
上
下
四

邊
、
方
是
物
格
。
若
一
處
不
通
、
便
非
物
格
也
。

　

又
曰
。
格
物
不
可
只
理
會
文
義
、
須
實
下
工
夫
格
將
去
、
始
得
。　

䕫
孫

一
三
七
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類
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一
〇
）



〔
校
勘
〕

○
「
其
他
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
他
」
を
「
佗
」
に
作
る
。

○
「
箇
孝
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
个
孝
」
に
作
る
。

○
「
只
認
」　

和
刻
本
は
「
只
思
」
に
作
る
。

◯
「
却
」　

伝
経
堂
本
は
「
卻
」
に
作
る
。

○
「
撞
著
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
著
」
を
「
着
」　

　

に
作
る
。

○
「
文
義
」　

成
化
本
は
「
文
」
を
「
又
」
に
作
る
。
朝
鮮
整
版
本
巻
末
「
考
異
」

　
「
文
義
、
文
一
誤
又
」

○
「
須
實
下
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
須
便
實
下
」
に
作
る
。

○
「
䕫
孫
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
履
孫
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「
程
子
は
「
今
日
ひ
と
つ
格
物
し
、
明
日
ひ
と
つ
格
物
し
、
そ
れ

を
積
み
重
ね
て
時
間
が
経
て
ば
、自
然
と
脱
然
と
し
て
貫
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
ま
た
、「
格
物
と
は
、
天
下
の
理
を
窮
め
つ
く
す
こ

と
を
言
う
の
で
は
な
く
、
た
だ
一
つ
の
事
柄
に
つ
い
て
窮
め
尽
く
せ
ば
、
そ
の
ほ

か
の
も
の
は
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
説

は
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
類
推
さ
せ
る
と
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
一
事
を

窮
め
れ
ば
そ
れ
で
終
わ
り
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
孝
に
つ
い
て
、
こ

の
孝
の
道
理
を
窮
め
尽
く
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
ら
、
そ
の
道
理
を
今
度
は
忠

と
し
て
君
に
移
す
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
忠
を
窮
め
尽
く
さ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
を
兄
弟
、
夫
婦
、
朋
友
に
推
し
進
め
、
そ
こ
か
ら
推
し
て

い
っ
て
、
も
う
こ
れ
以
上
窮
め
る
も
の
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
は
じ

め
て
よ
い
の
だ
。

　

た
と
え
ば
炭
で
言
う
と
、
白
い
炭
が
あ
り
、
黒
い
炭
が
あ
る
。
た
だ
黒
い
炭
だ

け
窮
め
て
、
白
い
炭
を
窮
め
な
い
な
ら
、
や
は
り
そ
れ
で
は
い
け
な
い
。
た
と
え

ば
水
で
言
う
と
、
水
は
冷
た
く
て
湿
っ
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
い
ろ
い

ろ
な
様
相
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
冷
た
く
湿
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
け
わ
か
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
で
は
「
格
」
で
は
な
い
の
だ
。
た
だ
し
、
い
ま
手

を
つ
け
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
る
べ
き
だ
。
幽
遠

な
と
こ
ろ
、
混
乱
し
た
と
こ
ろ
な
ど
は
、
か
え
っ
て
後
回
し
に
す
れ
ば
よ
い
の
だ
。

だ
か
ら
ま
ず
書
物
を
読
み
、
道
理
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。
思
う
に
、
ま

ず
こ
の
書
物
で
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
の
ち
に
現
実
の
な
か
で
事
物
に
対
応
す
る

時
に
、
そ
の
道
理
が
有
用
と
な
る
場
面
が
あ
る
の
だ
。

　

た
と
え
ば
火
鉢
の
よ
う
な
も
の
で
、
一
角
を
理
解
し
た
ら
、
さ
ら
に
残
り
の
三

つ
の
角
も
ち
ゃ
ん
と
理
解
す
べ
き
で
、
さ
ら
に
上
下
四
辺
の
す
べ
て
が
理
解
で
き

た
ら
、
そ
れ
で
は
じ
め
て
「
物い

格た

る
」
な
の
だ
。
も
し
一
箇
所
で
も
通
じ
て
い
な

い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
物い

格た

る
」
で
は
な
い
の
だ
。」

　

ま
た
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
格
物
と
は
、
た
だ
格
物
と
い
う
こ
と
ば
の
意
味
を
理

解
す
る
だ
け
で
は
だ
め
で
、
実
践
の
な
か
で
格
物
し
て
い
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て

よ
い
の
だ
。」　

林
䕫
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
今
日
格
一
件
」
云
　々

本
巻
七
条
、
注
（
２
）
参
照
。 一

三
八
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（
２
）「
格
物
非
謂
」
云
　々
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
五
「
格
物
窮
理
、
非
是
要

盡
窮
天
下
之
物
。
但
於
一
事
上
窮
盡
、
其
他
可
以
類
推
。
至
如
言
孝
、
其
所
以

為
孝
者
如
何
、
窮
理
如
一
事
上
窮
不
得
、
且
别
窮
一
事
、
或
先
其
易
者
、
或
先

其
難
者
、
各
隨
人
深
淺
。
如
千
蹊
萬
徑
、
皆
可
適
國
、
但
得
一
道
入
得
便
可
。

所
以
能
窮
者
、
只
為
萬
物
皆
是
一
理
、
至
如
一
物
一
事
、
雖
小
皆
有
是
理
。」

（
３
）「
既
是
教
類
推
」　
『
四
書
大
全
』
本
の
『
大
学
或
問
』
の
注
が
引
く
本
条
は

「
既
是
教
人
類
推
」
に
作
っ
て
い
る
。

（
４
）「
故
忠
可
移
於
君
」　
『
孝
経
刊
誤
』
伝
十
一
章
「
子
曰
。
君
子
之
事
親
孝
、

故
忠
可
移
於
君
。」

（
５
）「
黒
炭
、
白
炭
」　

通
常
の
黒
炭
と
異
な
り
、
白
炭
は
高
温
で
焼
き
、
釜
の

外
で
白
い
消
粉
で
消
す
の
で
白
く
な
る
。

（
６
）「
冷
而
濕
」　

水
の
性
質
が
「
冷
湿
」
で
あ
る
こ
と
は
、『
語
類
』
巻

六
七
、一
六
三
条
、
潘
時
挙
録
（
Ⅴ1678

）「
譬
如
一
淵
清
水
、
清
泠
徹
底
、

看
來
一
如
無
水
相
似
、
他
便
道
此
淵
只
是
空
底
、
却
不
曾
將
手
去
探
看
、
自
冷

而
濕
、
終
不
知
道
有
水
在
裏
面
、
此
釋
氏
之
見
正
如
此
。」
を
参
照
。

（
７
）「
下
手
、
且
須
從
近
處
做
去
」　
「
下
手
」
は
、
着
手
す
る
。
近
い
と
こ
ろ
か

ら
は
じ
め
な
さ
い
、
は
『
語
類
』
巻
八
、二
〇
条
、
周
明
作
録
（
Ⅰ131

）「
學

者
貪
高
慕
遠
、
不
肯
從
近
處
做
去
、
如
何
理
會
得
大
頭
項
底
。」
あ
る
い
は
同

巻
一
五
、一
三
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅰ284

）「
格
物
、
須
是
從
切
己
處
理
會
去
。」

を
参
照
。

（
８
）「
紛
拏
」　

混
乱
。「
紛
挐
」に
同
じ
。『
楚
辭
』「
九
思·

悼
亂
」「
嗟
嗟
兮
悲
夫
、

殽
亂
兮
紛
挐
。」

（
９
）「
却
留
向
後
面
做
」　
「
向
」
は
「
於
」
に
同
じ
。

（
10
）「
撞
」　
（
偶
然
に
）
出
会
う
。『
語
類
』
巻
二
、五
条
、沈
僴
録
（
Ⅰ12

）「
會

時
、
是
日
月
在
黃
道
赤
道
十
字
路
頭
相
交
處
廝
撞
着
。」
巻
一
五
、三
六
条
、
林

子
蒙
録
（
Ⅰ289

）「
格
物
窮
理
、有
一
物
便
有
一
理
。
窮
得
到
後
、遇
事
觸
物
、

皆
撞
著
這
道
理
。
事
君
便
遇
忠
、
事
親
便
遇
孝
、
居
處
便
恭
、
執
事
便
敬
、
與

人
便
忠
、
以
至
参
前
倚
衡
、
無
往
而
不
見
這
箇
道
理
。」

（
11
）「
火
爐
」　

ひ
ば
ち
。『
語
類
』
巻
一
八
、八
二
条
、
沈
僴
録
（
Ⅱ410

）「
如

一
爐
火
、
四
人
四
面
同
向
此
火
。
火
固
只
一
般
、
然
四
面
各
不
同
。
若
説
我

只
認
曉
得
這
是
一
堆
火
便
了
、
這
便
不
得
。
他
裏
面
玲
瓏
好
處
無
由
見
。」
同

巻
六
二
、一
四
六
条
、
孫
自
修
録
（
Ⅳ1517

）「
周
樸
純
仁
問
致
中
和
字
。
曰
。

致
字
是
只
管
挨
排
去
之
義
。
且
如
此
煖
閤
、
人
皆
以
火
爐
為
中
、
亦
是
須
要
去

火
爐
中
尋
箇
至
中
處
、
方
是
的
當
。」

（
12
）「
理
解
文
義
」　

読
書
を
通
し
て
格
物
す
る
こ
と
を
指
す
、と
も
解
釈
で
き
る
。

24
条

　

問
。
伊
川
論
致
知
處
云
、
若
一
事
上
窮
不
得
、
且
別
窮
一
事
。
竊
謂
致
之
爲
言
、

推
而
致
之
以
至
於
盡
也
。
於
窮
不
得
處
正
當
努
力
、
豈
可
遷
延
逃
避
、
別
窮
一
事

邪
。
至
於
所
謂
但
得
一
道
而
入
、
則
可
以
類
推
而
通
其
餘
矣
、
夫
專
心
致
志
、
猶

慮
其
未
能
盡
知
、
況
敢
望
以
其
易
而
通
其
難
者
乎
。

　

曰
。
這
是
言
隨
人
之
量
、
非
曰
遷
延
逃
避
也
。
蓋
於
此
處
既
理
會
不
得
、
若
專

一
守
在
這
裏
、
却
轉
昏
了
。
須
著
別
窮
一
事
、
又
或
可
以
因
此
而
明
彼
也
。　

道

夫

一
三
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）



〔
校
勘
〕

○
「
推
而
致
之
」　

成
化
本
、萬
暦
本
、朝
鮮
整
版
本
、和
刻
本
は
「
致
」
を
「
至
」

　

に
作
る
。
朝
鮮
整
版
本
巻
末
「
考
異
」
に
「
至
之
、
至
一
作
致
。」
と
あ
る
。

○
「
一
事
邪
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
邪
」
を
「
耶
」
に
作
る
。

○
「
但
得
一
道
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
仁
得
一
道
」
に
作
る
。

○
「
致
志
」　
「
考
異
」
に
「
致
志
、
志
一
作
誠
。」
と
あ
る
。

○
「
盡
知
」　

和
刻
本
は
「
知
」
を
「
如
」
に
作
る
。

○
「
昏
了
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
昏
」
を
「
昬
」
に
作
る
。

○
「
須
著
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
著
」
を
「
着
」　

　

に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「
伊
川
先
生
は
致
知
を
論
じ
て
、「
も
し
あ
る
ひ
と
つ
の
こ
と
が
ら

を
窮
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
し
ば
ら
く
別
の
こ
と
が
ら
を
窮
め
る
の
だ
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
わ
た
く
し
思
い
ま
す
に
、「
致
」
の
意
味
は
、「
推
し
す
す
め
て
、
究
極

の
所
ま
で
行
く
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
窮
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
こ
そ
努
力

す
べ
き
で
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
ぐ
ず
ぐ
ず
引
き
延
ば
し
て
結
局
そ
れ
を
避
け
て
別

の
こ
と
が
ら
を
窮
め
よ
う
と
し
て
よ
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
同
じ
と
こ
ろ
で
言
わ

れ
て
い
る
「
但
だ
一
道
を
得
て
入
れ
ば
、
則
ち
以
て
類
推
し
て
其
の
余
に
通
ず
べ

し
」
に
関
し
て
言
う
な
ら
、「
心
を
専
ら
に
し
て
志
を
致
し
」
て
さ
え
、
そ
れ
で

も
な
お
全
部
知
り
尽
く
し
て
い
な
い
こ
と
を
心
配
す
る
の
で
あ
っ
て
、
ま
し
て
や

簡
単
な
も
の
に
た
よ
っ
て
そ
れ
に
よ
っ
て
難
し
い
も
の
に
通
用
さ
せ
よ
う
な
ど
と

望
む
こ
と
な
ど
許
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
こ
れ
は
人
の
力
量
に
あ
わ
せ
て
言
わ
れ
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
引
き
延
ば
し
て
結
局
そ
れ
を
避
け
る
こ
と
を
言
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
。
思
う
に
、
あ
る
と
こ
ろ
で
理
解
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
も
し

ひ
た
す
ら
そ
こ
に
と
ど
ま
っ
て
考
え
続
け
る
と
、
か
え
っ
て
ど
ん
ど
ん
見
え
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
そ
の
場
合
は
必
ず
別
の
こ
と
が
ら
を
窮
め
る
べ
き
で
、
そ

う
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
が
ら
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
前
わ
か
ら
な

か
っ
た
も
の
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
。」　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
問
伊
川
」云
　々
『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』は「
此
並
下
二
條
皆
謂
別
窮
一
事
、

又
不
可
別
看
他
事
。」と
し
、以
下
の
条
を
参
照
す
る
。『
語
類
』巻
五
六
、四
五
条
、

銭
木
之
録
（
Ⅳ1334

）「
且
理
㑹
一
處
上
義
理
、
教
通
透
了
、
方
可
別
看
。
如

今
理
會
一
處
未
得
、
却
又
牽
一
處
来
滚
同
説
、
少
間
愈
無
理
會
處
。
聖
賢
説
話

各
有
旨
歸
、
且
與
他
就
逐
句
逐
字
上
理
會
去
。」

（
２
）「
一
事
上
」
云
　々

本
巻
二
三
条
注
（
２
）
参
照
。

（
３
）「
致
之
為
言
」　
『
大
学
章
句
』
経
、
朱
注
「
致
、
推
極
也
。」

（
４
）「
専
心
致
志
、
猶
慮
其
未
能
盡
知
」　
『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
今
夫
弈
之
為

數
、
小
數
也
、
不
專
心
致
志
、
則
不
得
也
。」
努
力
を
重
ね
て
も
な
お
「
未
能

盡
知
」
で
あ
る
の
で
は
と
考
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
語
類
』
巻
一
七
、五
九

条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅱ388

）「
如
切
如
磋
者
、
道
學
也
。
如
琢
如
磨
者
、
自
修
也
。

既
學
而
猶
慮
其
未
至
、
則
復
講
習
討
論
以
求
之
。」
を
参
照
。

（
５
）「
得
一
道
」
云
　々

本
条
注
（
２
）
参
照
。
な
お
、
現
在
の
『
河
南
程
氏
遺

書
』
が
「
得
一
道
入
得
便
可
」
と
す
る
の
を
『
或
問
』
は
「
得
一
道
入
得
、
便

一
四
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
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十
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可
類
推
而
通
其
餘
矣
」
と
し
て
引
い
て
お
り
、
本
条
は
『
或
問
』
本
に
一
致
す

る
。
ま
た
、「
推
類
以
通
其
餘
」
が
も
と
『
大
学
章
句
』
の
注
釈
に
存
在
し
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、『
語
類
』
巻
一
六
、三
〇
条
、
陳
淳
録
（
Ⅱ320

）
を
参
照
。

（
６
）「
正
當
努
力
」　
「
正
当
」
は
、
ま
さ
し
く
…
す
べ
き
。『
資
治
通
鑑
』
巻

一
一
五
「
陛
下
遭
堙
厄
之
運
、
正
當
努
力
自
強
、
以
壯
士
民
之
志
、
而
更
為
兒

女
子
泣
邪
。」

（
７
）「
遷
延
」　

ぐ
ず
ぐ
ず
す
る
。『
文
選
』
巻
一
九
「
登
徒
子
好
色
賦
」「
遷
延

而
辭
避
。」『
語
類
』
巻
一
二
九
、三
四
条
、
黄
義
剛
録
（
Ⅷ3092

）「
富
鄭
公

與
韓
魏
公
議
不
合
。
富
恨
之
、
至
不
弔
魏
公
喪
。
富
公
守
某
州
、
魯
直
為
尉
、

久
不
之
任
、
在
路
遷
延
。
富
有
所
聞
、
大
怒
、
及
到
、
遂
不
與
交
割
。」

（
８
）「
須
著
」　

必
ず
…
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

25
条

　

問
。程
子
若
一
事
上
窮
不
得
、且
別
窮
一
事
之
説
、與
中
庸
弗
得
弗
措
相
發
明
否
。

　

曰
。
看
來
有
一
樣
底
、
若
弗
得
弗
措
、
一
向
思
量
這
箇
、
少
間
便
會
擔
閣
了
。

若
謂
窮
一
事
不
得
、
便
掉
了
別
窮
一
事
、
又
輕
忽
了
、
也
不
得
。
程
子
爲
見
學
者

有
恁
地
底
、
不
得
已
説
此
話
。　

䕫
孫

〔
校
勘
〕

○
「
這
箇
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

○
「
擔
閣
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
擔
」
を
「
檐
」　

　

に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「
程
子
の「
一
つ
の
こ
と
が
ら
を
窮
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ら
、

し
ば
ら
く
別
の
こ
と
が
ら
を
窮
め
る
」
と
い
う
説
は
、『
中
庸
』
の
「
得
ず
ん
ば

措
か
ず
」
と
お
た
が
い
に
明
ら
か
に
し
あ
う
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
考
え
て
み
れ
ば
、
確
か
に
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い

る
の
だ
。
た
だ
、「
得
ず
ん
ば
措
か
ず
」
で
は
あ
る
が
、
ひ
た
す
ら
ひ
と
つ
の
こ

と
だ
け
を
わ
か
ら
な
い
ま
ま
考
え
つ
づ
け
て
し
ま
う
と
、
し
ば
ら
く
す
る
と
き
っ

と
わ
か
ら
な
い
ま
ま
そ
れ
を
ず
る
ず
る
引
き
ず
っ
て
先
に
進
め
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
つ
の
こ
と
が
ら
を
窮
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
対
象
を
と
り
か
え
て
別
の
こ
と
が
ら
を
窮
め
れ
ば
よ
い
、
と
言
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
そ
れ
は
ま
た
い
い
か
げ
ん
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
や
は
り
よ
く
な

い
。
程
子
は
、
学
ぶ
者
が
そ
ん
な
ふ
う
で
あ
る
の
を
見
て
取
っ
て
、
や
む
を
得
ず

こ
の
よ
う
に
語
っ
た
の
だ
。」　

林
䕫
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
弗
得
弗
措
」　
（
思
索
し
て
）
そ
の
理
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
得
ら
れ
る
ま

で
や
め
な
い
こ
と
。『
中
庸
章
句
』
二
〇
章
「
有
弗
思
、
思
之
弗
得
弗
措
也
。」

『
大
学
或
問
』「
又
有
以
今
日
格
一
物
明
日
格
一
物
、
為
非
程
子
之
言
者
。
則
諸

家
所
記
程
子
之
言
、
此
類
非
一
、
不
容
皆
誤
。
且
其
為
説
正
中
庸
學
問
思
辨
弗

得
弗
措
之
事
、
無
所
拂
於
理
者
。
不
知
何
所
病
而
疑
之
也
。」

（
２
）「
有
一
樣
底
」　
『
中
庸
』
も
程
子
も
本
当
に
言
い
た
い
こ
と
は
同
じ
で
あ
る

こ
と
。
な
お
『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』
は
「
謂
有
如
此
様
人
」
と
し
、
以
下
の

よ
う
な
あ
り
方
を
す
る
人
た
ち
が
い
る
、
と
い
う
意
に
解
す
る
。

一
四
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）



（
３
）「
少
間
」　

し
ば
ら
く
す
る
と
、
や
が
て
。

（
４
）「
一
向
」  

ひ
た
す
ら
。

（
５
）「
擔
閣
」　
「
擔
擱
」
に
同
じ
。
よ
く
な
い
状
態
を
ず
る
ず
る
引
き
ず
る
こ
と
。

『
語
類
』
卷
一
〇
、三
〇
条
、
沈
僴
録
（
Ⅰ164

）「
莫
要
瞻
前
顧
後
、
思
量
東

西
、少
間
擔
閣
一
生
、不
知
年
歲
之
老
。」『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』「
硬
窮
不
得
、

終
於
置
之
、
是
為
擔
閣
。」

（
６
）「
掉
」　

と
り
か
え
る
。

（
７
）「
有
恁
地
底
」　
『
中
庸
』
の
「
弗
得
弗
措
」
に
と
ら
わ
れ
て
、
一
つ
の
こ
と

か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
す
。

（
８
）「
説
此
話
」　

程
子
の
「
一
つ
の
こ
と
が
ら
を
窮
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
ら
、
し
ば
ら
く
別
の
こ
と
が
ら
を
窮
め
る
」
と
い
う
説
を
指
す
。『
朱
子
語

類
考
文
解
義
』
は
、
本
巻
一
二
三
条
を
参
照
す
る
が
、
そ
れ
は
前
条
注
（
１
）

の
銭
木
之
録
と
同
じ
内
容
で
あ
る
。
同
注
参
照
。

26
条

　

仁
甫
問
。
伊
川
説
、
若
一
事
窮
不
得
、
須
別
窮
一
事
、
與
延
平
之
説
如
何
。

　

曰
。
這
説
自
有
一
項
難
窮
底
事
。
如
造
化
・
禮
樂
・
度
數
等
事
、
是
卒
急
難
曉
、

只
得
且
放
住
。
且
如
所
説
春
秋
書
元
年
春
王
正
月
、
這
如
何
要
窮
曉
得
。
若
使
孔

子
復
生
、
也
便
未
易
理
會
在
。
須
是
且
就
合
理
會
底
所
在
理
會
。

　

延
平
説
、
是
窮
理
之
要
。
若
平
常
遇
事
、
這
一
件
理
會
未
透
、
又
理
會
第
二
件
、

第
二
件
理
會
未
得
、
又
理
會
第
三
件
。
恁
地
終
身
不
長
進
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
與
延
平
之
説
如
何
」　
「
延
平
之
説
」
を
朝
鮮
古
写
本
は
「
延
平
李
先
生
説
」

　

に
作
る
」

○
「
須
是
且
就
合
理
會
底
所
在
理
會
」　

諸
本
は
呂
留
良
本
も
含
め
て
「
底
」
を

　
「
易
」
に
作
り
、
伝
経
堂
本
の
み
「
底
」
に
作
る
。
賀
瑞
麟
「
朱
子
語
類
正
譌
」

　
「
理
會
　

原
作
易
、
據
周
本
改
。」

〔
訳
〕

　

仁
甫
（
徐
容
）
が
お
尋
ね
し
た
。「
伊
川
（
程
頤
）
は
「（
格
物
窮
理
に
際
し
て
）

も
し
も
一
つ
の
事
柄
に
つ
い
て
窮
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
別
の
事
柄

に
つ
い
て
窮
め
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
。」
と
説
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
説
は
延
平

（
李
侗
）
の
説
（
一
つ
の
事
柄
を
窮
め
尽
く
し
て
か
ら
、別
の
事
柄
に
取
り
か
か
れ
、

と
の
説
）
と
比
較
し
て
み
て
、
如
何
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
「
こ
れ
は
、
窮
め
る
こ
と
が
難
し
い
事
柄
も
当
然
有
る
、
と
い
う
こ
と
を

述
べ
た
も
の
だ
。
造
化
の
営
み
、
礼
楽
の
制
度
、
度
数
（
天
体
や
器
物
な
ど
に
関

す
る
計
測
値
）
等
の
事
柄
は
、に
わ
か
に
は
明
ら
か
に
し
難
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、

と
り
あ
え
ず
は
棚
上
げ
に
し
て
お
く
他
は
な
い
。
例
え
ば
あ
の
『
春
秋
』
に
記
さ

れ
た
「
元
年
春
王
正
月
」
な
ど
、
こ
ん
な
も
の
は
ど
う
し
て
窮
め
明
ら
め
る
必
要

が
有
ろ
う
。
仮
に
孔
子
が
（
今
の
世
に
）
再
び
生
ま
れ
出
た
と
し
て
も
、
や
は
り

す
ぐ
に
は
理
解
し
難
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。（
こ
う
い
う
場
合
に
は
）
差
し
あ
た
り
、

理
解
す
べ
き
別
の
事
柄
の
所
在
に
即
し
て
理
解
す
る
よ
う
に
す
べ
き
な
の
だ
。

　

延
平
が
説
い
て
い
る
の
は
、（
よ
り
一
般
的
な
）
窮
理
の
要
点
だ
。
平
素
、
何

ら
か
の
事
柄
に
直
面
し
た
際
、
こ
の
一
件
の
事
柄
に
対
す
る
理
解
が
ま
だ
透
徹
し

一
四
二

京
都
府
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大
学
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術
報
告
「
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文
」
第
七
十
号



て
も
い
な
い
の
に
、
更
に
第
二
件
を
理
解
し
よ
う
と
し
、
そ
の
第
二
件
が
ま
だ
理

解
で
き
て
も
い
な
い
の
に
、
更
に
第
三
件
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
。
そ
ん
な
こ
と

で
は
一
生
、
進
歩
は
な
い
の
だ
。」　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
仁
甫
問
」　
「
仁
甫
」
は
徐
容
、
字
仁
父
。『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
載
。

（
２
）「
伊
川
説
、
若
一
事
窮
不
得
、
須
別
窮
一
事
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
五

「
格
物
窮
理
、
非
是
要
盡
窮
天
下
之
物
。
但
於
一
事
上
窮
盡
、
其
他
可
以
類
推
。

至
如
言
孝
、
其
所
以
為
孝
者
、
如
何
。
窮
理
（
一
無
此
二
字
）
如
一
事
上
窮
不

得
、
且
别
窮
一
事
。
或
先
其
易
者
、
或
先
其
難
者
、
各
隨
人
深
淺
。
如
千
蹊
萬

徑
、皆
可
適
國
。
但
得
一
道
入
得
、便
可
。
所
以
能
窮
者
、只
為
萬
物
皆
是
一
理
。

至
如
一
物
一
事
雖
小
、
皆
有
是
理
。」
こ
の
語
は
『
大
学
或
問
』
に
も
引
か
れ

て
い
る
。
但
し
文
言
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
。『
大
学
或
問
』「
又
曰
。
格
物
非

欲
盡
窮
天
下
之
物
。
但
於
一
事
上
窮
盡
、
其
他
可
以
類
推
。
至
於
言
孝
、
則
當

求
其
所
以
為
孝
者
如
何
。
若
一
事
上
窮
不
得
、
且
别
窮
一
事
。
或
先
其
易
者
、

或
先
其
難
者
、
各
隨
人
淺
深
。
譬
如
千
蹊
萬
徑
、
皆
可
以
適
國
。
但
得
一
道
而

入
、
則
可
以
推
類
而
通
其
餘
矣
。
蓋
萬
物
各
具
一
理
而
萬
理
同
出
一
原
、
此
所

以
可
推
而
無
不
通
也
。」

（
３
）「
與
延
平
之
説
如
何
」　

延
平
は
李
侗
（
一
〇
九
三
～
一
一
六
三
）
の
号
。

李
侗
は
朱
熹
の
早
年
期
の
師
。
李
侗
の
語
は
『
大
学
或
問
』
所
引
に
見
え
る
。

『
大
学
或
問
』「
間
獨
惟
念
、
昔
聞
延
平
先
生
之
敎
、
以
為
為
學
之
初
、
且
當
常

存
此
心
、勿
為
他
事
所
勝
。
凡
遇
一
事
、即
當
且
就
此
事
反
復
推
尋
、以
究
其
理
、

待
此
一
事
融
釋
脫
落
、
然
後
循
序
少
進
而
别
窮
一
事
。
如
此
既
久
、
積
累
之
多
、

胸
中
自
當
有
洒
然
處
、
非
文
字
言
語
之
所
及
也
。
詳
味
此
言
、
雖
其
規
模
之
大
、

條
理
之
密
、
若
不
逮
於
程
子
、
然
其
工
夫
之
漸
次
、
意
味
之
深
切
、
則
有
非
他

說
所
能
及
者
。
惟
嘗
實
用
力
於
此
者
為
能
有
以
識
之
、
未
易
以
口
舌
爭
也
。」

但
し
李
侗
の
こ
の
語
は
『
延
平
答
問
』
に
は
未
見
。
な
お
『
大
学
或
問
』
の
内

容
に
関
連
す
る
条
を
『
語
類
』
か
ら
引
い
て
お
く
。『
語
類
』
巻
一
八
、一
二
三

条
、
李
壯
祖
録
（
Ⅱ422

）「
李
堯
卿
問
。
延
平
言
窮
理
工
夫
、
先
生
以
為
不

若
伊
川
規
模
之
大
、
條
理
之
密
。
莫
是
延
平
教
人
窮
此
一
事
、
必
待
其
融
釋
脫

落
、
然
後
别
窮
一
事
、
設
若
此
事
未
窮
、
遂
為
此
事
所
拘
、
不
若
程
子
若
窮
此

事
未
得
、
且
别
窮
之
言
為
大
否
。
曰
。
程
子
之
言
誠
善
。
窮
一
事
未
透
、
又
便

别
窮
一
事
亦
不
得
。
彼
謂
有
甚
不
通
者
、不
得
已
而
如
此
耳
。
不
可
便
執
此
説
、

容
易
改
換
、
却
致
工
夫
不
專
一
也
。」

（
４
）「
禮
樂
度
數
」　

礼
楽
の
制
度
や
天
体
器
物
等
の
計
測
値
。
同
様
の
用
例
を

挙
げ
て
お
く
。『
語
類
』
巻
一
三
七
、一
七
条
、沈
僩
録
（
Ⅷ3255

～3256

）「
殊

不
知
孔
子
之
時
、
接
乎
三
代
、
有
許
多
典
謨
訓
誥
之
文
、
有
許
多
禮
樂
法
度
名

物
度
數
、
數
聖
人
之
典
章
皆
在
。」

（
５
）「
卒
急
難
曉
」　
「
卒
急
」
は
倉
卒
に
、
に
わ
か
に
。

（
６
）「
只
得
且
放
住
」　
「
只
得
」
は
、…
す
る
し
か
な
い
。「
且
」
は
、し
ば
ら
く
、

さ
し
あ
た
り
。「
放
」
は
、
置
く
。「
住
」
は
動
詞
の
後
に
つ
い
て
不
動
性
を
表

す
。
こ
こ
で
の
「
放
住
」
は
、棚
上
げ
す
る
、ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
、捨
て
置
く
。

（
７
）「
且
如
所
説
」　
「
且
如
」
は
例
え
ば
。「
所
説
」
は
、
所
謂
、
例
の
、
あ
の
。

（
８
）「
春
秋
書
元
年
春
王
正
月
」　

春
秋
十
二
公
の
う
ち
、
六
月
に
即
位
し
た
定

公
を
除
く
十
一
公
の
経
文
は
、
全
て
「
元
年
春
王
正
月
」
で
書
き
出
さ
れ
て
い

る
。『
春
秋
左
氏
伝
』
隱
公
元
年
、
経
「
元
年
春
王
正
月
」
杜
預
注
「
隠
公
之

一
四
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）



始
年
、
周
王
之
正
月
也
。
凡
人
君
即
位
、
欲
其
體
元
以
居
正
、
故
不
言
一
年
一

月
也
」
同
、
定
公
元
年
、
経
「
元
年
春
王
」
杜
預
注
「
公
之
始
年
而
不
書
正
月
、

公
卽
位
在
六
月
故
。」こ
こ
で
朱
熹
が「
元
年
春
王
正
月
」を
難
解
と
す
る
の
は
、

『
春
秋
』
経
文
に
い
う
正
月
が
、
夏
正
（
建
寅
一
月
為
正
）・
殷
正
（
建
丑
十
二

月
為
正
）・
周
正
（
建
子
十
一
月
為
正
）
の
所
謂
三
正
の
う
ち
夏
正
か
周
正
か
、

と
い
う
問
題
を
含
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
胡
安
国
（
一
〇
七
四
～

一
一
三
八
）
の
『
胡
氏
春
秋
伝
』
は
こ
れ
を
夏
正
と
す
る
が
、
朱
熹
は
判
断
を

保
留
し
て
い
る
如
く
で
あ
る
。『
胡
氏
春
秋
伝
』隠
公「
元
年
春
王
正
月
」注「
乃

以
夏
時
冠
周
月
、
何
哉
。
聖
人
語
顔
回
以
為
邦
、
則
曰
、
行
夏
之
時
。
作
春
秋

以
經
世
、
則
曰
、
春
王
正
月
。
此
見
諸
行
事
之
驗
也
。
…
以
夏
時
冠
月
、
垂
法

後
世
、
以
周
正
紀
事
、
示
無
其
位
、
不
敢
自
專
也
。
其
旨
㣲
矣
。」『
語
類
』
巻

八
三
、五
六
条
、
陳
淳
録
（
Ⅵ2158

）「
問
。
春
王
正
月
、
是
用
周
正
、
用
夏
正
。

曰
。
兩
邊
都
有
證
據
、
将
何
從
。（
原
注
「
義
剛
録
云
。
這
箇
難
稽
考
、
莫
去

理
㑹
這
箇
。」）
某
向
來
只
管
理
㑹
此
、
不
放
下
、
竟
擔
閣
了
。
吾
友
讀
書
不
多
、

不
見
得
此
等
處
。」
な
お
胡
安
国
説
に
対
す
る
朱
熹
の
見
解
等
に
関
し
て
は
『
朱

文
公
文
集
』
巻
四
三
「
答
林
擇
之
」
第
一
二
書
（「
所
論
大
抵
皆
得
之
」
云
々
）

を
参
照
。

（
９
）「
若
使
孔
子
復
生
」　
「
若
使
」
は
仮
定
を
表
す
。
も
し
、仮
に
。「
孔
子
復
生
」

に
つ
い
て
、
類
似
の
表
現
を
挙
げ
て
お
く
。『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
「
聖
人
復

起
、必
從
吾
言
矣
。」『
孟
子
』「
滕
文
公
」
下
「
聖
人
復
起
、不
易
吾
言
矣
。」『
語

類
』
巻
一
一
四
、一
四
条
、訓
葉
賀
孫
（
Ⅶ2757

）「
某
嘗
謂
、雖
使
聖
人
復
生
、

亦
只
將
六
經
語
孟
之
所
載
者
、
循
而
行
之
、
必
不
更
有
所
作
為
。」
な
お
こ
こ

で
孔
子
の
名
が
持
ち
出
さ
れ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
孔
子
を
『
春
秋
』
の

編
纂
者
だ
と
す
る
伝
承
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。『
孟
子
』「
滕
文
公
」下「
世

衰
道
微
、
邪
說
暴
行
有
作
。
臣
弒
其
君
者
有
之
、
子
弒
其
父
者
有
之
。
孔
子
懼
、

作
春
秋
。」

（
10
）「
也
便
未
易
理
會
在
」　
「
也
」
は
、や
は
り
。「
便
」
は
、す
ぐ
に
、直
ち
に
。

「
理
會
」
は
、
取
り
組
む
、
理
解
す
る
。
こ
こ
で
は
後
者
の
意
。「
在
」
は
句
末

の
助
字
、
断
定
の
意
を
表
す
。

（
11
）「
須
是
且
就
合
理
會
底
所
在
理
會
」　

校
勘
で
も
触
れ
た
通
り
、諸
本
は
「
底
」

を「
易
」に
作
る
。
因
み
に
呂
留
良
本
は「
須
是
且
就
合
理
會
。
易
所
在
理
會
。」

の
よ
う
に
句
読
を
切
っ
て
い
る
。
ま
た
『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』
は
「
易
所
在

易
暁
之
處
、
須
先
理
會
。」
と
の
注
釈
を
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
参
照
の
上
、

諸
本
に
従
っ
て
当
該
箇
所
を
訳
せ
ば
、「
差
し
あ
た
り
、
理
解
す
べ
き
所
に
即

し
て
理
解
し
、
理
解
し
や
す
い
所
か
ら
理
解
す
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
。」
と
の

意
に
な
ろ
う
。
但
し
こ
こ
で
は
伝
経
堂
本
及
び
底
本
の
テ
キ
ス
ト
に
従
っ
て
訳

出
し
た
。

（
12
）「
恁
地
終
身
不
長
進
」　
「
恁
地
」
は
、
こ
の
よ
う
に
。「
長
進
」
は
、
進
歩
。

27
条

　

陶
安
國
問
。
千
蹊
萬
徑
、
皆
可
適
國
。
國
、
恐
是
譬
理
之
一
源
處
。
不
知
從
一

事
上
便
可
窮
得
到
一
源
處
否
。

　

曰
。
也
未
解
便
如
此
。
只
要
以
類
而
推
。
理
固
是
一
理
。
然
其
間
曲
折
甚
多
。

須
是
把
這
箇
做
樣
子
、
却
從
這
裏
推
去
始
得
。

　

且
如
事
親
、
固
當
盡
其
事
之
之
道
。
若
得
於
親
時
是
如
何
、
不
得
於
親
時
又
當

一
四
四

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
号



如
何
。
以
此
而
推
之
於
事
君
、
則
知
得
於
君
時
是
如
何
、
不
得
於
君
時
又
當
如
何
。

推
以
事
長
、
亦
是
如
此
。
自
此
推
去
、
莫
不
皆
然
。　

時
擧

〔
校
勘
〕

○
「
千
蹊
萬
徑
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
徑
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
恐
是
譬
理
之
一
源
處
」　

和
刻
本
は
「
源
」
を
「
原
」
に
作
る
。

○
「
皆
可
適
國
國
恐
是
譬
理
之
一
源
處
」　

万
暦
本
、和
刻
本
は
二
文
字
目
の
「
國
」

　

を
「

」
に
作
る

○
「
也
未
解
便
如
此
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
解
」
を
「
觧
」
に
作
る
。

○
「
須
是
把
這
箇
做
樣
子
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

陶
安
国
が
お
尋
ね
し
た
。「（
伊
川
の
語
の
）「
千
の
蹊み
ち

も
万
の
径こ
み
ちも
、（
最
終
的

に
は
）
そ
の
ど
れ
も
国み
や
こに
た
ど
り
着
け
る
の
だ
。」
と
い
う
場
合
の
「
国
」
と
は
、

理
の
一
源
の
と
こ
ろ
を
喩
え
た
も
の
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
た
だ
一
つ

の
事
柄
に
即
す
る
だ
け
で
、
そ
れ
で
も
う
一
源
の
と
こ
ろ
に
ま
で
窮
め
至
る
こ
と

な
ど
、
果
た
し
て
で
き
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
「
や
は
り
、
に
わ
か
に
そ
こ
ま
で
い
き
つ
く
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

た
だ
、
類
推
し
て
み
る
こ
と
が
肝
要
だ
。
理
は
、
も
と
よ
り
（
同
じ
）
一
つ
の
理

に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
こ
に
含
ま
れ
る
具
体
的
詳
細
は
、
極
め
て
多
岐
に
わ

た
る
。そ
れ
故
に
是
非
と
も
、（
ま
ず
は
）こ
の
一
つ
の
事
柄
に
即
し
て（
そ
の
理
を
）

規
準
に
し
、
そ
の
上
で
そ
こ
か
ら
（
他
の
事
柄
へ
と
）
類
推
し
て
い
く
、
と
い
う

よ
う
で
あ
っ
て
こ
そ
よ
い
の
だ
。

　

例
え
ば
親
に
お
事
え
す
る
場
合
、
も
ち
ろ
ん
親
に
お
事
え
す
る
道
を
尽
く
す
べ

き
だ
。
親
の
意
に
適
っ
て
い
る
時
に
は
ど
う
か
、
親
の
意
に
適
わ
な
か
っ
た
時
に

は
ど
う
す
べ
き
な
の
か
。
こ
こ
か
ら
そ
れ
を
主
君
に
お
事
え
す
る
場
合
に
ま
で
類

推
し
て
い
け
ば
、
主
君
の
意
に
適
っ
て
い
る
時
に
は
ど
う
か
、
主
君
の
意
に
適
わ

な
か
っ
た
時
に
は
ど
う
す
べ
き
か
も
、
わ
か
る
よ
う
に
な
る
。
年
長
者
に
お
事
え

す
る
場
合
に
ま
で
類
推
し
て
み
て
も
、
同
様
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
更
に
他
に
類
推

し
て
い
け
ば
、
一
つ
と
し
て
同
様
で
な
い
も
の
は
な
い
。」　

潘
時
挙
録

〔
注
〕

（
１
）「
陶
安
國
」　

諱
・
本
貫
と
も
未
詳
。『
朱
子
門
人
』
二
二
六
頁
は
、『
語
類
』

に
お
け
る
門
人
の
記
載
は
全
て
字
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
安
國
は
字
で
あ

ろ
う
と
推
定
す
る
。
ま
た
『
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
』
二
八
四
頁
に
は
、
長
沙
期

に
お
け
る
師
事
が
想
定
さ
れ
る
と
あ
る
。『
語
類
』
巻
一
六
、二
三
一
条
、
董
銖

録
に
既
出
。

（
２
）「
千
蹊
萬
徑
、
皆
可
適
國
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
五
、
及
び
『
大
学
或

問
』。
前
条
に
既
出
。
前
条
注
参
照
。
こ
こ
で
の
「
國
」
は
、
国
都
の
意
。『
朱

子
語
類
考
文
解
義
』「
國
謂
國
都
。」
范
仲
淹
『
范
文
正
集
』
巻
七
「
岳
陽
樓
記
」

「
登
斯
樓
也
、
則
有
去
國
懷
鄉
、
憂
讒
畏
譏
、
滿
目
蕭
然
、
感
極
而
悲
者
矣
。」

（
３
）「
恐
是
譬
理
之
一
源
處
」　
『
大
学
或
問
』「
譬
如
千
蹊
萬
徑
、
皆
可
以
適
國
。

但
得
一
道
而
入
、
則
可
以
推
類
而
通
其
餘
矣
。
蓋
萬
物
各
具
一
理
而
萬
理
同
出

一
原
、
此
所
以
可
推
而
無
不
通
也
。」「
理
之
一
源
」
に
関
し
て
は
、
以
下
も
参

照
の
こ
と
。『
語
類
』
巻
二
七
、五
六
条
、
周
明
作
録
（
Ⅱ686

）「
先
生
問
坐

間
學
者
云
。吾
道
一
以
貫
之
、如
何
是
曾
子
但
未
知
體
之
一
處
。…
這
一
箇
道
理
、

一
四
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）



從
頭
貫
将
去
。
如
一
源
之
水
、
流
出
為
千
條
萬
派
、
不
可
謂
下
流
者
不
是
此
一

源
之
水
。」『
語
類
』
巻
四
一
、二
二
条
、
潘
植
録
（
Ⅲ1049

）「
禮
儀
三
百
威

儀
三
千
、
却
只
是
這
箇
道
理
。
千
條
萬
緒
、
貫
通
來
、
只
是
一
箇
道
理
。
夫
子

所
以
說
吾
道
一
以
貫
之
、
曾
子
曰
、
忠
恕
而
已
矣
、
是
也
。
盖
為
道
理
出
來
處
、

只
是
一
源
、
散
見
事
物
、
都
是
一
箇
物
事
做
出
底
。」

（
４
）「
不
知
從
一
事
上
便
可
窮
得
到
一
源
處
否
」　
「
不
知
…
否
」
は
、
果
た
し
て

…
な
の
で
あ
ろ
う
か
。「
便
」
は
、
す
ぐ
に
、
直
ち
に
。「
窮
得
到
一
源
處
」
は
、

一
源
の
所
に
ま
で
窮
め
至
れ
る
。「
得
到
」
は
動
詞
の
後
ろ
に
つ
い
て
、
そ
の

動
作
が
あ
る
位
置
や
程
度
・
目
的
（
物
）
に
到
達
し
得
る
こ
と
を
表
す
。

（
５
）「
也
未
解
便
如
此
」　
「
也
」
は
、
や
は
り
。「
解
」
は
、
で
き
る
。「
便
」
は
、

す
ぐ
に
、
直
ち
に
。

（
６
）「
只
要
以
類
而
推
」　
「
只
要
」は
、た
だ
…
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
。「
以
類
而
推
」

は
、
類
推
す
る
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
五
「
格
物
窮
理
、
非
是
要
盡
窮
天

下
之
物
。
但
於
一
事
上
窮
盡
、
其
他
可
以
類
推
至
。」

（
７
）「
理
固
是
一
理
、
然
其
間
曲
折
甚
多
」　

理
は
あ
く
ま
で
も
一
理
だ
が
、
そ

の
具
体
的
な
現
れ
方
は
極
め
て
多
様
で
あ
る
、
と
の
意
。
次
条
の
「
理
皆
同
出

一
原
。
但
所
居
之
位
不
同
、
則
其
理
之
用
不
一
」
も
同
趣
旨
。「
其
間
」
は
、

そ
こ
。「
曲
折
」
は
、
細
々
と
し
た
事
柄
、
細
部
、
具
体
的
詳
細
。『
語
類
』
巻

一
四
、一
五
七
条
、
胡
泳
録
「
如
平
時
知
得
為
子
當
孝
、
為
臣
當
忠
、
到
事
親

事
君
時
、則
能
思
慮
其
曲
折
精
微
而
得
所
止
矣
。」『
語
類
』
巻
一
五
、一
三
八
条
、

周
明
作
録
「
又
問
。
大
學
表
裏
精
粗
如
何
。
曰
。
自
是
如
此
。
粗
是
大
綱
、
精

是
裏
面
曲
折
處
。」

（
８
）「
須
是
把
這
箇
做
樣
子
、
却
從
這
裏
推
去
始
得
」　
「
須
是
…
始
得
」
は
、
是

非
と
も
…
し
て
、
そ
れ
で
こ
そ
よ
い
。「
樣
子
」
は
、
手
本
、
規
準
、
範
型
。

「
做
樣
子
」
は
、
手
本
に
す
る
、
規
準
に
す
る
。『
語
類
』
巻
九
、五
五
条
、
葉

賀
孫
録
（
Ⅰ156

～157

）「
這
便
著
將
前
聖
所
説
道
理
、
所
做
様
子
、
看
教

心
下
是
非
分
明
。」『
語
類
』
巻
九
〇
、一
〇
四
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅵ2316

）「
如

今
要
知
宗
法
祭
祀
之
禮
、
須
是
在
上
之
人
、
先
就
宗
室
及
世
族
家
行
了
做
箇
様

子
、方
可
使
以
下
士
大
夫
行
之
。」
な
お
、時
代
は
下
る
が
以
下
の
用
例
も
参
照
。

こ
こ
で
は「
做
樣
子
」が「
學
」「
傚
倣
」と
ほ
ぼ
同
義
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
元
、

許
衡
（
号
魯
斎
、一
二
〇
九
～
一
二
八
一
）『
魯
斎
遺
書
』
巻
二
「
語
録
」
下
「
學

仙
長
年
一
説
、
世
所
决
無
、
决
不
可
得
。
世
間
萬
事
、
有
様
子
可
做
。
只
此
無

様
子
。
古
仙
者
不
可
見
、
長
年
者
亦
無
有
看
、
誰
做
様
子
。
今
富
貴
者
、
見
有

様
子
、
其
所
以
取
富
貴
者
、
又
皆
可
學
可
傚
倣
。
然
終
身
盡
智
力
、
有
不
可
得
。

况
儌
幸
無
可
傚
倣
者
乎
。」

（
９
）「
若
得
於
親
時
是
如
何
、
不
得
於
親
時
又
當
如
何
」　
「
得
於
親
」
は
、
親
の

意
に
か
な
う
。「
不
得
於
親
」
は
、親
の
意
に
悖
る
。『
呂
氏
春
秋
』
有
始
覧
「
務

本
」「
故
論
人
無
以
其
所
未
得
而
用
其
所
已
得
、
可
以
知
其
所
未
得
矣
。」
高
誘

注
「
以
其
孝
得
於
親
、
則
知
必
忠
於
君
也
。」

（
10
）「
不
得
於
君
」　

主
君
の
眷
顧
信
任
が
得
ら
れ
な
い
。『
孟
子
』「
萬
章
」上「
人

少
則
慕
父
母
、
知
好
色
則
慕
少
艾
、
有
妻
子
則
慕
妻
子
、
仕
則
慕
君
、
不
得
於

君
則
熱
中
。」
朱
注
「
少
好
皆
去
聲
。.

艾
、
美
好
也
。
…
不
得
、
失
意
也
。
熱

中
、
躁
急
心
熱
也
。」
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28
条

　

德
元
問
。
萬
物
各
具
一
理
、
而
萬
理
同
出
一
原
。

　

曰
。
萬
物
皆
有
此
理
、
理
皆
同
出
一
原
。
但
所
居
之
位
不
同
、
則
其
理
之
用
不

一
。
如
為
君
須
仁
、
為
臣
須
敬
、
為
子
須
孝
、
為
父
須
慈
。
物
物
各
具
此
理
、
而

物
物
各
異
其
用
、
然
莫
非
一
理
之
流
行
也
。

　

聖
人
所
以
窮
理
盡
性
而
至
於
命
、
凡
世
間
所
有
之
物
、
莫
不
窮
極
其
理
、
所
以

處
置
得
物
物
各
得
其
所
、
無
一
事
一
物
不
得
其
宜
。
除
是
無
此
物
、
方
無
此
理
。

既
有
此
物
、
聖
人
無
有
不
盡
其
理
者
。
所
謂
惟
至
誠
贊
天
地
之
化
育
、
則
可
與
天

地
參
者
也　

僩

〔
校
勘
〕

○
「
曰
萬
物
皆
有
此
理
理
皆
同
出
一
原
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
皆
有
」
を
双
行
小

　

字
に
作
る
。
萬
暦
本
、
和
刻
本
は
二
文
字
目
の
「
理
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
物
物
各
具
此
理
」　

万
暦
本
、和
刻
本
は
二
文
字
目
の
「
物
」
を
「

」
に
作
る
。

　

因
み
に
直
後
の
「
而
物
物
各
異
其
用
」
の
「
物
物
」
は
、両
本
と
も
底
本
に
同
じ
。

○
「
所
以
處
置
得
物
物
各
得
其
所
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
二
文
字
目
の
「
物
」　

　

を
「

」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

德
元
（
郭
友
仁
）
が
「
万
物
は
そ
の
各
々
が
一
理
を
具
え
な
が
ら
、
し
か
も
そ

れ
ら
の
万
理
は
と
も
に
一
つ
の
源
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。」（『
大
学
或
問
』）
に

つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。

　

先
生
「
万
物
は
そ
の
全
て
が
こ
の
理
を
具
え
、
し
か
も
そ
の
理
は
全
て
一
つ
の

源
か
ら
出
た
も
の
だ
。
た
だ
、
理
の
占
め
て
い
る
場
（=

理
を
具
有
す
る
個
物
）

が
異
な
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
の
現
れ
方
も
一
様
で
は
な
い
の
だ
。
例
え
ば
君

と
し
て
は
仁
で
あ
る
べ
く
、
臣
と
し
て
は
敬
で
あ
る
べ
く
、
子
と
し
て
は
孝
で
あ

る
べ
く
、
父
と
し
て
は
慈
で
あ
る
べ
し
、
と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
。
一
物
一
物
は

そ
れ
ぞ
れ
こ
の
理
を
具
え
、
一
物
一
物
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
理
の
現
れ
方
を
異
に
す

る
が
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
全
て
（
同
じ
）
一
理
の
流あ

ら

行わ
れ

に
他
な
ら
な
い
。

　

聖
人
が
「
理
を
窮
め
性
を
尽
く
し
て
命
に
至
る
」（『
周
易
』「
說
卦
伝
」）
こ
と

が
で
き
る
の
も
、
世
間
に
存
在
す
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
即
し
て
、
そ
の
理

を
極
限
ま
で
窮
め
尽
く
さ
な
い
こ
と
は
な
い
か
ら
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
に
一

物
一
物
に
対
す
る
処
理
が
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
所
を
得
て
、
一
事
一
物
の
全
て
に
お

い
て
必
ず
そ
の
妥
当
性
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
た
だ
こ
の
物
が
な
い
場
合

に
の
み
、こ
の
理
も
な
い
の
だ
（
＝
物
が
あ
る
限
り
、そ
こ
に
は
必
ず
理
も
あ
る
）。

そ
し
て
こ
の
物
が
有
る
以
上
、
聖
人
は
そ
の
理
を
尽
く
さ
な
い
こ
と
は
な
い
。
こ

れ
が
所
謂
「
た
だ
至
誠
に
し
て
は
じ
め
て
、
天
地
の
化
育
を
翼
賛
し
得
る
か
ら
、

天
地
と
と
も
に
（
天
地
人
の
）
三
者
の
一
画
を
占
め
る
こ
と
が
で
き
る
。」（『
中

庸
章
句
』
二
二
章
）
と
い
う
こ
と
だ
。」　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
１
）「
德
元
問
」　

郭
友
仁
、
字
徳
元
。『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
収
。

（
２
）「
萬
物
各
具
一
理
、
而
萬
理
同
出
一
原
」　
『
大
学
或
問
』「
譬
如
千
蹊
萬
徑
、

皆
可
以
適
國
。
但
得
一
道
而
入
、
則
可
以
推
類
而
通
其
餘
矣
。
蓋
萬
物
各
具
一

理
而
萬
理
同
出
一
原
、
此
所
以
可
推
而
無
不
通
也
。」
本
巻
二
六
条
注
（
２
）

一
四
七

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）



に
既
引
。

（
３
）「
所
居
之
位
不
同
、
則
其
理
之
用
不
一
」　
「
所
居
之
位
」
と
は
、
理
が
占
め

る
場
の
位
相
。
理
は
気
（
＝
物
）
と
と
も
に
あ
る
か
ら
、
理
を
具
有
す
る
物
の

多
様
性
に
応
じ
て
、理
の
現
れ
方
も
多
様
で
あ
る
。「
理
之
用
」の「
用
」は「
体
」

の
対
概
念
。
こ
こ
で
は
、
朱
子
学
の
術
語
で
あ
る
「
理
一
分
殊
」
や
本
条
後
出

の
「
流
行
」
等
も
合
わ
せ
て
、諸
概
念
を
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。

「
体―

―

一
原―

―

理
一―

―
一
理
」「
用―

―

流
行―

―

分
殊―

―

万
理
」
こ

の
場
合
、「
理
一
」「
一
理
」（
体
）
と
は
、気
の
要
素
を
捨
象
さ
れ
た
理
。「
分
殊
」

「
万
理
」（
用
）と
は
、気
と
と
も
に
あ
る（
＝
個
物
に
具
有
さ
れ
た
）理
。『
語
類
』

巻
二
七
、四
一
条
、
董
銖
録
（
Ⅱ677
～678
）「
或
問
理
一
分
殊
。
曰
。
…
若

曾
子
元
不
曾
理
㑹
得
萬
殊
之
理
、
則
所
謂
一
貫
者
、
貫
箇
什
麽
。
盖
曾
子
知
萬

事
各
有
一
理
、
而
未
知
萬
理
本
乎
一
理
。
故
聖
人
指
以
語
之
。
曾
子
是
以
言
下

有
得
、
發
出
忠
恕
二
字
、
太
煞
分
明
。」
ま
た
以
下
の
用
例
に
見
ら
れ
る
語
彙

を
援
用
し
て
説
明
す
れ
ば
、「
一
理
＝
天
下
公
共
之
理
」「
万
理
＝
一
物
所
具
之

理
」
と
い
う
関
係
に
な
る
だ
ろ
う
。『
語
類
』
巻
九
四
、三
一
条
、廖
徳
明
録
（
Ⅵ

3373

）「
問
。
未
有
一
物
之
時
、
如
何
。
曰
。
是
有
天
下
公
共
之
理
、
未
有
一

物
所
具
之
理
。」

（
４
）「
如
為
君
須
仁
、
為
臣
須
敬
、
為
子
須
孝
、
為
父
須
慈
」　
『
大
学
章
句
』
伝

三
章
「
為
人
君
止
於
仁
、
為
人
臣
止
於
敬
、
為
人
子
止
於
孝
、
為
人
父
止
於
慈
、

與
國
人
交
止
於
信
。」
こ
こ
で
は
、
一
源
と
し
て
の
理
が
、
そ
の
理
を
具
有
す

る
物
（
君
臣
子
父
）
の
相
違
に
応
じ
て
仁
敬
孝
慈
と
し
て
現
れ
る
と
い
う
例
を

挙
げ
る
こ
と
で
、
一
理
と
万
理
、
一
源
と
流
行
の
関
係
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）「
莫
非
一
理
之
流
行
也
」　
「
流
行
」
は
、
こ
こ
で
は
一
理
」「
一
原
」（「
一

源
」）
と
対
を
為
し
て
い
る
。
理
は
根
源
に
お
い
て
一
つ
だ
が
（
一
理
、一
源
）、

個
物
に
具
有
さ
れ
た
理
と
し
て
の
現
れ
方
（
流
行
）
は
多
岐
多
様
で
あ
る
、
と

の
趣
旨
（
所
謂
「
理
一
分
殊
」）
を
、
川
の
水
源
と
下
流
支
流
の
イ
メ
ー
ジ
と

重
ね
合
わ
せ
て
表
現
し
た
も
の
。『
語
類
』
巻
二
七
、五
六
条
、
周
明
作
録
（
Ⅱ

686

）「
先
生
問
坐
間
學
者
云
。吾
道
一
以
貫
之
、如
何
是
曾
子
但
未
知
體
之
一
處
。

…
他
見
聖
人
用
處
、
皆
能
隨
事
精
察
力
行
。
不
過
但
見
聖
人
之
用
不
同
而
不
知

實
皆
此
理
流
行
之
妙
。
且
如
事
君
忠
是
此
理
、
事
親
孝
也
是
此
理
、
交
朋
友
也

是
此
理
、
以
至
精
粗
小
大
之
事
、
皆
此
一
理
貫
通
之
。
聖
人
恐
曾
子
以
為
許
多

般
様
、
故
告
之
曰
、
吾
道
一
以
貫
之
。
…
這
一
箇
道
理
、
從
頭
貫
将
去
。
如
一

源
之
水
、
流
出
為
千
條
萬
派
、
不
可
謂
下
流
者
不
是
此
一
源
之
水
。」

（
６
）「
窮
理
盡
性
而
至
於
命
」　
『
周
易
』「
說
卦
伝
」「
窮
理
盡
性
以
至
於
命
。」

（
７
）「
各
得
其
所
」　
『
周
易
』「
繫
辭
下
傳
」「
包
犧
氏
沒
、
神
農
氏
作
。
…
日
中

為
巿
、
致
天
下
之
民
、
聚
天
下
之
貨
、
交
易
而
退
、
各
得
其
所
、
蓋
取
諸
噬
嗑
。」

『
論
語
』「
子
罕
」「
子
曰
。
吾
自
衛
反
魯
、
然
後
樂
正
、
雅
頌
各
得
其
所
。」

（
８
）「
一
事
一
物
不
得
其
宜
」　
「
得
其
宜
」は
、妥
当
性
を
得
る
。『
礼
記
』「
楽
記
」

「
此
所
以
祭
先
王
之
廟
也
、
所
以
獻
酬
酳
酢
也
、
所
以
官
序
貴
賤
各
得
其
宜
也
。」

（
９
）「
除
是
無
此
物
、
方
無
此
理
」　

こ
の
物
が
な
い
場
合
に
の
み
、
こ
の
理
も

な
い
。
物
が
あ
る
限
り
、
そ
こ
に
は
必
ず
理
が
あ
る
（
例
え
ば
『
語
類
』
巻

一
五
、三
二
条
、
甘
節
録
「
有
物
便
有
理
」）、
と
の
意
。「
除
是
」
は
、
た
だ
…

だ
け
が
。「
除
是
…
方
…
」
は
、た
た
だ
…
の
場
合
に
の
み
…
で
あ
る
。『
語
類
』

巻
三
三
、七
一
条
、徐
㝢
録
（
Ⅲ845

）「
除
是
聖
人
、方
做
得
。
然
堯
舜
猶
病
。」

『
語
類
』
巻
三
六
、九
四
条
、
徐
㝢
録
（
Ⅲ969

）「
此
處
、
除
是
顔
子
方
見
得
。」

（
10
）「
所
謂
惟
至
誠
贊
天
地
之
化
育
、
則
可
與
天
地
參
者
也
」　
『
中
庸
章
句
』

一
四
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二
二
章
「
唯
天
下
至
誠
為
能
盡
其
性
、
能
盡
其
性
則
能
盡
人
之
性
、
能
盡
人
之

性
則
能
盡
物
之
性
、
能
盡
物
之
性
則
可
以
贊
天
地
之
化
育
、
可
以
贊
天
地
之
化

育
、
則
可
以
與
天
地
參
矣
。」

29
条

　

行
夫
問
。
萬
物
各
具
一
理
、
而
萬
理
同
出
一
源
、
此
所
以
可
推
而
無
不
通
也
。

　

曰
。
近
而
一
身
之
中
、遠
而
八
荒
之
外
、微
而
一
草
一
木
之
衆
、莫
不
各
具
此
理
。

　

如
此
四
人
在
坐
、
各
有
這
箇
道
理
。
某
不
用
假
借
於
公
、
公
不
用
求
於
某
、
仲

思
與
廷
秀
亦
不
用
自
相
假
借
。
然
雖
各
自
有
一
箇
理
、
又
却
同
出
於
一
箇
理
爾
。

　

如
排
數
器
水
相
似
。
這
盂
也
是
這
樣
水
、
那
盂
也
是
這
樣
水
、
各
各
滿
足
、
不

待
求
假
於
外
。
然
打
破
放
裏
、
却
也
只
是
箇
水
。
此
所
以
可
推
而
無
不
通
也
。
所

以
謂
格
得
多
後
自
能
貫
通
者
、
只
為
是
一
理
。

　

釋
氏
云
。
一
月
普
現
一
切
水
、
一
切
水
月
一
月
攝
。
這
是
那
釋
氏
也
窺
見
得
這

些
道
理
。
濂
溪
通
書
只
是
説
這
一
事
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○「
如
此
四
人
在
坐
、各
有
這
箇
道
理
」　

朝
鮮
古
写
本
は「
箇
」を「
个
」に
作
る
。

　

以
下
同
じ
。

○
「
某
不
用
假
借
於
公
公
不
用
求
於
某
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は
二
文
字
目
の
「
公
」

　

を
「

」
に
作
る
。

○
「
這
是
那
釋
氏
也
窺
見
得
這
些
道
理
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
這
些
道
理
」
を
「
他

　

這
些
道
理
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

行
夫
（
蔡
㦛
）
が
「
万
物
は
そ
の
各
々
が
一
理
を
具
え
な
が
ら
、
し
か
も
そ
れ

ら
の
万
理
は
と
も
に
一
つ
の
源
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
（
一
事
か
ら

他
事
へ
と
）
類
推
し
て
も
、
必
ず
（
そ
の
理
に
）
通
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。」

（『
大
学
或
問
』）
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。

　

先
生
「
近
く
は
一
身
の
中
か
ら
、
遠
く
は
八
荒
（
八
方
の
荒
涼
僻
遠
の
地
）
の

外
に
至
る
ま
で
、
小
に
し
て
は
一
草
一
木
の
多
き
に
至
る
ま
で
、
そ
の
各
々
が
全

て
、
こ
の
理
を
具
え
て
い
る
。

　

今
こ
こ
に
こ
う
し
て
我
々
四
人
が
着
座
し
て
い
る
が
、
そ
の
各
々
が
こ
の
道
理

を
具
え
て
い
る
。（
そ
の
道
理
は
）私
が
君（
蔡
㦛
）か
ら
借
り
る
ま
で
も
な
け
れ
ば
、

君
が
私
に
求
め
る
ま
で
も
な
く
、
ま
た
仲
思
（
楊
道
夫
）
と
廷
秀
（
陳
芝
）
も
や

は
り
、
互
い
に
相
手
か
ら
借
り
る
ま
で
も
な
い
。
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
理
を
具
え

て
い
な
が
ら
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
一
つ
の
理
か
ら
出
た
も
の
に
他
な
ら

な
い
の
だ
。

　

ち
ょ
う
ど
数
個
の
器
に
入
っ
た
水
を
並
べ
た
よ
う
な
も
の
だ
。こ
の
盂（
う
）（
＝

鉢
）
の
中
身
も
こ
ん
な
水
だ
し
、
あ
の
盂
の
中
身
も
こ
ん
な
水
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が

水
で
満
た
さ
れ
て
い
て
、
外
に
求
め
借
り
る
ま
で
も
な
い
。
け
れ
ど
も
（
そ
れ
ら

の
盂
を
）
割
っ
て
一
箇
所
に
注
い
で
し
ま
え
ば
、
そ
れ
は
や
は
り
同
じ
水
に
他
な

ら
な
い
。
こ
れ
が
「（
一
事
か
ら
他
事
へ
と
）
類
推
し
て
も
、
必
ず
（
そ
の
理
に
）

通
じ
る
こ
と
が
で
き
る
所
以
な
の
だ
。「
格
物
す
る
件
数
が
多
け
れ
ば
、
自
ず
と

（
全
て
の
理
に
）
貫
通
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
の
も
、（
そ
の
全
て
の
理
が
）

一
理
だ
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　

釈
氏
は
云
う
。「
一
つ
の
月
は
あ
ら
ゆ
る
水
面
に
あ
ま
ね
く
そ
の
姿
を
映
し
出

一
四
九

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）



し
、
あ
ら
ゆ
る
水
面
の
月
は
一
つ
の
月
に
包
摂
さ
れ
る
。」
こ
の
語
か
ら
す
れ
ば
、

か
の
釈
氏
も
こ
う
し
た
道
理
を
窺
い
知
っ
て
い
た
わ
け
だ
。
濂
溪
（
周
敦
頤
）
の

『
通
書
』
も
、
こ
の
一
事
を
説
い
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。」　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
行
夫
問
」　

蔡
㦛
、字
行
夫
。『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
収
、壬
子
（
一
一
九
二
）

所
録
。

（
２
）「
萬
物
各
具
一
理
、
而
萬
理
同
出
一
源
、
此
所
以
可
推
而
無
不
通
也
」　
『
大

学
或
問
』「
蓋
萬
物
各
具
一
理
而
萬
理
同
出
一
原
、此
所
以
可
推
而
無
不
通
也
。」

（
３
）「
遠
而
八
荒
之
外
」　
「
八
荒
」
は
、
八
方
の
荒
涼
僻
遠
の
地
。『
漢
書
』
巻

三
一
「
項
籍
」
賛
「
贊
曰
。
昔
賈
生
之
過
秦
曰
。
秦
孝
公
據
殽
函
之
固
、
擁
雍

州
之
地
、
君
臣
固
守
而
闚
周
室
、
有
席
卷
天
下
、
包
舉
宇
內
、
囊
括
四
海
、
并

吞
八
荒
之
心
。」
注
「
張
晏
曰
。
括
、
結
囊
也
、
言
其
能
包
含
天
下
。
師
古
曰
。

八
荒
、
八
方
荒
忽
極
遠
之
地
也
。」
賈
誼
『
新
書
』「
過
秦
」
上
、
及
び
『
史
記
』

卷
四
八
「
陳
涉
世
家
」
に
も
ほ
ぼ
同
文
有
り
。

（
４
）「
微
而
一
草
一
木
之
衆
、莫
不
各
具
此
理
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
「
一

草
一
木
皆
有
理
、
須
察
。」

（
５
）「
如
此
四
人
在
坐
」　

こ
こ
に
い
う
「
四
人
」
は
、
蔡
㦛
（
字
行
夫
）、
楊
道

夫
（
字
仲
思
）、
陳
芝
（
字
廷
秀
）、
及
び
朱
熹
を
指
す
。『
朱
門
弟
子
師
事
年

攷
』
一
二
八
頁
（
蔡
㦛
、
陳
芝
）
及
び
一
三
三
頁
（
楊
道
夫
）
に
お
い
て
推
定

さ
れ
て
い
る
三
者
の
師
事
期
が
重
な
る
の
は
紹
熙
三
年
壬
子
一
一
九
二
（
朱
熹

六
十
三
歳
）
の
み
な
の
で
、
本
条
は
同
年
の
所
録
と
見
な
し
得
る
。

（
６
）「
某
不
用
假
借
於
公
」　
「
不
用
」
は
、
…
す
る
必
要
が
な
い
、
…
す
る
ま
で

も
な
い
。「
公
」
は
二
人
称
。
君
。
こ
の
語
は
行
夫
（
蔡
㦛
）
の
質
問
に
答
え

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
「
公
」
は
蔡
㦛
を
指
す
。
な
お
『
語
類
』
に

い
て
朱
熹
が
門
人
に
対
し
て
用
い
る
二
人
称
と
し
て
は
「
公
」「
諸
公
」「
吾
友
」

「
你
」
等
が
有
る
。

（
７
）「
仲
思
與
廷
秀
」　
「
仲
思
」
は
、楊
道
夫
、字
仲
愚
、仲
思
。『
朱
子
語
録
姓
氏
』

所
収
、己
酉
（
一
一
八
九
）
以
後
所
聞
。「
廷
秀
」
は
、陳
芝
、字
廷
秀
（
庭
秀
）。

『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
収
、
壬
子
（
一
一
九
二
）
所
聞
。

（
８
）「
亦
不
用
自
相
假
借
」　
「
自
相
」は
、互
い
に
。『
漢
語
大
詞
典
』「
自
相
、相
互
。」

（
９
）「
然
雖
各
自
有
一
箇
理
、
又
却
同
出
於
一
箇
理
爾
」　
「
然
雖
」
は
、
…
で
は

あ
る
が
。『
漢
語
大
詞
典
』「
然
雖
、
雖
然
。」「
却
」
は
、
話
者
の
予
想
や
通
常

の
道
理
に
反
す
る
、
と
い
う
語
気
を
表
す
。
か
え
っ
て
、
そ
の
実
。

（
10
）「
如
排
數
器
水
相
似
」　
「
如
…
相
似
」
は
、…
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。「
排
」

は
、
排
列
す
る
、
並
べ
る
。

（
11
）「
然
打
破
放
裏
」　
「
放
裏
」
は
「
放
裏
面
」
と
同
じ
で
、
中
に
置
く
、
中
に

入
れ
る
、中
に
注
ぐ
、放
り
込
む
。『
語
類
』
巻
一
五
、一
一
〇
条
、林
夔
孫
録
「
二

者
為
是
真
底
物
事
、却
著
些
假
攙
放
裏
、便
成
詐
偽
。」『
語
類
』巻
一
九
、九
七
条
、

葉
賀
孫
録
（
Ⅱ444

）「
今
人
不
會
讀
書
是
如
何
。
只
緣
不
曾
求
聖
人
之
意
、

纔
拈
得
些
小
、
便
把
自
意
硬
入
放
裏
面
、
胡
說
亂
說
。」

（
12
）「
所
以
謂
格
得
多
後
自
能
貫
通
者
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
「
須
是
今

日
格
一
件
、
明
日
又
格
一
件
、
積
習
既
多
、
然
後
脫
然
自
有
貫
通
處
。」

（
13
）「
釋
氏
云
。
一
月
普
現
一
切
水
、一
切
水
月
一
月
攝
」　

永
嘉
玄
覚
（
六
六
五

～
七
一
三
「
證
道
歌
」（
大
正
、
四
八
冊
、
三
九
六b

）「
一
性
圓
通
一
切
性
、

一
法
遍
含
一
切
法
。
一
月
普
現
一
切
水
、
一
切
水
月
一
月
攝
。
諸
佛
法
身
入
我

一
五
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
号



性
、
我
性
同
共
如
來
合
。」『
信
心
銘
・
証
道
歌
・
十
牛
図
・
坐
禅
儀
』
六
五
～

六
六
頁
（
禅
の
語
録
16
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
三
年
）。
な
お
時
代
は
降
る
が

明
の
曹
端
（
号
月
川
、一
三
七
六
～
一
四
三
四
）
に
も
同
様
の
語
が
あ
る
。『
曹

月
川
集
』（
不
分
巻
）
詩
「
月
川
交
輝
圖
」「
天
月
一
輪
映
萬
川
、
萬
川
各
有
月

團
圓
。
有
時
川
竭
為
平
地
、
依
舊
一
輪
月
在
天
。」

（
14
）「
那
釋
氏
也
窺
見
得
這
些
道
理
」　
「
這
些
」
は
、
こ
の
よ
う
な
。

（
15
）「
濂
溪
通
書
只
是
説
這
一
事
」　

濂
溪
は
周
敦
頤
（
一
〇
一
七
～
一
〇
七
三
）

の
号
。「
只
是
」
は
、
た
だ.

…
だ
け
だ
、
…
に
他
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
の
「
這

一
事
」
と
は
、
一
が
多
に
分
有
さ
れ
多
が
一
に
包
摂
さ
れ
る
、
と
い
う
観
点
を

指
す
。『
通
書
』
中
か
ら
関
連
す
る
条
を
拾
っ
て
お
く
。『
通
書
』「
動
靜
」
第

一
六
章
「
水
陰
根
陽
、
火
陽
根
陰
、
五
行
陰
陽
、
陰
陽
太
極
。」「
理
性
命
」
第

二
二
章
「
二
氣
五
行
、
化
生
萬
物
。
五
殊
二
實
、
二
本
則
一
。
是
萬
為
一
、一

實
萬
分
、
萬
一
各
正
、
小
大
有
定
。」
注
「
二
氣
五
行
、
天
之
所
以
賦
受
萬
物

而
生
之
者
也
。
自
其
末
以
縁
本
、
則
五
行
之
異
、
本
二
氣
之
實
、
二
氣
之
實
、

又
本
一
理
之
極
。
是
合
萬
物
而
言
之
為
一
太
極
而
巳
也
。
自
其
本
而
之
末
、
則

一
理
之
實
而
萬
物
分
之
以
為
體
、
故
萬
物
之
中
各
有
一
太
極
、
而
小
大
之
物
莫

不
各
有
一
定
之
分
也
。
此
章
與
十
六
章
意
同
。」
な
お
こ
の
よ
う
な
観
点
は
同

じ
く
周
敦
頤
の
『
太
極
図
説
』
に
お
い
て
よ
り
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
無

極
而
太
極
、
太
極
動
而
生
陽
、
動
極
而
靜
、
靜
而
生
陰
。
…
陽
變
陰
合
而
生
水

火
木
金
土
。
…
五
行
一
陰
陽
也
、
陰
陽
一
太
極
也
、
太
極
本
無
極
也
。」『
通
書
』

と『
太
極
図
説
』の
関
係
に
つ
い
て
、朱
熹
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。『
語

類
』
巻
九
四
、一
一
四
条
、黄

録
（
Ⅵ2389

）「
通
書
一
部
、皆
是
解
太
極
説
。

這
道
理
、
自
一
而
二
、二
而
五
。」

30
条

　

或
問
。
萬
物
各
具
一
理
、
萬
理
同
出
一
原
。

　

曰
。
一
箇
一
般
道
理
、
只
是
一
箇
道
理
。
恰
如
天
上
下
雨
。
大
窩
窟
便
有
大
窩

窟
水
、
小
窩
窟
便
有
小
窩
窟
水
、
木
上
便
有
木
上
水
、
草
上
便
有
草
上
水
、
隨
處

各
別
、
只
是
一
般
水
。　

胡
泳

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
八
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

〔
訳
〕

　

あ
る
者
が
「
万
物
は
そ
の
各
々
が
一
理
を
具
え
な
が
ら
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
万

理
は
と
も
に
一
つ
の
源
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。」（『
大
学
或
問
』）
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
た
。

　

先
生
「（
万
物
の
）
一
個
一
個
が
そ
れ
ぞ
れ
に
一
種
の
道
理
を
具
え
な
が
ら
、（
し

か
も
そ
の
全
て
は
同
じ
）
一
個
の
道
理
に
他
な
ら
な
い
の
だ
。
ち
ょ
う
ど
空
か
ら

雨
が
降
る
場
合
の
よ
う
な
も
の
だ
。
大
き
な
窪
み
に
は
大
き
な
窪
み
の
水
が
、
小

さ
な
窪
み
に
は
小
さ
な
窪
み
の
水
が
、
木
の
上
に
は
木
の
上
の
水
が
、
草
の
上
に

は
草
の
上
の
水
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
存
在
し
な
が

ら
、
し
か
も
（
そ
れ
ら
の
全
て
は
）
同
じ
水
に
他
な
ら
な
い
の
だ
。」　

胡
泳
録

〔
注
〕

（
１
）「
萬
物
各
具
一
理
、
萬
理
同
出
一
原
」　
『
大
学
或
問
』「
蓋
萬
物
各
具
一
理

一
五
一

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）



而
萬
理
同
出
一
原
。」

（
２
）「
一
箇
一
般
道
理
、
只
是
一
箇
道
理
」　
「
一
箇
一
般
道
理
」
は
「
萬
物
各
具

一
理
」
と
、「
只
是
一
箇
道
理
」
は
「
萬
理
同
出
一
原
」
と
、そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
。

「
一
般
」
は
、
同
じ
、
一
種
の
。
こ
こ
で
は
一
種
の
意
。「
一
箇
一
般
道
理
」
は
、

（
万
物
の
）
一
箇
一
箇
が
そ
れ
ぞ
れ
に
一
種
の
道
理
を
具
え
て
い
る
、
と
の
意
。

（
３
）「
恰
如
天
上
下
雨
」　
「
恰
如
」
は
、
あ
た
か
も
…
の
よ
う
で
あ
る
。「
天
上
」

は
、
天
、
空
。「
下
雨
」
は
、
雨
が
降
る
。

（
４
）「
大
窩
窟
便
有
大
窩
窟
水
」　
「
窩
窟
」
は
、
窪
み
、
穴
。

（
５
）「
只
是
一
般
水
」　

こ
こ
で
の
「
一
般
」
は
、
同
様
の
、
同
じ
、
の
意
。

（
６
）「
胡
泳
」　
『
語
類
』
の
記
録
者
名
は
通
常
は
諱
の
み
で
記
さ
れ
る
が
、
泳
と

い
う
諱
を
持
つ
記
録
者
に
は
胡
泳
と
湯
泳
の
二
名
が
い
る
の
で
、
両
者
を
区
別

す
る
た
め
に
胡
泳
の
場
合
の
み
フ
ル
ネ
ー
ム
で
記
載
さ
れ
る
。
三
浦
國
雄『「
朱

子
語
類
」
抄
』
九
五
頁
。

31
条

　

又
問
。
物
必
有
理
、
皆
所
當
窮
云
云
。

　

曰
。
此
處
是
緊
切
。
學
者
須
當
知
夫
天
如
何
而
能
高
、
地
如
何
而
能
厚
、
鬼
神

如
何
而
為
幽
顯
、
山
岳
如
何
而
能
融
結
、
這
方
是
格
物
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
八
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
皆
所
當
窮
云
云
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
云
云
」
を
双
行
小
字
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

ま
た「
物
に
は
必
ず
理
が
有
る
か
ら
、そ
れ
ら
の
全
て
を
窮
め
る
べ
き
だ
。」云
々

（
程
頤
の
語
）
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。

　

先
生
「
こ
こ
は
重
要
で
切
実
な
と
こ
ろ
だ
。
学
ぶ
者
は
是
非
、
あ
の
天
は
ど
う

し
て
高
く
あ
り
得
る
の
か
、
地
は
ど
う
し
て
厚
く
あ
り
得
る
の
か
、
鬼
と
神
と
は

そ
れ
ぞ
れ
ど
う
し
て
幽か
す

か
で
あ
り
顕あ
き

ら
か
で
あ
る
の
か
、
山
岳
は
ど
う
し
て
融
け

て
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
知
る
べ
き
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
で
こ
そ
格
物

だ
。」　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
物
必
有
理
、
皆
所
當
窮
云
云
」　
『
大
学
或
問
』「
又
曰
。
物
必
有
理
、
皆

所
當
窮
。
若
天
地
之
所
以
高
深
、
鬼
神
之
所
以
幽
顯
、
是
也
。
若
曰
天
吾
知
其

高
而
已
矣
、
地
吾
知
其
深
而
已
矣
、
鬼
神
吾
知
其
幽
且
顯
而
已
矣
、
則
是
已
然

之
詞
、
又
何
理
之
可
窮
哉
。」『
大
学
或
問
』
の
当
該
箇
所
は
程
子
の
語
を
列
記

す
る
文
脈
で
あ
り
、「
又
曰
」
も
程
子
語
の
引
用
。
但
し
以
下
の
程
頤
の
語
と

『
大
学
或
問
』
所
引
と
の
間
に
は
若
干
の
異
同
が
あ
る
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻

一
五
「
物
理
須
是
要
窮
。
若
言
天
地
之
所
以
高
深
、
鬼
神
之
所
以
幽
顯
。
若
只

言
天
只
是
高
、
地
只
是
深
、
只
是
已
辭
、
更
有
甚
。」

（
２
）「
此
處
是
緊
切
」　
「
緊
切
」
は
、
要
緊
切
実
。
重
要
切
実
で
あ
る
。『
語
類
』

巻
一
六
、四
二
条
、
董
銖
録
「
此
四
句
、
是
此
段
緊
切
處
」

（
３
）「
天
如
何
而
能
高
、
地
如
何
而
能
厚
」　

注
（
１
）
参
照
。
天
地
の
高
厚
や

鬼
神
の
幽
顯
に
関
し
て
は
本
巻
一
七
条
で
既
に
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
同
条
及

び
そ
の
注
を
参
照
。
な
お
天
地
の
高
厚
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。『
詩
経
』

一
五
二
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小
雅
「
正
月
」「
謂
天
蓋
高
、不
敢
不
局
。
謂
地
蓋
厚
、不
敢
不
蹐
。」
毛
伝
「
局
、

曲
也
。
蹐
、
累
足
也
。」
鄭
箋
「
局
蹐
者
、
天
髙
而
有
雷
霆
、
地
厚
而
有
䧟
淪

也
。
此
民
疾
苦
王
政
、上
下
皆
可
畏
怖
之
言
也
。」
孔
疏
「
謂
此
上
天
盖
實
髙
矣
、

而
有
雷
霆
擊
人
、
不
敢
不
曲
其
脊
以
敬
之
、
以
喻
已
恐
觸
王
之
忌
諱
也
。
謂
此

下
地
盖
實
厚
矣
、
而
有
䧟
溺
殺
人
、
不
敢
不
累
其
足
以
畏
之
、
以
喻
己
恐
䧟
在

位
之
羅
網
也
。」

（
４
）「
鬼
神
如
何
而
為
幽
顯
」　
「
幽
顯
」
の
「
幽
」
は
、
暗
く
か
す
か
で
あ
る
、

「
顕
」
は
、
明
ら
か
で
あ
る
、
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
。
鬼
神
を
陰
陽
に
配
当

す
れ
ば
鬼
は
陰
、
神
は
陽
、
従
っ
て
鬼
は
幽
、
神
は
顕
と
結
び
つ
く
。『
中
庸

章
句
』
一
六
章
「
子
曰
。
鬼
神
之
為
徳
、
其
盛
矣
乎
。」
朱
注
「
張
子
曰
。
鬼

神
者
、
二
氣
之
良
能
也
。
愚
謂
、
以
二
氣
言
、
則
鬼
者
陰
之
靈
也
、
神
者
陽
之

靈
也
。
以
一
氣
言
、
則
至
而
伸
者
為
神
、
反
而
歸
者
為
鬼
。
其
實
一
物
而
已
。」

本
巻
一
七
条
、
楊
道
夫
録
「
鬼
神
之
幽
顯
、
自
今
觀
之
、
他
是
以
鬼
爲
幽
、
以

神
爲
顯
。
鬼
者
、
陰
也
。
神
者
、
陽
也
。」『
朱
文
公
文
集
』
巻
五
二
「
答
汪
長

孺
别
紙
」「（
汪
長
孺
問
語
）
天
地
之
所
以
髙
深
、鬼
神
之
所
以
幽
顯
。
天
、陽
也
、

氣
也
、
所
以
髙
也
。
地
、
陰
也
、
質
也
、
所
以
深
也
。
鬼
神
、
變
化
不
測
、
可

謂
幽
矣
。
然
造
化
流
行
、昭
著
上
下
、豈
非
顯
耶
。（
朱
熹
答
語
）
鬼
幽
、神
顯
。」

（
５
）「
山
岳
如
何
而
能
融
結
」　
「
融
結
」
は
、
融
け
て
集
ま
る
。『
文
選
』
巻

一
一
、
孫
綽
「
逰
天
台
山
賦
」「
融
而
為
川
瀆
、
結
而
為
山
阜
。」
李
善
注
「
融
、

猶
銷
也
。
班
固
終
南
山
賦
曰
、
流
澤
遂
而
成
水
、
停
積
結
而
為
山
。」
六
臣
注

「
翰
（
李
周
翰
）
曰
。
…
融
者
為
水
、結
者
為
山
、瀆
亦
水
也
、阜
亦
山
也
。」『
語

類
』
巻
九
八
、二
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅶ2506

）「
問
。
虛
實
以
陰
陽
言
否
。
曰
。

以
有
無
言
。
及
至
浮
而
上
、
降
而
下
、
則
已
成
形
者
。
若
所
謂
山
川
之
融
結
、

糟
粕
煨
燼
、
即
是
氣
之
查
滓
。
要
之
皆
是
示
人
以
理
。」

（
６
）「
這
方
是
格
物
」　
「
方
是
」
は
前
文
の
「
學
者
須
當
知
」
云
々
と
呼
応
し
て

い
る
。「
須
當
…
方
是
…
」
は
、
是
非
と
も
…
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
れ
で
こ

そ
…
だ
。

32
条

　

問
。
觀
物
察
己
、
還
因
見
物
、
反
求
諸
己
。
此
説
亦
是
。
程
子
非
之
、
何
也
。

　

曰
。
這
理
是
天
下
公
共
之
理
。
人
人
都
一
般
、
初
無
物
我
之
分
。
不
可
道
我
是

一
般
道
理
、
人
又
是
一
般
道
理
、
將
來
相
比
、

　

如
赤
子
入
井
、
皆
有
怵
惕
。
知
得
人
有
此
心
、
便
知
自
家
亦
有
此
心
、
更
不
消

比
並
自
知
。　

㝢

〔
校
勘
〕

○
「
問
觀
物
察
己
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
問
」
の
下
に
「
或
問
」
の
二
文
字
有
り
。

○
「
知
得
人
有
此
心
、
便
知
自
家
亦
有
此
心
」　

朝
鮮
古
写
本
は
二
つ
の
「
此
心
」

　

を
と
も
に
「
這
个
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

  

質
問
「
物
を
観
て
己
れ
を
察
す
る
と
は
、
物
を
見
て
（
そ
の
物
の
道
理
か
ら
推

し
測
り
）、己
れ
を
反
り
み
て
（
己
れ
の
道
理
を
）
求
め
る
、と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」

云
々
（『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
）。
こ
れ
は
こ
れ
で
正
し
い
説
で
す
。
そ
れ
な

の
に
程
子
が
そ
れ
を
批
判
し
た
の
は
、
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
。」

一
五
三

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）



　

先
生
「
こ
の
理
は
天
下
公
共
の
理
で
あ
る
。
ど
の
人
も
ど
の
人
も
、
全
て
同
じ

で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
自
他
の
区
別
な
ど
全
く
存
在
し
な
い
。
私
に
は
私
の
一
種

の
道
理
が
、
人
に
は
人
の
一
種
の
道
理
が
有
る
か
ら
、
持
ち
寄
っ
て
引
き
比
べ
て

み
よ
、
な
ど
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

例
え
ば
。
赤
ん
坊
が
井
戸
に
落
ち
そ
う
に
な
る
の
を
見
れ
ば
、
誰
し
も
が
怵お

ど

惕ろ
き

の
気
持
ち
を
抱
く
、
と
い
う
場
合
の
よ
う
に
、
人
に
こ
の
心
の
有
る
こ
と
が
わ
か

れ
ば
、
自
分
に
も
や
は
り
こ
の
心
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
互
い
を
引
き
比
べ
て

み
る
必
要
は
全
く
な
く
、
自
ず
と
わ
か
る
こ
と
な
の
だ
。」　

徐
㝢
録

〔
注
〕

（
１
）「
觀
物
察
己
、
還
因
見
物
、
反
求
諸
己
」　
「
還
」
は
、
や
は
り
、
ま
た
。
所

引
は
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
「
問
。
觀
物
察
己
、還
因
見
物
、反
求
諸
身
否
。

曰
。
不
必
如
此
説
。
物
我
一
理
。
纔
明
彼
即
曉
此
、合
内
外
之
道
也
。
語
其
大
、

至
天
地
之
髙
厚
、
語
其
小
、
至
一
物
之
所
以
然
、
學
者
皆
當
理
會
。」
同
上
「
觀

物
理
以
察
己
、
既
能
燭
理
、
則
無
往
而
不
識
。」『
大
学
或
問
』「
或
問
。
觀
物

察
己
者
、
豈
因
見
物
而
反
求
諸
己
乎
。
曰
。
不
必
然
也
。
物
我
一
理
。
纔
明
彼

即
曉
此
、
此
合
内
外
之
道
也
。
語
其
大
、
天
地
之
所
以
高
厚
、
語
其
小
、
至
一

物
之
所
以
然
、
皆
學
者
所
宜
致
思
也
。」
な
お
「
反
求
諸
己
」
に
つ
い
て
は
以

下
を
参
照
。『
論
語
』「
衛
霊
公
」「
子
曰
。
君
子
求
諸
己
、小
人
求
諸
人
。」『
礼

記
』「
射
義
」「
射
者
、
仁
之
道
也
。
射
求
正
諸
己
、
己
正
然
後
發
、
發
而
不
中
、

則
不
怨
勝
己
者
、
反
求
諸
己
而
已
矣
。」『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
「
射
者
正
己

而
後
發
、
發
而
不
中
、
不
怨
勝
己
者
、
反
求
諸
己
而
已
矣
。」『
孟
子
』「
離
婁
」

上
「
禮
人
不
答
、
反
其
敬
。
行
有
不
得
者
、
皆
反
求
諸
己
。」

（
２
）「
這
理
是
天
下
公
共
之
理
」　
『
語
類
』
巻
九
四
、三
一
条
、
廖
徳
明
録
（
Ⅵ

3373

）「
問
。
太
極
動
而
生
陽
、静
而
生
陰
、見
得
理
先
而
氣
後
。
曰
。
雖
是
如
此
、

然
亦
不
須
如
此
理
㑹
。
二
者
、
有
則
皆
有
。
問
。
未
有
一
物
之
時
、
如
何
。
曰
。

是
有
天
下
公
共
之
理
、
未
有
一
物
所
具
之
理
。」

（
３
）「
人
人
都
一
般
」　

こ
こ
で
の
「
一
般
」
は
、
同
じ
、
同
様
。

（
４
）「
初
無
物
我
之
分
」　
「
初
」
は
、
否
定
詞
の
前
に
つ
い
て
否
定
を
強
め
る
。

は
な
か
ら
、
全
く
。「
物
我
」
は
自
己
と
他
者
、
自
他
。「
物
我
之
分
」
に
つ
い

て
は
以
下
を
参
照
。『
孟
子
或
問
』「
或
問
。
大
舜
之
善
與
人
同
、
何
也
。
曰
。

善
者
天
下
之
公
理
、
本
無
在
己
在
人
之
别
。
但
人
有
身
、
不
能
無
私
於
己
、
故

有
物
我
之
分
焉
。」（「
善
與
人
同
」
云
々
は
、『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
）。

（
５
）「
不
可
道
我
是
一
般
道
理
、
人
又
是
一
般
道
理
」　
「
道
」
は
、
言
う
。
こ
こ

で
の
「
一
般
」
は
、
一
件
、
一
種
の
意
。

（
６
）「
將
來
相
比
」　
「
將
來
」
は
、
持
ち
来き
た

る
、
持
ち
寄
る
。「
相
比
」
は
、
比

較
す
る
、
引
き
比
べ
る
。

（
７
）「
如
赤
子
入
井
、
皆
有
怵
惕
」　
『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
「
所
以
謂
人
皆
有

不
忍
人
之
心
者
、
今
人
乍
見
孺
子
將
入
於
井
、
皆
有
怵
惕
惻
隱
之
心
。」

（
８
）「
更
不
消
比
並
自
知
」　
「
不
消
」
は
、
…
す
る
必
要
が
な
い
、
…
す
る
ま
で

も
な
い
。「
更
」
は
、
否
定
の
強
調
。「
更
不
消
」
は
、
全
く
…
す
る
必
要
は
な

い
。「
比
並
」
は
、
比
較
す
る
、
引
き
比
べ
る
。「
將
來
相
比
」
の
「
相
比
」
と

同
義
。
な
お
注
（
１
）
所
引
の
程
子
語
と
本
条
に
お
け
る
朱
熹
語
の
関
係
を
整

理
す
れ
ば
、「
將
來
相
比
」「
比
並
」
は
「
因
見
物
反
求
諸
己
」
と
対
応
し
、「
知

得
人
有
此
心
、
便
知
自
家
亦
有
此
心
」
は
「
纔
明
彼
即
曉
此
」
と
対
応
す
る
。

一
五
四
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33
条

　

格
物
致
知
、
彼
我
相
對
而
言
耳
。
格
物
所
以
致
知
。
於
這
一
物
上
窮
得
一
分
之

理
、
即
我
之
知
亦
知
得
一
分
。
於
物
之
理
窮
二
分
、
即
我
之
知
亦
知
得
二
分
。
於

物
之
理
窮
得
愈
多
、
則
我
之
知
愈
廣
。
其
實
只
是
一
理
。
才
明
彼
即
曉
此
。

　

所
以
大
學
説
致
知
在
格
物
、
又
不
説
欲
致
其
知
者
在
格
其
物
。
蓋
致
知
便
在
格

物
中
、
非
格
之
外
別
有
致
處
也
。

　

又
曰
。
格
物
之
理
、
所
以
致
我
之
知
。　

僩

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し
。

〔
訳
〕

　

格
物
と
致
知
と
は
、
両
者
を
対
に
し
て
述
べ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。（
そ
の
実
）

物
に
格
る
こ
と
は
知
を
致
す
所
以
に
他
な
ら
な
い
の
だ
。
こ
の
一
物
に
即
し
て
一

分
の
理
を
窮
め
れ
ば
、
私
の
知
も
ま
た
そ
の
一
分
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
物
の
理

を
二
分
窮
め
れ
ば
、
私
の
知
も
ま
た
そ
の
二
分
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
物
の
理
を

窮
め
る
こ
と
が
多
け
れ
ば
、
私
の
知
も
そ
れ
だ
け
益
々
広
く
な
る
。
そ
の
実
、（
格

物
と
致
知
に
よ
っ
て
獲
得
す
る
も
の
は
）
同
じ
一
理
に
他
な
ら
な
い
。（
程
子
が

言
う
よ
う
に
）「
彼
（
物
之
理
）
を
わ
ず
か
で
も
明
ら
か
に
す
れ
ば
、直
ち
に
此
（
我

之
知
）
が
暁あ
き

ら
か
に
な
る
。」

　

そ
れ
故
に
『
大
学
』
も
、「
致
知
は
格
物
に
在
り
」
と
説
い
て
、「
そ
の
知
を
致

さ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
そ
の
物
に
格い
た

る
に
在
り
」
と
は
説
か
な
い
の
だ
。
思
う
に

致
知
は
と
り
も
な
お
さ
ず
格
物
中
に
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
格
る
こ
と
の
他
に
別

に
致
す
と
こ
ろ
が
有
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。」

　

更
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
物
の
理
に
格
る
こ
と
は
、
我
の
知
を
致
す
所
以
に
他

な
ら
な
い
。」　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
１
）「
格
物
所
以
致
知
」　
『
語
類
』巻
一
五
、一
四
〇
条
。李
閎
祖
録「
致
知
在
格
物
、

知
與
物
至
切
近
、正
相
照
在
。
格
物
所
以
致
知
、物
才
格
、則
知
已
至
、故
云
在
。」

（
２
）「
於
這
一
物
上
窮
得
一
分
之
理
、
即
我
之
知
亦
知
得
一
分
」　
「
窮
得
」「
知

得
」
の
「
得
」
は
こ
の
場
合
、他
動
詞
の
後
ろ
に
添
え
て
目
的
語
を
導
く
用
法
。

な
お
こ
の
文
の
趣
旨
や
表
現
に
関
連
す
る
用
例
を
挙
げ
て
お
く
。『
語
類
』
巻

九
、六
二
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅰ157

）「
今
只
是
要
理
㑹
道
理
。
若
理
㑹
得
一
分
、

便
有
一
分
受
用
。
理
㑹
得
二
分
、
便
有
二
分
受
用
。
理
㑹
得
一
寸
便
是
一
寸
、

一
尺
便
是
一
尺
、漸
漸
理
㑹
去
便
多
。」『
朱
文
公
文
集
』
巻
五
一
「
答
黄
子
耕
」

第
五
書
「
格
物
、
只
是
就
一
物
上
窮
盡
一
物
之
理
。
致
知
、
便
只
是
窮
得
物
理

盡
後
、
我
之
知
識
亦
無
不
盡
處
。」

（
３
）「
才
明
彼
即
曉
此
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
、及
び
『
大
学
或
問
』「
物

我
一
理
。
纔
明
彼
即
曉
此
、合
内
外
之
道
也
。」
と
も
に
前
条
注
（
１
）
に
既
引
。

（
４
）「
所
以
大
學
説
致
知
在
格
物
、
又
不
説
欲
致
其
知
者
在
格
其
物
」　
『
大
学
章

句
』
経
「
古
之
欲
明
明
德
於
天
下
者
、
先
治
其
國
。
欲
治
其
國
者
、
先
齊
其
家
。

欲
齊
其
家
者
、
先
脩
其
身
。
欲
脩
其
身
者
、
先
正
其
心
。
欲
正
其
心
者
、
先
誠

其
意
。
欲
誠
其
意
者
、
先
致
其
知
。
致
知
在
格
物
。」
八
条
目
の
う
ち
、
平
天

下
乃
至
致
知
ま
で
は
「
欲
…
者
、先
…
」
と
い
う
形
で
文
章
構
成
さ
れ
な
が
ら
、

一
五
五

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
一
〇
）



最
後
の
致
知
と
格
物
の
関
係
の
み
が
「
致
知
在
格
物
」
と
表
現
さ
れ
る
理
由
を

話
題
に
す
る
も
の
。『
語
類
』
巻
一
五
、一
四
〇
条
。
李
閎
祖
録
「
自
欲
明
明
徳

於
天
下
至
先
致
其
知
、
皆
是
隔
一
節
、
所
以
言
欲
如
此
者
、
必
先
如
此
。
致
知

在
格
物
、
知
與
物
至
切
近
、
正
相
照
在
。
格
物
所
以
致
知
、
物
才
格
、
則
知
已

至
、
故
云
在
、
更
無
次
第
也
。」
同
、
一
四
一
条
、
黄
幹
録
「
大
學
明
明
徳
於

天
下
以
上
、
皆
有
等
級
。
到
致
知
格
物
處
、
便
較
親
切
了
、
故
文
勢
不
同
、
不

曰
致
知
者
先
格
其
物
、只
曰
致
知
在
格
物
也
。」
同
、一
四
二
条
、潘
履
孫
録
「
欲

明
明
徳
於
天
下
者
、
先
治
其
國
、
至
致
知
在
格
物
。
欲
與
先
字
、
謂
如
欲
如
此
、

必
先
如
此
、
是
言
工
夫
節
次
。
若
致
知
在
格
物
、
則
致
知
便
在
格
物
上
。
看
來

欲
與
先
字
、
差
慢
得
些
子
、
在
字
又
緊
得
些
子
。」

（
５
）「
格
物
之
理
、
所
以
致
我
之
知
」　
『
大
学
章
句
』
伝
五
章
「
所
謂
致
知
在
格

物
者
、
言
欲
致
吾
之
知
、
在
即
物
而
窮
其
理
也
。」

　

          　
　
　
『
朱
子
語
類
』
巻
一
八
（
１
～
33
条
）、
訳
注
担
当
者

                            

１
～
８
条　
　
　
　
　
　
　
　

福　

谷　

彬

                            

９
～
13
条　
　
　
　
　
　
　
　

岩
本
真
利
絵

                            

14
～
18
条　
　
　
　
　
　
　
　

陳　

佑　

真

                            

19
～
25
条　
　
　
　
　
　
　
　

宇
佐
美
文
理

                            

26
～
33
条　
　
　
　
　
　
　
　

中　

純　

夫

（
二
〇
一
八
年
九
月
二
十
六
日
受
理
）

　
　
　
　
　
（
ふ
く
た
に　

あ
き
ら　

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
附
属
東
ア
ジ

　
　
　
　
　
　
ア
人
文
情
報
学
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
）

　
　
　
　
　
（
い
わ
も
と　

ま
り
え　

大
谷
大
学
任
期
制
助
教
）

　
　
　
　
　
（
ち
ん　

ゆ
う
ま　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

　
　
　
　
　
（
う
さ
み　

ぶ
ん
り　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）

　
　
　
　
　
（
な
か　

す
み
お　

京
都
府
立
大
学
文
学
部
教
授
） 一

五
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
号


